









































フルメタル・パニック！　アナザー２








原案・監修：賀東招二

著：大黒尚人





富士見ファンタジア文庫









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　四季童子

メカデザイン　海老川兼武

　　　　　　　渭原敏明







　目次









プロローグ

第一話　はじめてのおしごと

第二話　ロッケンロールが鳴り止まない



エピローグ





　あとがき

　解説　　賀東招二

　機体解説












プロローグ









　冷たいフローリングの床ゆかに、一人の少女が座りこんでいた。

　歳としは十歳前後。その可か憐れんな面おも差ざしは、黒くろ革かわの目め隠かくしによって半ば隠されていた。

　手にはストップウォッチ。そして少女の前には、無骨なデザインのカービン銃じゆうと工具類が、静かに置かれている。

「うにゅー──スタート！」

　かけ声と共に、ストップウォッチを押しこむ少女。同時に、目の前のライフルをつかみ取る。

　少女のまだ小さな手が、驚おどろくべき速さと精密さで動いた。

　見る見るうちに、分解されていくライフル。弾倉マガジン、銃床ストツク、機関部レシーバー、銃把グリツプ、撃鉄ハンマー、引き金トリガー、被筒ハンドガード、棹桿コツキングレバー、遊底ボルト、撃針フアイアリングピン銃身バレル──解体された無数の部品が、床に整然と並んでいく。

　熟練の兵士でも、少女のこの手て際ぎわの良さには、賞賛を惜おしまないだろう。

「よっしゃ、次！」

　甘ったるい声に似合わない、伝でん法ぽうな口調だった。再び少女の手が動き出す。分解の次は当然、組み立ての番。

　先ほどの光景を巻き戻もどし再生したかのような素す早ばやさで、あっという間にライフルが一挺ちよう、組み上がる。

「どうだ!?」

　目隠しをかなぐり捨てる。露あらわになった青い瞳ひとみで、ストップウォッチを一にらみ。グッと小さな拳こぶしを握にぎり締しめ、ガッツポーズを作った。

「うっしゃあ、新記録!!」

　物ぶつ騒そうな遊ゆう戯ぎの確かな成果に、少女はニンマリと笑う。最後に動作確かく認にんのため、滑なめらかな手つきでレバーを引き──

　ぽみゅん。

　間が抜ぬけた音を立てて、機関部からネジとスプリングが跳はね飛んだ。

「……うみゅ？」

　続いてピンがぽろぽろと抜け落ち、最後に銃全体がバラバラに解体。少女の手には、グリップとレバーだけが残された。

「あ、あれ？　何で？」

　硬こう直ちよくした少女に、まるで計ったようなタイミングで、台所から声がかかった。

「ちょっとクララー、もう朝食の時間よ。早く来なさい！」

「わわわ、わかったママ……でも、もうちょいだけ、待ってくれー」

　泡あわを食ってライフルに向き合う少女──クララ・マオ。

　結局、クララがライフルをきっちりと組み立て直すには、それから五分ほどの時間が必要だった。




　クララが食堂に駆かけこんだ時、テーブルの上にはもう料理が並んでいた。

「こら、家の中では走るなって言ってるでしょ！」

「早く来いって言ったの、ママじゃん」

　母の小言に口答えし、クララは自分の席につく。

「まったく、ああ言えばこう言うんだから。誰だれに似たんだか……」

　クララの反はん抗こう的な態度に、母のメリッサ・マオは顔をしかめた。

　マオはＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスという民間軍事会社ＰＭＣの社長であり、女手一つで娘むすめを育てるシングルマザーだ。

　年ねん齢れいを感じさせない若々しい容姿とスタイル、そして何よりもその維い持じのため費やしている大変な努力と熱意を、クララはどうにも理解できなかった。

　今日も朝からエクササイズに励はげんでいたらしく、リビングのテレビでは『コアリズム』のプログラムが流しっぱなしだった。

「……スゲーよな、あの若づくりにかける情熱は」

「聞・こ・え・て・る・わ・よ、クララ」

「じょ、冗じよう談だんだって、ママ」

　般はん若にやの笑えみを浮うかべたマオに怯おびえながら、クララはメニューを確かめる。トーストにベーコンエッグ、サラダと自家製の野菜ジュース──朝からボリューム満点だった。

「おー、コイツはうまそー──ってうえぇ」

　目を輝かがやかせたクララだが、すぐに顔をしかめる。サラダ皿の片かた隅すみに添そえられた、緑色の野菜に気づいたのだ。

「ママぁ、アタシがブロッコリー苦手なこと知ってるだろー」

「ダメよ、好き嫌きらいは」

「あのツブツブがイヤなんだよ。なんかこう、イモムシみたいで……」

「ふーん。それならいっそ、ミキサーでジュースにしてあげようか？」

「それ、もっとイヤぁ」

　不平そうに唸うなる愛まな娘むすめを、母は少し意地悪そうに見つめる。

「クララぁ、見てるだけじゃブロッコリーはなくならないわよ」

「分かってるって」

　口をとがらせたクララは、難敵であるブロッコリーの攻こう略りやくに乗り出すことを決意した。たっぷりマヨネーズをかけ、鼻をつまんでかぶりつく。

「うう～、もそもそするー。おいしくなーい」

「ちゃんと食べなさい。どうせあたしがいない間は、好きなものばっかり食べてたんでしょ？　太るわよ」

　ＰＭＣの経営者であるマオは、現場に出る機会こそ少ないものの、様々な商談で世界中を飛び回っている。そうした時のクララは、勝手知ったるＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の訓練施し設せつに潜もぐりこんだり、あるいは母の旧友に預けられたりして過ごしているのだ。

　外では可愛かわいがられ、甘やかされているクララだが、母には通用しない。

　ゴクリ──

　何とか一つ目のブロッコリーを飲み下すが、まだ二個も残っている。クララはげんなりと肩かたを落とした。

「そんな顔しないの。そうね、三つとも全部食べたら、今日のショッピングで好きな服を何でも買ってあげる」

「ホントか!?　ヴィヴィアンの新作とか出てるんだけど、いいのか？」

「当たり前よ。メリッサ・マオに二言はない──」

　と、マオの携けい帯たい電話が鳴り響ひびく。無ぶ粋すいな呼び出しが、親子の団だん欒らんを邪じや魔ました。

「──ったく、誰よ一体？」

　顔をしかめたマオが、渋しぶ々しぶと携帯を取った。

「ハロー、キャミー。あたしだけど──え、それ本当？──ちょっと待ってよ、話が違ちがうじゃない──どうにからないの、スケジュールが──そう、分かった──ったく、これだから──そうね、三班を回しましょう──連れん絡らくは任せたから────お願いね──あのクソクライアント」

　携帯をしまったマオの横顔を、クララは不安そうに見やった。

「……今から仕事なのか、ママ？」

「え？　いやちょっと違うって。仕事は仕事でも、来月──九月の頭の話だから」

「そ、そうか！」

「約束したでしょ。今日は一日中、一いつ緒しよだって」

　パッと顔を明るくした愛娘の頭を、マオは優やさしくなでさする。気持ちよさそうに目を細めるクララ。

「で、シゴトって何だ」

「んー、日本のとある筋から、ね。ギャラはいいし、面おも白しろそうな仕事なんだけど、ちょっと訳ありなのよね……」

　歯切れの悪い口調で、言葉を濁にごすマオ。それを聞いたクララの頭に、ピンと閃ひらめくものがあった。

「ひょっとして、例の新型ＡＳアーム・スレイブってヤツか？」

「……ちょっと待ちなさいクララ、あんた何でそれを知ってるの？」

「ん、こないだダニエラが、楽しそうにぼやいてた。新型が来るから大変だー、って」

「あいつか」

　マオは額に指を当てる。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の兵へい站たん部門で、整備課長を務めるダニエラ・コールマン──彼女は腕うでの良い整備士で、部下の面めん倒どう見みも良いのだが、どうも立場の割に口が軽いところがあるのだ。

「ふーん、マジだったんだ、あの話。へー」

　クララの両眉まゆが、ピクピク動く。いかにも興味津しん々しん、といった態度を隠そうともしていない。

「なあ、ママ」

「ダメよ」

「まだ何も言ってないけど」

「日本に行くのは却きやつ下か、大人しく家で勉強してなさい。いくらホームスクールでも、テストはあるんだから」

「うみゅー」

　不満そうに、クララは口を尖とがらせる。

「ママは来月、ヨーロッパに出張だろ。だからアタシが代わりに、そのＡＳの受け取りを見届けてやるから」

「あんたがいてもいなくても、変わらないでしょ」

「じゃ、じゃあ通訳！　通訳ってことでどうだ!?」

「外国語がしゃべれる自衛官だって、たくさんいるっての」

「じゃ、じゃあもし、日本語の他ほかはヒスワリ語しか通じなかったらどうするんだよ？」

「それ言うなら、スワヒリ語でしょうが」

「百発百中ノ一砲ぽう能よク百発一中ノ敵砲百門ニ対たい抗こうシ得ルヲ覚さとラバ、我等軍人ハ主トシテ武力ヲ形けい而じ上じようニ求メザルベカラズ──」

「どこで覚えたのよ、そんな言葉？　あー、もう──」

　得意の日本語を懸けん命めいにアピールするクララに、マオは根負けしたようなため息をつく。

「分ったわよ。作業はバクスターの班に任せる予定だから、あんたは現地で合流しなさい」

「お、それじゃあリーナやあの新入りも一緒か」

「遊びじゃないんだからね。旅行気分なら、速そつ攻こう中止」

「分かってるって、ママ」

　満面の笑顔で立ち上がるクララ。その顔に、何やら感かん慨がい深ぶかそうな表情が浮かぶ。

「どうしたの？」

「日本かあ……行くの久しぶりだなぁ、パパの『心の故ふる郷さと』」

　クララの口から『パパ』という言葉が出たとたんに、マオの右眉が急角度に跳はね上がった。

「前にも言ったでしょう、クララ。あのクソバカヤローのことを、パパと呼ぶのはやめなさいって」

「……まだ未練タラタラのクセに──イタッ！」

　マザーイヤーは地じ獄ごく耳みみ。クララのボソボソした小さなつぶやきも聞き逃のがさず、白くスベスベした頬ほおをつねる。

「でょ、ド、でょみぇすドメスすちっくテイツクびゃいぉえんすバイオレンスひゃんひゃーい反対!!」

「愛の鞭むちよ。って本当によく伸のびるわね、あんたのほっぺ」

　感心したように言ったマオは、そのままクララのプニプニした頬をビニョーンと引っ張った。

「真っ白で、柔やわらかくて、日本のアレ──そうそう、オモチみたい」

「みゃ、マ、みゃじでマジでおっぺぎゃほつぺがつぃぐぃえうちぎれる……」

「あ、ごめん、つい」

　半泣きのクララに、ハッと我に返ったマオはあわてて手を放す。解放された真っ赤なほっぺを押さえ、プルプル震ふるえるクララ。

「うう……ひでぇよママぁ」

　その涙なみだ目めが、ふとインテリアとして飾かざられていた地ち球きゆう儀ぎに留まる。

（そういやあの新入り、今ごろ初仕事の真っ最中だったな）

　先ほどのやり取りを、ふとクララは思い出す。青い瞳ひとみは、中東の一角──アラビア半島を、じっと見つめていた。
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　雲一つない蒼そう穹きゆう、天頂では激しく太陽が輝いている。

　灼しやく熱ねつの光で照らし出された地上は乾かわききり、ゴツゴツした岩と砂の荒こう野やが広がっていた。

「まるっきり、『アラビアのロレンス』の世界だな」

　ＡＳの狭せまいコクピットで、市いち之の瀬せ達たつ哉やはつぶやいた。民間軍事会社ＰＭＣＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に所属する、弱じやつ冠かん一八歳の新米ＡＳオペレータだ。

　ここはアラビア半島の東南部、北回帰線ほぼ直下の砂さ漠ばく地帯。達哉の乗るＡＳ──Ｍ６Ａ２Ｅ２〈ブッシュマスター〉は、岩山の頂に陣じん取どっている。

　ずんぐりとした機き影えいに、肩に装備された大口径の榴りゆう弾だん砲ほうと多連装ロケットランチャー。米国製の第二世代型ＡＳであるＭ６〈ブッシュネル〉を火力支し援えん用に改修した機体なだけあって、ひどく鈍どん重じゆうそうな外見をしている。

『タツヤ、君もあの映画を観みたことがあるのか』
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　無線越ごしの少女の声。達哉の先せん輩ぱい兼けん指導教官である、リーナことアデリーナ・ケレンスカヤからの通信だ。相変わらず落ち着いて、淡たん々たんとした口調だった。

　ひょいと視点を下げると、岩山の下の陣地で警けい戒かいに当たっている、二機のＡＳがスクリーンに映る。全体的に角張った重じゆう厚こうな外見で、特に足から腰こしにかけての装そう甲こうにはボリュームがあった。

　Ｍ９Ａ１──通つう称しよう〈アーマード・ガーンズ〉。そのうち一機にアデリーナが乗っているのだ。

（珍めずらしいな、あいつが『仕事中』に自分から話しかけてくるなんて）

　意外に思いながらも、達哉は通信を続ける。

「ああ。と言ってもかなり前のことだから、内容はほとんど覚えてないけど。やたらと長かったし。それでも砂漠の映像と、音楽が凄すごかったのは覚えている。あと、レモネードがやたらと旨うまそうだったような……」

『なるほど。それならこの演習が終わったら、基地のカフェでレモネードをおごってやろう』

「そ、そうか……悪いな」

　いつも無愛想なアデリーナが飲み物をおごるとは、珍しいこともあるものだ。普ふ段だんの印象からずれた会話に、達哉は戸と惑まどう。

　その時、コクピットに野太い笑い声が響いた。

「ど、どうしたんですか、バクスター班長？」

　もう一機の〈アーマード〉のオペレータであり、かつ達哉やアデリーナたちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．訓練部門ＡＳアーム・スレイブ教導課第三班〈オシラ〉を束ねる、ダグラス・バクスター班長の声だった。

　二メートル近い巨きよ体たいにふさわしい、重低音の笑い声には迫はく力りよくがある。

『ククク──おいリーナ、お前さん分かって言ってるだろう？』

『さあ、何のことやら』

「────？」

　しれっと答えるアデリーナ。意味の分からない達哉は、ひたすら首を傾かしげるしかない。

『映画談義も結構ですが──』

　今度の声は、怜れい悧りな若い男性のものだ。上空のヘリからこの演習をモニターしている、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．情報部門所属の戦術分ぶん析せき官、ベルナール・ベルトランからの通信だった。

『現在は、仕事の最中だということを忘れないでください。あまり不ふ真ま面じ目めな態度が記録に残りますと、報ほう酬しゆうの査定に響きますよ』

『オシラ１了りよう解かいだ。気をつかわせたな、ベル』

『オシラ３了解』

「す、すんません。えーっと、オシラ４了解です」

　それぞれのコールサインで答える、バクスター、アデリーナ、そして達哉。

『特にイチノセくんは、今日が初仕事なのですから』

『──そうだぞ……この、ガキ……』

　ベルトランの通信に、今にも消え去りそうな声が割りこむ。第三班のメンバーで、オシラ２ことカルロス・メンドゥーサ──本来なら、達哉の代わりにこの演習に参加しているはずのＡＳオペレータだ。

『おいガキ……お前、俺……の、代わりなんだ──からな。……恥はじ、かかせ……んじゃ、ねえぞ──』

『カルロス、何を偉えらそうにぬかしている！　貴様のように演習当日、二ふつ日か酔よいでダウンするような阿あ呆ほうに比べれば、小こ僧ぞうの方がまだマシだ!!』

『だ、旦だん那な……大声、マジで──かんべ、ん……』

　蚊かの鳴くような声で、それでもネチネチと言いつのるカルロスを、バクスターは思いっきり怒ど鳴なりつけた。

「何やってんだよ、まったく」

　呆あきれかえった達哉だが、その表情が瞬しゆん時じに引き締しまる。〈ブッシュマスター〉のコクピットで、敵機発見のアラートが鳴り響ひびいた。

「き、来やがった！　ど、どこだ!?」

　上ずった声を上げた達哉は、慌あわてて計器類を見回す。

『おちつけ小僧。敵ＡＳ八機を確かく認にん、方位２─２─５の、距きよ離り二〇〇〇だ。Ｍ１から８と呼こ称しよう、今からデータを回す』

　冷静なバクスターの声と共に、ＨＵＤヘツドアツプデイスプレイの表示が目まぐるしく切り替かわっていく。データリンクにより、彼の〈アーマード〉から送られた情報だ。

　最さい新しん鋭えい機であるＭ９と比べれば、Ｍ６のセンサ類や電子兵装は貧弱だし、高度なＡＩも搭とう載さいしていない。だが部隊内でのデータリンクを活用すれば、ある程度はその欠点をカバーすることができるのだ。

「りょ、了解した」

『ファイサル殿下のお出ましだ。気を抜ぬくなよ、リーナに小僧』

『この距離まで接近……電磁迷彩ＥＣＳを使ったのか。全く、贅ぜい沢たくなマネを』

『今日からは、ペイント弾を使用したＡ式の訓練だからな。それだけ王子も本気ということだろう。二人とも、油断は禁物だ』

「ええっと、本気ってどういうこと？」

『うむ、説明してやろう』

　達哉のつぶやきに、妙みように弾はずんだ声でアデリーナが答える。こんな状じよう況きようにもかかわらず、いつものスイッチが入ったらしい。

『タツヤ、この環かん境きようで、ＥＣＳを使ったらどうなると思う？』

「そ、そいつは──」

　突とつ然ぜんの設問に、達哉は目を白黒させた。

　ＥＣＳとは、特とく殊しゆなレーザーとホログラムを用いて、機体をレーダー波などから隠いん蔽ぺいする装置だ。使用するためには機体の装甲を展開し、内蔵されたレンズを露ろ出しゆつさせる必要がある。

　近づきつつある『敵』のルートは谷沿いで、風の通り道にあたる。もしこの状況で、ＥＣＳを使った場合──

「砂ぼこりで、剥むき出しになったレンズが汚よごれる？」

『五〇点だな。他の部品にも影えい響きようは出るし、場合に寄っては傷ついたレンズを交こう換かんする必要もある。何にせよ、整備の手間とコストは大きい』

「さすがはオイルマネー、ってとこか」

　小さくうなずいた達哉に、今度はバクスターからの通信が入る。

『感心している場合か。小僧、ケースＢ─２で対応するぞ』

「び……Ｂ─２って……？　あ、ああ、アレか。了解！」

　ケースＢ─２、直接照準による前衛部隊への火力支援、使用火器は榴弾砲のみ。頭の中で、行動の内容を復習する。

　平然としたアデリーナやバクスターに比べ、ひび割れた自分の声がひどく情けない。達哉は渇かわききった唇くちびるを、舌で舐なめて湿しめす。

（く、訓練通りにやるだけだ。いつもの、訓練通りに──）

　二機の〈アーマード〉は、あらかじめ掘ほっていた塹ざん壕ごうに身を潜ひそめる。達哉の〈ブッシュマスター〉も、岩山の稜りよう線せんギリギリに身を隠かくした。

　右背部に装備した、Ｍ１１９Ａ３榴弾砲を『敵機』に向ける。一〇五ミリというＡＳサイズでは規格外の大口径砲は、従来の榴弾砲を流用したものだ。新型の反動吸収機構と自動装そう填てん機構によって、ＡＳでの運用を可能としている。

「機体の固定、開始、と」

　ずんぐりとした〈ブッシュマスター〉の両足から、かんじき型のアウトリガーが張り出して、脚きやく部ぶの接地面積を拡大。さらに腰の後部から補助脚が伸のび、機体を支える。

「こちらオシラ４、砲ほう撃げきモードへの移行を完了」

『よし、オシラ１了解した。こちらの指示で派は手でに撃うちこめ』

「オシラ４、了解」




　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社は、アメリカ合衆国のカリフォルニア州に本社を置くＰＭＣだ。

　多数のベテラン兵士を教官インストラクターや分析官アナリストとして雇やとっており、様々な顧こ客きやくに必要とする軍事訓練をほどこすことを主な業務としている。

　現在、達哉たちが雇われているのは、アラビア半島東部のラシッド王国。この国のＡＳ部隊を相手に仮想敵役アグレツサーを務めるのが、今回の仕事だった。




「気づきおったか。全機ＥＣＳ解除、私に続け！」

　指揮官の若々しい声が、ラシッド王国軍のＡＳ部隊の通信回線を駆かけ抜けた。

　命令一下、砂さ塵じんの中を駆け抜ける八機の王国軍ＡＳ。その機体はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のＭ９に比べて細身で、いかにも俊しゆん敏びんそうな外見をしている。

　Zy─99Ｍ〈シャドウ〉──ロシア製の第三世代型ＡＳだ。

　輸出用に性能を落としたいわゆるモンキーモデルだが、ラシッド王国軍の機体は砂さ漠ばく戦に備えた独自の改修を受けており、この状況では本国仕様機にひけを取らない性能を発揮することができる。

「この距離まで忍しのび寄れるとは、幸さい先さきがいいな」

　先頭を進む、隊長機の〈シャドウ〉。そのコクピットで満足げに笑う指揮官は、まだ少年と言って良い年とし頃ごろだった。

　ラシッド王国陸軍ＡＳ教導団司令ユースフ・ビン・ムハンマド・ビン・カーリム・アル・ケートリー王子。今年で一八歳になる、ムハンマド現国王の第三子だ。

　後方をピタリと併へい走そうする副官の〈シャドウ〉に、ユースフは通信を繋つなぐ。

「今日こそは借りを返すぞ、ハッサン」

『ははあ、殿でん下か。全すべては神アラーの思おぼし召めしであります』

「ハッサン、軍務中は殿下ではなく大たい佐さと呼ぶように言ったはずだが？」

『ははあ、殿下。申しわけございません。ですがそれがしにとって、殿下はあくまでも殿下でありますゆえ──』

「……もういい」

　細ほそ面おもての優美な顔にわずかな疲つかれをにじませて、ユースフ王子は忠実な守もり役との通信を打ち切る。

　ラシッド王国は一六年前に成立した新興国で、石油をはじめとする天然資源の収益により、急速な近代化を推おし進めている。ユースフ率いるＡＳ教導団も、その一いつ環かんとして編制されたものだ。

　その大役を父であるムハンマド国王から任されたことは、ユースフにとっては大変な名めい誉よだった。お飾かざりの指揮官とは言わせぬとばかりに、演習初日から〈シャドウ〉を駆って、自ら陣じん頭とうに立ち続けている。

　今日の演習ではラシッド軍の〈シャドウ〉が攻せめ手となり、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の部隊が立て籠こもった陣地を攻こう略りやくする──という想定状況だった。

《照準警報。二時方向、距離──》

　ＡＩの警告が終わらないうちに、強きよう烈れつな轟ごう音おんが鳴り響いた。




『オシラ１よりオシラ４へ。派手に始めろ』

「オシラ４了解」

　バクスターの指示と同時に、達哉の〈ブッシュマスター〉は動き出した。かすかに身を起こすと、ラシッド軍の〈シャドウ〉に砲ほう門もんを向ける。

〈ブッシュマスター〉の一〇五ミリ榴りゆう弾だん砲は、本来ならば十数キロ先の敵に対して曲射による間接砲撃を行うための装備だ。だが、こういった中間距離での直接ダイレクト・火力支援フアイア・サポートにおいても、高い性能を発揮できる。

　バクスターの〈アーマード〉から受け取ったデータに従い、照準をつける。気温・湿しつ度ど・風速・コリオリ力といった各種の要素を、火器管制システムＦＣＳが瞬時に計算した。

「よ、よし、簡単なものじゃないか」

　照準完了の表示にうわずった声で答え、達哉はトリガーを引いた。

　発砲。

「うおわぁっ!?」

　大気を震ふるわせる凄すさまじい発砲音が、至近距離で爆ばく発はつした。機体がひっくり返りそうな強烈な反動を、辛かろうじてこらえる。

「や、やっぱりとんでもねぇな、ＡＳアーム・スレイブってヤツは……」

　Ｍ６のコクピットで、達哉は大きく息を吐はいた。

『何をボヤボヤしている、タツヤ！』

「わ、悪い、リーナ」

　次弾が装填されると同時に、達哉はさらにトリガーを絞しぼった。




「各機散開！」

　ユースフの命令とほぼ同時に、敵の撃った榴弾が山なりの弾道を描えがいて飛来した。非殺傷性の演習弾は、地面に落下するのと同時に、弾着観測用の煙けむりを激しく吹ふき上げる。

《──判定、無効。全機健在》

　ＡＩの報告に、だがユースフは安あん堵どする暇ひまもなかった。

　鳴り響く警報。突とつ如じよとして現れた二機の敵ＡＳが、散開して隊形が乱れたユースフたちに、猛もう烈れつな射撃を浴びせかけてくる。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のＭ９〈アーマード〉。数こそユースフ隊の〈シャドウ〉をはるかに下回っているが、事前に構築していた塹壕を巧たくみに利用し、十字砲火のただ中にこちらを捉とらえている。降り注ぐ榴弾の雨と合わせ、あっという間に二機の〈シャドウ〉が撃破判定を受けた。

「く、やはり強い」

　回かい避ひ機動をとりつつ、牽けん制せいの応射。ユースフは、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の手並みに舌を巻いていた。ラシッド王国軍のＡＳ部隊から指折りの精せい鋭えいを集めた彼の部下が、なすすべもなく撃ち崩くずされてズルズル後退している。

　小さな岩山の陰かげで遮しや蔽へいを取る、ユースフの〈シャドウ〉。すぐ隣となりで息を潜めているハッサンの機体から、場ば違ちがいなほどのんびりした通信が入った。

『いやはや、相変わらずＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の方々は大したものですな。明日のラシッドのためにも、彼らの戦術はぜひとも学び取りませぬと』

　ラシッド王国は北西の国境をサウジアラビア王国と接していて、建国以来、微び妙みような緊きん張ちよう状態にあるのだ。

　今回Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がＭ９やＭ６を用意したのも、サウジアラビア軍の主力である米国製ＡＳを想定してのことである。

「敵に感心してどうする!?　明日の王国よりも、まずは今日の演習の勝敗を考えよ！」

『殿下、そのような目先のことなどにお心を惑まどわさず、もっと大局的な目で物事を──おおっ!?』

「むっ！」

　ユースフとハッサンの〈シャドウ〉は素す早ばやく跳ちよう躍やくし、山なりに降り注いだ敵弾から身をかわす。

　周囲には、〈ブッシュマスター〉の放つ砲弾が次々と降り注いでいる。さらに一機の〈シャドウ〉が、撃破判定を受けた。このままではじり貧ひんだ。

『それがしに一つ、考えがございます』

「申せ、ハッサン！」

『ははあ、では──』

　かしこまった忠実な臣下は、手短かに案を告げた。

『どうでございましょうか、殿下？』

「──他ほかに手はないか」

　わずかに押し黙だまったユースフだが、力強くうなずき返す。

「全隊、私に続け！　勝負を賭かけるぞ!!」

『ははあ、殿下。お言葉のままに。それがしはどこまでもお供いたしますぞ』




「ほう、これは」

　演習場上空のヘリのキャビンで、動き始めた戦せん況きようにベルトランは小さな声を上げた。やや肉付きの薄うすい、モデルか役者のように整った顔立ち。フレームレスの眼鏡めがねの下で、切れ長の目が細まる。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側の火力に立ち往生していた、ラシッド王国軍の〈シャドウ〉隊。残る五機が遮蔽から飛び出すと、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側の陣地に向けて一いつ斉せいに突とつ撃げきを開始したのだ。

「おいおい……」

　隣のシートにうずくまっていたカルロスが、力のない声でうめいた。浅黒く精せい悍かんな顔からは、血の気が引いて青白くなっていている。

「バンザイアタックかよ……ずいぶんと思い切ったもんだな、あの王子さま……」

「ですが、悪い戦術ではありません」

　距きよ離りを詰つめて敵味方が入り乱れた混戦に持ちこめば、誤射の危険があるため榴弾砲による支援はまずありえない。むしろこれは、火力で優ゆう越えつした敵への対応としては定石とも言える。

（むしろ、判断が遅おそいくらいですね）

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側から発見され、砲撃を受けた時点で、散開せず速すみやかに陣地への強きよう襲しゆうへ移るべきだった。

　おそらく指揮官であるユースフ王子が、部下の被ひ害がいを惜おしんだのだろう。だがその甘さが、かえって多くの損害を出すことに繋がった。

「今日の演習で、それを学んでいればよいのですが」

　記録をチェックしつつ、ベルトランは演習場を見下ろす。

　一機の〈シャドウ〉が、さらに撃破判定を受けて脱だつ落らく。だが残る四機は、そのままＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側の陣地に飛びこむ。

「……こいつは、詰んだかもな──うぷっ!?」

　あわてて口元を押さえるカルロス。ヘリを操縦するラシッド兵士が、心底イヤそうな顔でこちらを振ふり向いた。

　そんな同どう僚りようの醜しゆう態たいにため息をつきながらも、ベルトランは内心でカルロスの感想に同意していた。

　Ｍ９Ａ１〈アーマード・ガーンズ〉は、冷戦終結後に激増した地域紛ふん争そうや民族紛争へと対応するための改良モデルだ。その重装そう甲こうは、非ひ対たい称しよう戦争における敵民兵・テロリストなどの対戦車ロケットランチャーＲＰＧや小口径砲弾、地じ雷らいなどへの対策に主眼を置いた結果だった。

　つまり、ＡＳ相手の戦せん闘とうは苦手なのである。

　倍の数の〈シャドウ〉を相手にしての乱戦となれば、バクスターやアデリーナの腕うででも、そう長くは保もたないだろう。

　達哉の〈ブッシュマスター〉にいたっては、陣取った岩山の上でオロオロとうろたえている有り様だ。

「やはり、イチノセくんにはまだ早かったようですね」

　今回の敗因は、火力支援の未熟さだ。もしあの〈ブッシュマスター〉に乗っていたのがカルロスだったなら、もっと効率的な砲撃で、少なくとも後一機は〈シャドウ〉を撃破できたはずだ。

　陣地に乗りこまれて乱戦に持ちこまれても、榴弾砲以外の火器を用い、前衛のバクスターたちを効果的に支援しただろう。

（ラシッド王国軍側が、大きな被害を出しながらも陣地を攻略し、辛しん勝しよう。判定としてはこんなものですか──おっと）

　戦況が、さらに動いた。

　完全に乱戦となった、陣地内の戦い。まずバクスターの〈アーマード〉が、二機の〈シャドウ〉と相あい討うちに。

　続いてアデリーナ機が、正確な射撃でユースフ王子の〈シャドウ〉を狙ねらう。だが割って入った副長機が、盾たてとなってその攻こう撃げきを阻はばんだ。ユースフ機は流れ弾だまでライフルを『破は壊かい』されたものの、いまだ健在。

　反撃で投げられた〈シャドウ〉の訓練用ダガーが、アデリーナの〈アーマード〉を『撃破』した。

　わずかな攻防で、二機の〈アーマード〉と三機の〈シャドウ〉が続けざまに撃破判定を受ける。残ったのは、達哉の〈ブッシュマスター〉とユースフの〈シャドウ〉のみ。

　高所で立ちすくむ〈ブッシュマスター〉を、〈シャドウ〉は目ざとく見上げる。そのまま俊しゆん敏びんな跳躍を繰くり返し、あっという間に岩山を駆かけ上っていく。

　まるでカモシカのような、見事な機動マニユーバだ。

「あーあ、こりゃ終わったな、あのガキ」




「くそ、来やがった！」

　コクピットに鳴り響ひびくアラート音。凄まじい速さで急きゆう坂はんを駆け上ってくる〈シャドウ〉をにらみながら、達哉はいくつものスイッチを操作する。

〈ブッシュマスター〉を固定していたアウトリガーや補助脚きやくが、機体に収納される。砲戦形態解除を解除すると、榴弾砲の重みで機体が傾いた。後はこの鈍重な機体で、〈シャドウ〉に立ち向かうしかない。

　榴弾砲はこの距離での対ＡＳ戦闘では無用の長物だし、交戦規定ＲＯＥで使用が禁じられている。

「く、来るなら来やがれってんだ！」

　大声で自分自身を奮い立たせる達哉。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で残っているのは自分だけ。この一いつ騎き討うちが、勝敗を決めるのだ。

　そのまま〈ブッシュマスター〉が両手で構えた二五ミリ機関砲の砲門を、〈シャドウ〉に向ける。

　戦闘でライフルを失ったのか、〈シャドウ〉が手に構えているのは訓練用カッターのみ。ならばまだ勝機はある──だろう、多分、おそらく。

「くらえ！」

　フルオートで撒まき散らされるペイント弾。その弾幕を、〈シャドウ〉は〈ブッシュマスター〉を中心とした円を描くような機動で回避。

　達哉の〈ブッシュマスター〉もそれを追うように、旋せん回かいしながら撃うち続ける。だが元より、Ｍ６は第二世代型ＡＳアーム・スレイブ。その上、榴りゆう弾だん砲のような重装備を背負っていては、機動性で〈シャドウ〉にかなうはずもない。

　放たれた火線は、〈シャドウ〉に追いつくことさえできず、虚むなしく空を切る。

「ちくしょう、このトロさは反則だろ!?」

〈ブッシュマスター〉のコクピットで、達哉はわめいた。




「中々に粘ねばるな。だが、これで終わりだ」

〈シャドウ〉のコクピットで、ユースフは鋭するどく目を細める。

　今までの演習で、何度も苦く杯はいを舐なめさせられたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のＡＳ。ようやくつかみかけた勝利を前に、ユースフの気ははやる。

　訓練用カッターを逆手に構え、強きよう烈れつなＧに耐たえながら跳躍。空中で〈シャドウ〉を一転させ、〈ブッシュマスター〉の背後に着地する。

　教科書通りの完かん璧ぺきな『ジャクソン・アーチ』に、鈍どん重じゆうな〈ブッシュマスター〉はまったく反応できていない。〈シャドウ〉の前に、無防備な背中を晒さらしている。

「もらったぞ！」

　低い気合いと共に〈シャドウ〉がカッターを振りかぶった、正にその瞬しゆん間かんだった。背を向けたままの〈ブッシュマスター〉、その一〇五ミリ榴弾砲が火を噴ふいたのは。

「な──」




　その発砲は、達哉がそれと意識しての行動ではない。ほとんど脊せき髄ずい反射じみた、咄とつ嗟さの判断だ。

　轟ごう音おんと同時に、凄すさまじい衝しよう撃げきが〈ブッシュマスター〉を襲おそう。
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「う、うおおおぉぉぉっ!!」

　砲撃体勢を取らない、直立状態での発砲。強烈な反動で文字通り吹ふっ飛ばされそうになる〈ブッシュマスター〉の機体を、達哉は懸けん命めいに制せい御ぎよする。

　砲撃の反動を利用した、急旋回──

〈ブッシュマスター〉は瞬時に、一八〇度後方へと反転する。

　響き渡わたる、鈍にぶい異音。振り向きざまに榴弾砲の砲身が、〈シャドウ〉を横から殴なぐり飛ばす。想定外の負荷に、榴弾砲の砲身がひん曲がった。

〈シャドウ〉の機体が大きくよろめき、転てん倒とうする。

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス──

「もらったぁっ!!」

　叫さけぶと同時に達哉は、躊ちゆう躇ちよなく機関砲のトリガーを引いた。バラ撒かれたペイント弾は、体勢を崩くずした〈シャドウ〉に次々と命中、その機体を青く染める。

「や、やったぞ」

　コクピットで、大きく喘あえぐ達哉。操縦スティックを握にぎる手に、グッと力をこめる。

　第二世代ＡＳのＭ６で、第三世代ＡＳの〈シャドウ〉を倒たおしたのだ。大金星の興奮に、口元が笑えみ崩れた。

「フ、油断大敵だな王子さ──」

『このド阿あ呆ほうが!!』

　格好つけようとした達哉の鼓こ膜まくを、突とつ如じよとしてバクスターの怒ど声せいが殴り飛ばした。

「な、何ですか班長、いきなり!?」

『……ＲＯＥを忘れたのか、君は？』

「あ」

　冷たく鋭いアデリーナの言葉に、達哉は間の抜ぬけた顔でポカンと口を開ける。

（や、やべえ……接近戦じゃ榴弾砲を使っちゃいけないってこと、頭に血が上ってすっかり忘れてた）

『とにかく、これで本日の演習は終しゆう了りようです。各自、所定のポイントでトランスポーターとの合流を』

　ため息混じりなベルトランの声が、空々しく響いた。




「では、本日のデブリーフィング（戦闘や訓練の後に行われるミーティング）を開始します」

　ラシッド軍基地のブリーフィングルームに、バクスターの声が重々しく響いた。達哉たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のメンバーは、制服に着き替がえて壇だん上じように並んでいる。

　ＰＭＣという組織は、軍隊ではなくあくまで民間企き業ぎようだ。そのため普ふ通つうは、軍服や制服というものは存在しない。任務時も私服の上からタクティカル・ベスト等を着用した、独自のスタイルを用いるのが一いつ般ぱん的である。

　だがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は、正規軍相手にも教官としての立場で接することが多々ある。そのために便べん宜ぎ上、青を基調とした制服が制定されていた。

「まずはベルトラン分ぶん析せき官より、今日の成績を発表──」

「その前に、こちらから聞きたいことがある」

　訓練生であるラシッド軍のＡＳオペレータたち、その最前列に座っていたユースフ王子が口を開く。

「──ハッサン」

「ははあ、殿でん下か」

　ユースフにうながされ、傍かたわらに控ひかえていた小太りの中年将校──副官のハッサン・ビン・ジャスィーム中ちゆう佐さが立ち上がった。

「ではＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の方々、まずは今日の演習の終しゆう盤ばんであった、あの一件の説明を求めたいのですが？」

　訛なまりのひどい英語で、ポツポツと言葉を続けるハッサン。だがその言葉に、達哉の体を電流が走った。

（さ、さっそく来やがった！）

　身を硬かたくする達哉を、ユースフはにらんだ。

「戦せん闘とう時の興奮で起こった、単なるトラブルですよ。無論、殿下──失礼、大佐によってオシラ４は撃げき墜ついされたと、当方では判定しております」

「そういうことではない。正直、私は諸君たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に失望したのだ」

　バクスターに指をつきつけ、苛いら立だたしげな声を上げるユースフ。アラブ人にしては珍めずらしいほどの白い肌はだは、怒いかりと屈くつ辱じよくで赤く染まっている。

「ここ一週間の訓練は、我々にとって非常に実りの多いものだった。それが今日は何なのだ？　我が国から高額の報ほう酬しゆうを受け取っておいて、戦いの掟おきての何たるかも知らぬ未熟者を戦わせるのが、諸君たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のやり口なのか！」

　感情的な言葉だが、内容自体はほぼ正論だ。

　他のオペレータたちの間からも、同意の声が上がった。せわしなく動く達哉の手が、無意識のうちに制服のネクタイを緩ゆるめる。

「我々は、戦士フエダーインの技わざを学ぶため、諸君らを招いたのだ。決して、無法者や盗とう賊ぞくの手管を知るためではない」

「お怒りはごもっともです、大佐」

　壇上のバクスターはユースフに向かい、深々とスキンヘッドを下げた。

「全すべては、班長である私の責任です」

　その光景から、達哉は目をそらすことしかできない。

　そんな緊きん張ちようした空気の中、ハッサン中佐がこほんと雄ゆう弁べんな咳せき払ばらいをする。

「殿下──」

「分かっているハッサン。まあ、いいだろう。もう二度とこのような失態が起こらないことを、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の諸君には望む」

　副官の諫かん言げんを、ユースフは意外なほどあっさりと受け入れた。だが胸をなで下ろす間もなく、ラシッド国の第三王子は、再び達哉に視線を向けた。

「ただしバクスター班長、そこの彼は外してくれたまえ」

「……え？」

「聞けば彼は、いまだ戦士フエダーインではなく従者の身に過ぎぬそうではないか。ならば、この場にいるべきではないだろう。違ちがうかな」

「なんだと……？」

「聞こえなかったのか？　貴様は戦士ではないと言ったのだ」

　冷ややかな侮ぶ蔑べつの声に、今度は達哉の頭に血が上る。自分の立場も相手の地位も忘れ、腰こしを浮うかしかける。

「黙だまって聞いてりゃ、好き勝手に言いやがって！　親のスネかじって戦争ゴッコやってるボンボンが！」

「貴様！」

　スラング混じりな達哉の声に、今度はユースフが激げつ昂こうした。パイプ椅い子すを蹴け倒たおしながら立ち上がる。

「聞き捨てならんぞ！　私のどこがスネかじりだと!?」

「十代のガキが大佐とか言ってふんぞり返ってるのが、七光じゃなきゃ何なんだ!?」

「お、おのれ、言わせておけば！」

　突如として始まった低レベルな口論、というか口ゲンカ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側もラシッド軍側も、止めることさえ忘れ唖あ然ぜんとしていた。

「だいたい、〈シャドウ〉でＭ６に負けたヘボのクセしやがって！」

「こ、この！　王者の戦いくさというものを弁わきまえぬ匹ひつ夫ぷめが！」

「うるせえ！　ヒップだかケツの穴だか知らねえが──」

「タツヤ──」

　売り言葉に買い言葉を止めたのは、アデリーナの冷静な声だった。

「少々、疲つかれているようだな。部屋で待機しておけ」

　わずかな言葉だが、ヒートアップした達哉の頭を冷ますには十分だった。ハッと我に返った達哉の顔に、見る見る脂あぶら汗あせが浮かぶ。

（あ、ああ、やっちまった）

　限界だった。達哉は無言のまま踵きびすを返すと、そのまま足早にブリーフィングルームから立ち去っていく。

「おい、小ぞ──タツヤ！」

　呼び止めるバクスターの声も、耳に届かなかった。




「大失態だ……」

　ラシッド側から貸し与あたえられた宿舎の一室で、達哉はベッドにもたれかかっていた。四畳じようほどの小さな部屋だが、一応は個室である。

　ふと達哉は、小さな建設会社を経営する父の俊とし之ゆきを思い出した。

　発注者や元もと請うけが白と言えば、黒い物も白くなる。そういった上からの無理難題な期日やノルマを、なだめすかして何とか捌さばくのも、下請けの零れい細さい業者としては必ひつ須すの処世術なのだ。

　先ほどのように逆上してクライアントと大ゲンカするなど、言語道断である。

　今さらながら、父の苦労がよく分かった。

「だいたい、話が違うだろ社長さん」

　恨うらみがましい声でつぶやきながら、天てん井じようを見上げる。切れかけの蛍けい光こう灯とうが、力なく明めい滅めつしていた。

『ちょっと、うちの現場に慣れてきなさい』

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のメリッサ・マオ社長からそう言われ、達哉はこのラシッド国に来たのだった。教官役ではなく、あくまで裏方の作業員として。

　乗り慣れたＰＳパワー・スレイブ（人型重機）の〈ダイダラ〉で、演習場の前準備や後片づけに忙いそがしく働いていたのだが、今朝になってトラブルが起こった。教官のカルロスが、二ふつ日か酔よいでダウンしたのだ。

　ラシッドはイスラム教国だが開明的な風潮で、外国人向けの酒場もある。連夜のように街へと繰くり出していたカルロスだが、昨晩は飲み過ぎてしまったようだ。

『さすがに、俺とリーナの二人では話にならん。出てもらうぞ、小こ僧ぞう』

　班長であるバクスターからそう命じられ、達哉も初めて教官として演習に参加したのだが──その結果が、この惨さん状じようである。

「ううう……大体、なんでＡＳアーム・スレイブ同士の戦闘に、そんな七しち面めん倒どうくさいルールがあんだよ？　勝てばそれでいいじゃないか」

　ガバッと頭を抱かかえこみ、ゴロゴロ床ゆかを転がる達哉。そのまま、部屋の入り口の方まで転がった時だった。

「入るぞ」

　無愛想な声と共に、部屋のドアが蹴けり開けられた。そのドアの尖とがった角が、抜ばつ群ぐんのタイミングで達哉の額にめりこむ。

「────！」

　声にならない痛みに身をよじり、額を抱えこんで悶もん絶ぜつ。声の主は、平然と部屋に入ってきた。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の制服に包まれたしなやかな肢し体たいと、揺ゆれる金きん髪ぱつのポニーテール──アデリーナだった。達哉をいつもの端たん整せいな仏ぶつ頂ちよう面づらで見下ろし、手にしていた二つのグラスを棚たなの上に置く。

「少しは部屋で反省しているかと思えば、何を遊んでいるのだ君は？」

「これが遊んでいるように見えるのかゲフアッ!?」

　立ち上がった達哉の傷ついた額を、寸すん分ぶん違たがわぬ精度でアデリーナのデコピンが射い貫ぬく。まるで起き上がり小法師のように、再びひっくり返る達哉。

「反省が足りないな。懲ちよう罰ばつだ」

「このアマぁ……」

　涙なみだ目めで額を押さえ、達哉はようやく身を起こす。その眼めの前に、アデリーナはグラスの一つを差し出した。

「……何だこれ？」

「レモネードだ。基地に帰ったらおごると言っただろう？」

「あ、ああ」

　戸と惑まどいながらグラスを受け取り、口をつける。

「うまい」

　思わず、言葉が漏もれた。

　キンキンに冷やされたレモネードの、のど越ごしの良さ。レモンの酸味と程ほどよい甘さが、疲れて渇かわいた心身に心地ここち好よい。

　ふと見上げると、アデリーナも立ったまま自分のレモネードを飲んでいた。

（ひょっとして、気をつかってくれたのか？）

　と、少女の切れ長の目が、達哉を見やった。

「な、何だよリーナ？」

「あの映画で、ロレンスがレモネードを振ふる舞まったアラブの少年兵だがな──」

「は？」

　唐とう突とつな語りに、達哉は間の抜ぬけた表情で目を瞬しばたたかせる。アデリーナが振った話題が、映画『アラビアのロレンス』のことだと気づくのに、数秒ほどかかった。

「あの少年兵が、しばらく後のシーンで戦死したのを覚えているか？」

「い、いいや、そこらへんは──」

「トルコ軍の鉄道を爆ばく破はする作戦の時だ。懐ふところに爆薬の信管を入れたまま、不用意に走り出してな。転んだのか、誘ゆう爆ばくして腹をやられた。ずいぶん苦しんでいたな」

「……そういえば、そんなシーンがあった気もする」

　映画の内容を、ふと思い返す達哉。

「武器をそういう風に扱あつかうと危ないから、ちゃんとルールは守りましょう──ってことかよ」

　アデリーナの言わんとすることは分かる。分かるのだが、同時に反発心がムクムクと首をもたげてきた。

「ちぇ、映画をネタにお説教かよ。たかがフィクションじゃねぇか」

「私の戦友にも、同じように死んだ者がいる」

「…………え？」

　今度こそ、達哉は絶句した。

「扱いを間違えた手しゆ榴りゆう弾だんが爆発した。あの映画とは違って、苦しむことはなかったな」

　まるで他ひ人と事ごとのように淡たん々たんと、アデリーナは話し続ける。やや青味がかかったグレーの瞳ひとみには、何の感情も浮かんでいない。

「リーナ、お前マジで、兵隊を……」

「故く郷にの──カフカースの紛ふん争そうで、民兵をしてた。最初は後方での手伝いだったが、大人たちがバタバタ死んでな。子供だった私も、銃じゆうをにぎることになった」

　もはや声も出せず、達哉は聞き入る。

（何てこった。こいつ──）

　本当の戦争をやっていたのだ。達哉の胸の奥が冷たくなる。

　目の前にいる同年代の少女が、自分の想像もつかない過か酷こくな人生を歩んできたという事実を、あらためて思い知らされたのだ。

「あの頃ころは、満足な教育や訓練を受ける余よ裕ゆうさえなかったからな。そういった事故も、珍めずらしくはなかった」

　アデリーナはグラスの氷を小さく鳴らすと、一息にレモネードを飲み干す。

「いいかタツヤ、交戦規定のようなルールは、まず兵士自身を守るためにある。そしてそれを教えるのが、私たちインストラクターの何よりも大切な仕事だ。それが分からないならば、君はこの会社にいるべきではない」

「……分かったよ」

　小さくうめくと、達哉はがっくり首を折る。

「俺が間ま違ちがってた」

「分かればいい」

　えらそうにうなずくアデリーナ。

　達哉もカラカラになったのどを潤うるおそうと、レモネードのグラスに口をつけた。その瞬しゆん間かん、背筋が凍こおるようなある疑問に気づく。

（待てよ……）

　アデリーナがかつて、兵士として実戦を経験したというならば、敵兵を殺したこともあるのだろうか？

　真まっ青さおになった達哉を、アデリーナがけげんそうに見やる。

「どうしたタツヤ？　顔色が悪いぞ」

「い、いや、何でもない」

　ぎこちない仕草で、レモネードを飲む。いつの間にか氷が溶とけきってしまい、すっかり薄うすくなっていた。

　その時、部屋のドアがノックされる。

「入るぞ」

「ど、どうぞ！」

　野太い声に、達哉は大声で答えた。いつの間にか浮うかんでいた額の汗あせをぬぐい、思わず安あん堵どの息をつく。

　扉とびらが開かれ、バクスターの巨きよ体たいがヌッと入ってくる。あっという間に、ずいぶん部屋が狭せまくなってしまった。

「ん、リーナもここにおったのか？」

「ああ、少し映画の話をしていた」

　その言葉と達哉の態度で、バクスターはおおよその事情を察したようだった。なるほどな、と鷹おう揚ようにうなずく。

「あの、班長……」

「どうした、小僧」

「やっぱりクビですかね、俺？」

　達哉はどこか卑ひ屈くつな目で、バクスターを見上げる。

「責任というやつは、命令した者が取るようになっている。命じられた者ではない。それに大体、俺には人事の権限はない」

「そ、そうですか」

「だが、さすがにあんなミスをしたお前を、このままここで使うわけにはいかん。明日にでも、日本に帰って大人しくしていろ。後の処しよ遇ぐうは、追って伝える」

「了りよう解かいです」

　さすがに神しん妙みような態度と声こわ音ねで、達哉は答えた。そのやり取りを見ていたアデリーナが、軽く首を傾かしげる。

「ところで、帰りの旅費はどうするのだ？」

「「あ」」

　達哉とバクスターの声が、ステレオで重なる。

「おい小僧、今いくらもってる？」

「二、三〇〇ドルしか──って俺が自腹切るんですか!?」

「当たり前だろうが、何を言ってる？」

「うわ、信じられねえ！　何このしみったれた会社！」

「何おう!?　元はと言えば小僧、貴様が──」

　喧けん々けん囂ごう々ごうとやりあう達哉とバクスター。

「あのう、ちょっとお二方──」

「「ああん!?」」

　割って入った第三者を思いっきりにらみつける。いつの間にか戸口に立っていた小太りのアラブ人将校は、その眼光をニコニコと受け止めた。ユースフ王子の副官である、ハッサン中ちゆう佐さだ。

「お、おお、中佐。お見苦しい所を。何の用ですか、一体？」

「ははあ。実はタツヤ殿どのに、主あるじからの餞せん別べつを託ことづかりましてな」

「あの王子様が、俺に？」

　眉まゆをひそめる達哉に、ハッサンは封ふう筒とうを手て渡わたした。

「明日の旅りよ客かつ機きのチケットです。勝手ながら、こちらで用意させていただきました」

「はあっ？」

「ははあ。それと、言付けを一つ。『次は負けぬ』──以上です」

「え、ええっと、それって、どういう……」

　戸惑う達哉を尻しり目めに、バクスターが大笑いをした。

「なるほど、そういうことか、あの殿でん下か」

　一方のアデリーナは、軽く肩かたをすくめる。

「色々と面めん倒どうくさい人のようだな、あの王子は」

「ははあ。ですが、だからこそ仕え甲が斐いのある御お方かたなのです」

　では失礼と一礼し、立ち去るハッサン。達哉は意味が分からないまま、呆ぼう然ぜんと受け取ったチケットを見ていた。

「ファーストクラス、だと……」




　翌日の昼前、ラシッド王国首都近きん郊こうの国際空港。駐ちゆう車しや場じようの片かた隅すみに、アデリーナは車を駐とめた。

「ここでいいのか、タツヤ？」

「ああ。リーナ、わざわざすまなかったな」

　助手席から、達哉は降りた。

　案の定、砂さ漠ばくの演習でＥＣＳを使用したラシッド軍の〈シャドウ〉は、大規模な整備と点検が必要となったのだ。それに加え、達哉の無茶でねじ曲がった〈ブッシュマスター〉の榴弾砲ほうも、砲身を交こう換かんしなければならない。

　そのため今日の訓練は休みとなり、手の空いたアデリーナが、達哉を空港まで送ったのだ。

「それじゃ、またな」

「うむ」

　軽く手を上げて、別れの挨あい拶さつを交かわす。小さなバッグを肩に担かつぎ、ターミナルビルに向かって歩き出す達哉。その妙に悄しよう然ぜんとした背を見送りながら、アデリーナはポツリとつぶやいた。

「私らしくないな、全く」

　今まで自分から、内戦時代の経験を語ったことはほとんどない。正直、自分でもあまり思い出したくない記き憶おくなのだから。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の中でも詳くわしい事情を知っているのは、社長の他ほかにはバクスターのような一部の古参に限られている。

（それを、昨日は──）

　自分からペラペラと語ったばかりか、柄がらにもない説教の真ま似ね事ごとまでしている。本当に、自分らしくない。

（何を期待したのだ、私は？）

「なあ、リーナ」

「────」

　不意の声に、物思いに沈しずんでいたアデリーナは顔をあげる。立ち去ったはずの達哉が、足を止めてこちらを振ふり向いていた。

「どうした？」

「本当に俺、この会社でＡＳアーム・スレイブ乗りとしてやっていけると思うか？」

　どこか気弱そうで、思い詰つめたような声だった。アデリーナは少し考えると、一つうなずく。

「そうだな。相変わらずの大だい胆たんな発想と、それを強ごう引いんにとはいえ実現する技術は、非常にユニークだと思うぞ」

「……何だよ、それ。やっぱり、見こみないってことかよ」

　ガックリ肩を落とし、達哉はトボトボ歩き出す。

「ったく、持って回った嫌いやみ言いやがって──」

　グチグチつぶやきながら雑ざつ踏とうの中に消えていく背中を、アデリーナは憮ぶ然ぜんとした表情で見送った。

「……誉ほめたのに」




「挨拶はなさらずともよろしいのですかな？」

　空港近くの路上に止まった、ロールスロイスの豪ごう奢しやなリムジン。その運転席で、ハッサンはたずねた。

　バックミラーに映った彼の主は、後部座席で不ふ機き嫌げんそうに寝ね転ころがっている。

「伝えるべきことは伝えた。ここに来たのは、ただの気まぐれだ」

　すねた子供のような声を出すユースフ。

「不ふ意い討うちとはいえ、私が不覚を取ったのは事実だからな。実戦のことを考えれば、あの匹ひつ夫ぷ──タツヤだったか。あやつのような戦い方も、身につけねばならんのかもな」

「ははあ、御ぎよ意いのままに」

　ハッサンは、浮かびかかった微び苦く笑しようを慌あわててこらえる。

「では、これからいかがいたしましょうか？　今日一日は〈シャドウ〉も動かせませぬし、久方ぶりに王宮で国王陛へい下かとお会いになりますか？」

「ああ……」

　そう答えかけて、ユースフは押し黙だまった。

『親のスネかじって戦争ゴッコやってるボンボン』

　達哉の言葉が、耳によみがえる。

　いかにも匹夫らしい、浅せん薄ぱくなやっかみだ。確かに自分の地位は父王から与あたえられたものだが、自分はその立場に相応ふさわしい努力を重ね、相応の成果を上げているのだ。

（何ら恥はじることなどない）

　そのはずなのだが、なぜか今日は王宮に上る気になれない。

　父の機嫌を伺うかがい、兄弟や長老衆相手のパワーゲームに興じることに、たまらない不快感を覚える自分がいた。

「いや、基地に戻もどる。そうだな、ＡＳの格納庫に向かえ」

「は？」

　思いがけぬ言葉に、ハッサンは驚おどろいた。

　これまでのユースフは、ＡＳの整備や補給にはほぼ無関心で、そういった『雑事』は部下たちに丸投げしてきたのだ。

「遠い昔、我が一族の戦士は、戦場で己おのれの命を預ける軍馬を自らの手で世話したという。たまには、そのひそみに倣ならうのも悪くあるまい」

「殿下」

「もっとも馬ならともかく、ＡＳの整備など私にはできぬがな。それでも司令として、皆みなの労をねぎらうくらいはせねば」

「承知いたしました殿下！　一刻も早く、基地へとお連れしますぞ!!」

　満面の笑えみを浮うかべたハッサンは、一気にアクセルを踏ふみ抜ぬく。タイヤを唸うならせ、急発進するリムジン。

「そ～れ、風よりも速ぁ～～く!!」

「お、落ちつけハッサン！」

　感かん極きわまったハッサンに、主の声は届かなかった
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　薄うす暗ぐらい室内に響ひびく、軽快なＢＧＭ。大型スクリーンに投とう影えいされたプロジェクタ映像で、鋼はがねの巨きよ人じんが駆かけ抜ける。

　第三世代型ＡＳの代名詞、Ｍ９〈ガーンズバック〉。

　いかにも若者好みなヒップホップに合わせ、次々とシーンが切り替かわる。

　アフガニスタンやクルディスタンの山さん岳がく地帯、ソマリアの砂漠、ボスニアの森林──ナレーションや字幕による説明は一いつ切さいない。必要ない。

　ただその存在と動きだけで、Ｍ９とそのオペレータは無言のまま己の力を語っていた。

　最後の映像は、合衆国国本土の基地だった。

　フェンスの外から手を振り、歓かん声せいを上げる子供たち。その子供たちに一機のＭ９が軽く指を振って応じ、砕くだけた敬礼の真似事をする。

　はためく星条旗がＭ９と重なり、そして映像は終わった。




（何ともまあ）

　照明が戻った室内で、ざわめく十人前後の日本人たち。その中で、妙に固く背広を着こんでいる壮そう年ねんの男が、やれやれと言わんばかりに息を吐ついた。

（あざといものだな、まったく）

　陸上自衛隊幕ばく僚りよう監かん部ぶの下しも村むら悟さとる一等陸佐は、やや呆あきれ気味の目で、広々とした会議室の奥に座する『演出家』を見やる。

「いかがですかな？　我が社のＭ９は」

　声の主ぬしは、ゆったりと室内を見回した。

　半白の髪かみをした長身痩そう躯くの白人男性で、三白眼気味の目つきのせいか、やや鋭するどすぎる印象がある。

　このジオトロン・エレクトロニクス社の最高経営責任者ＣＥＯ、アーネスト・カニンガム会長だ。

「いささか出来すぎの気もいたしますな、ミスタ・カニンガム」

「ははは、これはいささか手厳しい。カーネル……失礼、今はミスタ・シモムラでしたな」

　下村の憮然とした応答にも、カニンガムは全く動じていない。

「確かに、この映像は編集された宣伝用のものです。ですがＭ９は、この映像すら凌りよう駕がするパフォーマンスを、世界各地の戦場において証明しております。もっともその程度のことを、本職であるあなたに説明する必要はないでしょうが」

　余よ裕ゆうたっぷりの笑みを浮かべるカニンガム。

（嫌いやな笑いだな）

　内心で下村は、顔をしかめた。

　ジオトロン・エレクトロニクス社は、アメリカ合衆国東海岸に本ほん拠きよ地を置く、世界規模の複合企業コングロマリツトだ。

　その事業内容は、重工業を中心として極めて多た岐きにわたる。電気機器産業、各種インフラの建設、航空宇宙産業、素材産業、メディア産業に金きん融ゆう事業、そして、軍ぐん需じゆ産業。

　Ｍ９〈ガーンズバック〉とその系列機フアミリーを開発したのも、このジオトロン社だった。

「単刀直入に行きましょう」

　カニンガムは笑みを崩くずさないまま、話を続ける。

「我が社は日本に対して、年間二五機のＭ９を輸出する用意があります」

　その言葉に日本人たちは、軽く顔を見合わせた。

「い、以前に申しました通り、我が国といたしましては、Ｍ９のライセンス生産を求めておりまして、その……」

　眼鏡めがねをかけた小太りの日本人が、汗あせをふきながら答える。防衛省装備施し設せつ本部の事務官、いわゆる背広組の防衛官かん僚りようだ。

　ライセンス生産とは、他国の企業が開発した製品の設計・製造技術を、自国の企業が許可料ロイヤリテイを支し払はらってそのまま使用し、その製品を生産することである。

　高額のロイヤリティを支払うために完成品を輸入するよりも高くつくが、自国の企業が最さい先せん端たんの技術やノウハウを習得できるという利点がある。これは特に兵器などの分野においては、無視できぬメリットだ。

　そのため自衛隊では、小は九ミリ拳けん銃じゆうから、大はジェット戦せん闘とう機まで、様々な兵器をライセンス生産で調達している。

「ライセンス生産ですか。つい先月にあのような事件を起こした国に、我が社の貴重な技術を提供しろと？」

「そ、それは……」

（やはりそこか）

　周囲に聞こえないよう、小さく舌打ちする下村。七月に北陸で起きた暴走ＡＳ事件が、どこまでも祟たたり、付きまとってくる。

「そちらのご意見として、うかがってはおきましょう。ですが議会や国防総省ペンタゴンの意向もあります。我が社の一存では、答えられませんな」

　カニンガムの声は、どこまでも空々しく響いた。




　会談は、それから程ほどなくして終わった。

（話にならんな）

　ジオトロン社の役員と順じゆん繰ぐりに握あく手しゆを交かわしながら、下村は内心で毒づく。

　会談は終始、ジオトロン社のペースで進んだ。日本側としては、有り体ていに言っていいようにあしらわれた形だ。

「怖こわい顔をしているね、下村くん」

「これは申し訳わけありません」

　同行していた議員の言葉に、下村は素す直なおに頭を下げた。

「君や霧きりヶが谷やくんがやっていることも、分からんではないがね。だが日米関係とは、これで色々と複雑なのだ。時には、相手を立てることも必要だよ。損して得とる、というヤツだね」

「肝きもに銘めいじておきます」

　そう答えながらも、下村は歯ぎしりを懸けん命めいにこらえる。

（冗じよう談だんじゃない！）

　このまま陸上自衛隊の次期主力ＡＳアーム・スレイブとしてＭ９が決定した場合、日本は米国やジオトロン社に対して、大おお幅はばな譲じよう歩ほをする必要があるだろう。そしてライセンス生産さえも不可能となったならば、日本のＡＳ関連技術は世界の水準から大幅に後おくれを取ることになってしまう。

　右脚あしの古傷が疼うずく。

　十数年前、まだ下村が現場のＡＳ部隊の指揮官だった時、ＡＳテロで受けた傷だ。

　部下二名は殉じゆん職しよく。下村も右脚に重傷を負い、ＡＳオペレータとしての未来を永遠に閉とざされた。

　その時、病院のベッドで誓ちかったのだ。自衛隊には、強いＡＳが必要なのだと。どんな脅きよう威いからでも日本を守れるＡＳを、必ず造るのだと。

「……諦あきらめきれるか」

「何か言ったかね」

「いえ、何も」

　来週には、例の計画が本格的に始まる。急いで日本に戻り、備えなければ。

（最初に霧ヶ谷議員から聞いた時はとんでもない話だと思ったが、今となっては最後の命いのち綱づなになりかねんな）




「門もん前ぜん払ばらいですか、新会長」

「まあな」

　ジオトロン社最上階の会長室。新任役員のロバート・モーガンの言葉に、カニンガムは鷹おう揚ようにうなずいた。

　冷戦終結から一〇年あまり、世界的な軍縮の流れの中で、軍需産業の収益は低下しつつある。それは、ジオトロン社も例外ではない。

　カニンガムは、久々に軍需部門から出たＣＥＯだ。日本へのＭ９の売りこみは、ジオトロン社をこの苦境から救うのみでなく、社内におけるカニンガム自身の足場をより確固としたものにするだろう。

「ですが会長、水を差すようで心苦しいのですが」

「うん？」

　モーガンが手て渡わたした、数枚の書類。それにざっと目を通したカニンガムの顔が、不意に歪ゆがむ。

「まさか、例の件を、本当に……？」

「どうやらそのようですね、会長」

　呻うめくカニンガムの前で、モーガンはやや大おお仰ぎように肩かたをすくめる。

「本気、いや正気なのか、そのキリガヤとかいう男は」

　いらだたしげに吐き捨すて、カニンガムは書類を放ほうり投げた。舞まい散った書類を、モーガンは無言で拾い集める。

「まったく、しつこい連中だな、日本人というのは」

「ですが、中々に面おも白しろい手ですね」

　不ふ機き嫌げんに唸うなるカニンガム。対照的にモーガンは苦く笑しようしながら、懐ふところからシガレットケースを取り出した。きれいに並んだキューバ製の葉巻から一本を選び、愛用のナイフで吸い口を切る。

「自国の最新型ＡＳを、ＰＭＣに預ける。ふざけています。ふざけてはいますが──案外と面白い結果になるやもしれませんな」

　マッチで葉巻にゆっくりと火をつけると、モーガンは思い出したようにカニンガムへ、シガレットケースを差し出す。

「会長もどうです？」

「あいにくと、先週から禁きん煙えん中だ」

「それは失礼」

　まったく悪びれず、モーガンは葉巻の味と香かおりを楽しむ。無言の会長室に、ゆっくりと紫し煙えんが流れていた。

「このまま、見過ごすわけにもいかんか」

　つぶやいたカニンガムが、机越ごしにモーガンを見やる。

「モーガン、あの男と連れん絡らくを取りたまえ」

「あの男、と言いますと？」

「決まっているだろう。例の件を処理した彼だよ」

　ここまで言葉を重ね、ようやく思いいたったようだ。モーガンは、わずかに眉まゆをひそめる。

「ステファン・ミハイロフですか。以前も言いましたが、あの男は危険ですよ、会長。これ以上、関かかわりを持つべきではありません」

「だが、使える男だ」

「それはそうですが」

「私は、君に意見を求めているのではない」

　ここまで言葉を重ねられ、ようやくモーガンも折れた。背筋を伸のばして一礼する。

「承うけたまわりました、会長。では、ご指示通りに」

　そのままモーガンは踵きびすを返し、足早に会長室を後にする。その背中を無言で見送りながら、カニンガムは立ち上がった。

　窓から地上を見下ろす。正面のロビーから社を後にする一団は、先ほどの日本人たちだった。

「今さら、後には退ひけん」
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「起きてよ、お兄ちゃん！」

　大声と共にゆり起こされて、達哉は目を覚ました。

　薄うすく開けた目に、陽光がちらつく。アラビアの強きよう烈れつな太陽とはまるで異なる、夏の終わりの日差しだった。

「うーん……あと五分──」

「そんなこと言ってると、学校に遅ち刻こくしちゃうよ!?」

　頭からかぶった薄手のタオルケットを、妹の由ゆ加か里りが勢いよくはぎ取った。

　由加里は達哉と同じ陣じん代だい高校に通う一年生で、非常に活発な気き性しようの少女だ。兄の自じ堕だ落らくな態度に、すべすべした白い頬ほおをぷっとふくらましている。頭の両脇わきでちょこんとまとめた黒くろ髪かみが、ふわりと揺ゆれた。

「もう七時半だよ！　今日から二学期なのに、始業式から遅刻するつもりなの!?　ただでさえお兄ちゃん、夏休みの補習をほとんどサボったでしょ!!」

「ああ分かった、分かったって」

　達哉はもう一度伸びをすると、未練がましくズルズルと起き上がった。シブシブ窓を開ける。その向こうには、ちょっとした面積の土場が広がっていた。

　達哉の父親の俊之は『市之瀬建設』という小さな建設会社の社長で、家族が暮らすこの家も会社の事務所と兼けん用ようなのだ。

　あくび混じりに、会社の敷しき地ちを見回す。ブロロロというディーゼル音を立てながら、社名の入ったトラックやバンが、会社のゲートをくぐって行くところだった。一台の大型トラックの荷台には、古ぼけた〈ダイダラ〉が積まれている。

「動く〈ダイダラ〉は、一台だけか」

「うん、修理の費用が足りなくて。今はあの一台だけで、騙だまし騙し仕事を回しているみたい」

「そっか」

「美み樹き原はらさんのとこから、割のいい仕事を融ゆう通ずうしてもらってるんだけどね。それでも厳しいみたい」

「ほんとあそこの八代目には、世話になってるよな。マジで足を向けて眠ねむれねぇ」

　朝から、すっかり気が滅め入いってしまった。達哉は、壁かべにかけた陣代高校の制服に手を伸ばし──そこで由加里を振ふり返る。

「今から着き替がえるけど、いいのか？　見たいんだったら、俺は別に構わないが」

「え、見てていいの？」

「バ、バカ！　冗談に決まってるだろうが！　とっとと出て行け」

　なぜか目をキラキラさせる由加里。顔を真っ赤にした達哉は、あわてて妹を部屋から追い出す。

「それじゃあたし、先に学校行ってるから。朝ご飯は台所に用意してあるから、食べたらちゃんと流しまで運んでね。それと、鍵かぎはかけ忘れないこと」

「へいへい……」

　達哉と由加里の母である志し保ほは、五年前に他界している。主婦役を務める妹の小言を、達哉は辟へき易えきと聞き流した。




「──で、妹さんのそういった努力の甲か斐いもなく、めでたく新学期初日から遅刻したのかお前は」

「ええ、まあ。そういうことです」

　都立陣代高校の職員室。担任教師の小お野の寺でら孝こう太た郎ろうからにらまれながら、達哉はペコペコ頭を下げた。

　始業式の最中、こっそり体育館に忍しのびこんだ達哉だが、あっさり見つかってしまった。当然の結果として、こうやって式終しゆう了りよう後に、こってりと絞しぼられることになったのだ。

「まったく、皆かい勤きん賞狙ねらってたんじゃないのか、市之瀬？」

「いやあ、一日でもサボっちまったら、もう何だかどうでもよくなってしまいまして」

「ったく、夏の補習もほとんどサボりやがって」

　短く刈かりそろえた髪をワシャワシャかきむしりなら、小野寺は舌打ちを一つ。

「何でも、海外の企き業ぎように就職が決まったそうだな」

「ええ、まあ。いきなり大ポカをやってしまいましたけど」

　ラシッド王国での失態を思い出し、ドンヨリと肩を落とす達哉。

「いやまあ、正式な就職はもちろん卒業後ですけど、それまでも教習とかが色々とあるみたいで。正直、やっていけるかどうかに不安もあるんですけど、もうこうなったら行くとこまで行くしかないっていうか──」

「……一体、どんな会社なんだ？」

「えーっと、一種の職業訓練校、みたいなモノですね。そこでインストラクターとして、働くことになりまして」

　嘘うそはつかず、さりとて本当のことも全すべては言わず──曖あい昧まいな表現で、達哉は小野寺をはぐらす。

「お前の家の事情は知っている。親父おやじさんの会社が危なくて、進学どころじゃないってこともな」

　やや低めに、声のトーンを落とす小野寺。

「だがな、それでも高校だけはちゃんと出ろよ。幸い、出席日数にはまだ余よ裕ゆうがある。テストだけは、絶対に落とすな」

「は、はあ」

　いつになく真しん剣けんな様子の小野寺に、今度は達哉が戸と惑まどった。

「いいか、この高校を卒業したくても、できなかったやつだっているんだからな」

「……何かキャラ変わってますけど、ヘンなもの食べたんですか、オノＤ」

「オノＤ呼ぶなと言ってるだろうが!!　いいからもう行け。明日からの授業にはちゃんと出ろよ」

「もちろんです、はい」




　達哉が三年三組の教室に入るのは、ほぼ一月半ぶりだった。

　久しぶりに見る教室。

　長期休きゆう暇か明けの弛し緩かんした空気と、受験を控ひかえた緊きん張ちようが混こん淆こうした、奇き妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「平和だなぁ」

　帰ってきたのだと安あん堵どする一方で、どこか微び妙みような疎そ外がい感を、達哉は感じていた。廊ろう下か際ぎわの列にある自分の席へと、腰こしを下ろす。

「おーす、久しぶりだねタッくん」

「タッくん呼ぶなって言ってるだろうが、楓かえで」

　呼びかけてきた明るい声に、達哉はうんざりした表情で振り返る。明るい色合いのショートヘアに眼鏡めがねという快活そうな少女が、ニコニコ笑いながら立っていた。

　牧まき島しま楓。達哉とは物心ついたころからの友達で、幼よう稚ち園えん、小学校、中学、高校をずっと共に過ごした、いわゆる幼おさな馴な染じみの仲である。

「本当に久しぶりだな」

「そうだね……」

　一いつ瞬しゆんだけ、何か言いたげに押し黙だまる楓。だが再び口を開いた時には、いつもの明るさを取り戻もどしていた。

「その様子だと、オノＤからずいぶんと絞られたみたいだね」

「まーな。ったく、熱血教師ってガラでもないだろうによ」

　ケラケラ笑いながら手を振る楓の前で、達哉は肩かたをすくめる。

「元気そうで何よりだね、市之瀬」

　と、二人のやり取りに、大おお柄がらな男子生徒が割って入ってきた。

「心配したよ。事故にあったって、聞いた時はね」

「ああ、そいつは悪かったな、武たけ村むら」

　友人である武村健けん司じの気き遣づかいに、達哉は礼を言う。

　筋肉質の長身に、純じゆん朴ぼくそうな笑え顔がお。いかにもスポーツマンといった外見の健司だが、実際に陣代高校ラグビー部の先代部長であり、今年の都大会では準決勝までチームを引っ張った名司令塔とうだ。

　達哉と健司は高校に入ってからの付き合いだが、一年のころからなぜか不思議とウマが合っていた。気がつけばいつの間にか、楓を含ふくめて気の置けない三人の友人関係ができあがっていたのだ。

「僕よりも、楓さんに言いなよ。ずいぶんと、心配していたんだから」

「へいへい、分かってるよ」

　肩をすくめながらいい加減に答えた達哉だが、ふと顔をしかめた。

（あれ、何かヘンじゃね？）

　いつも通りの、友人とのやり取り。ただそれだけのはずなのに、なぜか小さな違い和わ感がまるでノイズのように割りこんでくる。

　だがその疑念を、確かめるヒマはなかった。

「ちょっとごめん、市之瀬」

　不意に健司が、大きな手をヌッと伸のばすと──制服の上から、達哉の体をまさぐり始めたのだ。

「う、うぉっ!?」

　友人の突とつ如じよの奇き行こうに、達哉は目を白黒させる。

「え、どうしちゃったのケンちゃん？」

　楓も、眼鏡の下で目をまん丸にする。教室中の目が、何事かと集まった。

「なななな、何しやがるんだ武村!?　おおお、俺にその気はねぇぞ!!　楓も、とっとと助けろ!!」

「市之瀬、ずいぶん肉がついたね」

　達哉や楓の反応をスルーし、健司はいぶかしげに首をかしげる。

「何それケンちゃん？　タッくんがおデブさんになっちゃったってこと？」

「いや、違ちがうよ楓さん。そうじゃない」

　楓の疑問に、健司は苦く笑しようしながら首を振る。

「首や肩の、がっしりとした筋肉。手足も引き締しまった、いい鍛きたえ方だね。一体、どこでトレーニングを？」

「どれどれ──おお、本当だ」

　楓まで、尻しり馬うまに乗って達哉の体をペタペタなでる。

「おお、おい、やめろコラ、くすぐったいだろ！」

　友人二人の魔ま手しゆから逃のがれようと、大きく身を反らす達哉。次の瞬間、バランスを崩くずした達哉は、椅い子すごと後ろにひっくり返った。

「「あ」」

　舞まい上がる埃ほこり。天てん井じように向けて突つき出された達哉の脚あしが、断だん末まつ魔まのゴキブリのようにピクピク痙けい攣れんする。

「ゴ、ゴメン、タッくん！」

「市之瀬、大だい丈じよう夫ぶかい！」

「日本、あまり平和じゃない……」

　助け起こされた達哉はぼやく。

「ま、まあ、それは置いとくとして」

「置いとくのかよ、オイ」

「ええっと、タッくんてさ、アメリカでインストラクターの講習を受けてたんだよね？　それって、スポーツか何か？」

「ま、まあな。当たらずといえども遠からず、ってとこか」

「ふーん」

　露ろ骨こつに話をそらす達哉を、楓は何か言いたげに見やった。

「それはさておき、アメリカの夏はどうだったんだい？　市之瀬のことだし、またブロンド美人に特とつ攻こうして玉ぎよく砕さいしたとか」

「そんな余裕はなかったっての。ほぼずっと教習ずくめだったしな。おまけに初仕事で、いきなり大ポカかましちまってさ」

「何それ？　タッくんカッコわる」

　ぐったりと机に突っ伏ぷした達哉を、楓は遠えん慮りよなく笑う。

「お前たちの方こそ、どうだったんだよ」

「…………」

　何気ないその問いに、楓と健司は黙りこんだまま互たがいに目配せを交かわす。

「どうしたんだ、お前ら？」

「んー、別に。そりゃ進路が決まった誰だれかさんと違って、私たち受験生だから。夏期講習とかで勉強漬づけ」

　ぼやいた楓が、何か言いたげに達哉を見やる。

「ま、予定通り江えノ島しまの海には行ったけどね」

「あー」

　楓の言葉に、達哉はしまったと目をそらした。

　達哉たちにとっては、高校最後の夏休み。

　受験前の思い出づくりに三人で海に遊びに行く計画を立てていたのだが、達哉はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．での訓練を受けるためにすっぽかしたのだ。

「いや、だからだな、事情はちゃんとメールしただろうが」

　不満そうに口を尖とがらせた楓に、達哉はしどろもどろで弁明した。と、そこに健司が口を挟はさむ。

「そりゃメールは読んだよ。それでも市之瀬が抜ぬけたおかげで、どうにも締しまらなかったからね」

「べーつに、タッくんがいてもいなくても、どーでもよかったんだけどね。ケンちゃんと二人で、楽しんできたし」

「二人、で？」

　その言葉に、達哉は軽く目をみはる。

「うん、二人で」

　うなずいた楓は、スッと自分の携けい帯たい電話を、達哉に突き出す。

「ほら、こんな具合」

　携帯に映された画像。

　青い海と白い砂すな浜はまを背景に、水着姿で寄り添そう二人が映っている。

　楓はパレオ付きのセパレートで、はにかんだような笑顔のＶサイン。健司もその隣となりで、夏の日差しに引き締まった長身をさらしている。

　いつもの三人から、自分が欠けているはずのその画像は、それでいてひどく自然だった。

「確かに、俺がいなくても楽しそうだな……」

　不意にわき上がった物もの寂さびしさに、達哉自身が驚おどろく。その時になってようやく、達哉は先ほどの違和感の正体に気づいた。

（武村のヤツ、いつから楓を名前で呼ぶようになったんだ？）

　一学期までは、健司は楓のことを『牧島さん』と呼んでいた。それが今日は『楓さん』と呼び、当の楓もそれをごく自然に受け入れている。つまり、それは──

「あ、あのだな、お前ら、その、ひょっとして……」

　曖あい昧まいな笑みを浮うかべた達哉は、当たり障さわりのない言葉を選びながら、二人の関係に探さぐりをいれようとする。

「どうしたのタッくん？」

「……い、いや、何でもない」

　だがどうしても、言葉が出ない。

　それを口にしてしまえば、決定的な何かが確定してしまいそうで、どうしても言えなかった。

　そんな達哉の心中を知ってか知らずか、健司は小さく苦笑した。

「そんなことより市之瀬、今日の放課後はヒマかい？」

「へ？」

「そうだよタッくん。今日はちゃんと、夏休みの埋うめ合わせをしてくれるよね？」

　楓もまた、いつもの屈くつ託たくのない笑顔に戻っていた。

「……いいのかよ、その、俺がいても？」

　恐おそる恐る、といった調子で、答える達哉。それを聞いた楓は、ウンザリとした調子でため息をつく。

「あのさあ、本当にさっきから、何言ってんのタッくん？　当たり前じゃない」

「確かに僕たちは受験生だけどね。一日くらいなら、遊んでも大丈夫さ」

　ごく軽い口調で、あるいはそれを装よそおいながら、達哉を誘さそう楓と健司。その裏の気づかいを、達哉は何となく感じ取った。

　頭を振ふり、心の換かん気き。胸のモヤモヤした思いを追い払はらう。

「ああ、分かったよ。じゃあ放課後に──」

　街へくり出そう、そう答えようとした時だった。

　廊ろう下かの方から、ざわめきが聞こえた。




『お、おい、誰だよあの子』

『金きん髪ぱつ？　外国人？　今うちの学校に留学生っていたっけ？』




「何だよ、一体？」

　気を削そがれ、達哉は小さく舌打ちする。




『すごい美人。背も高いしモデルみたい』

『あの小っちゃな子って、ゴスロリってやつ？　かわいい～』




「────!?」

　その言葉に、達哉の全身が硬こう直ちよくした。

「どうしたのタッくん？　顔色悪いよ」

「どこか具合でも悪いのかい？　保健室に行く？」

「い、いや──」




『ええっと、それならあそこ。三組の教室だよ』

『ん、サンクス。こいつはチップだ。取っとけ』

『……スタバのクーポン？』




　ダラダラと流れ落ちる脂あぶら汗あせ。そんなはずはない、と必死で自分に言い聞かせているのだが、本能が激しい警告を発している。

　そして──

「おー、やっぱりここにいたのか新入り」

『仕事だ、タツヤ』

　バン、と開かれる教室の扉とびら。そこに立っていたのは、いつものロリータパンクでキメた上にギターケースまで背負っているクララと、なぜか陣代高校の制服を着たアデリーナだった。

「○×△凸凹◇!?」

　声にならない奇きッ怪かいな悲鳴を張り上げた達哉は、まるでカタパルトから射うち出された戦せん闘とう機のような、素す晴ばらしいスタートでダッシュした。

『む？』

「にょわ!?」

　左手でアデリーナの手をつかみ、右脇わきにクララの小さな体を抱かかえ、そのまま鉄てつ砲ぽう玉だまのような勢いで教室を飛び出す。

　突とつ如じよとして吹ふき荒あれた嵐あらしに、凍こおりつく教室。ポカンとした生徒たちの中で──

「追うわよ、ケンちゃん!!」

「仰おおせのままに」

　達哉を追って駆かけ出す楓。苦く笑しようした健司もその後を追った。
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『一体、何しに来たんだお前らは!?』

　人気のない体育館裏。

　アデリーナとクララを連れこんだ達哉は、フルフルと肩かたを震ふるわせていた。

『ラシッドから戻もどるついでに、別件で仕事が入ったのだ。君とも合流しようと空港から何度か電話を入れたのだが、繋つながらなくてな』

『へ？』

　慌あわてて達哉が携帯を確かく認にんすると、いつの間にか電源が切れていた。

『あ、やばい。気づかなかった』

『おいおい新入り、いつでも連れん絡らくはつけられるようにしとけって言っただろうが。このタコ野や郎ろう』

『急な仕事ではなく、日程にも余よ裕ゆうがあるからまだ良かった。それでもこのようなことが続くようなら、君への評価をさらに下げる必要があるぞ』

『わ、悪かったよ』

　二人の少女から、交こう互ごに冷たい視線で突つき刺さされる達哉。さすがに自分のミスを悟さとり、素す直なおに頭を下げる。

『そ、それでだ。その陣ジ代ン高コ校ーの制服、一体どうしたんだ？」

『この服か？』

　アデリーナは、身につけた制服のすそをつまむ。

『それなら、アタシがママから預かってきた』

『やっぱりあの人か……』

　平然としたクララの答えに、達哉は肩を落とす。

『何でも、社長のかつての上官の私物らしい』

『どうしてそんな人が、日本の女子高生の制服を持ってるんだよ？……まさか！』

　風格ある歴戦の軍人が、自宅で密ひそかに女子高校生の制服を『堪たん能のう』している──そんな情景を想像し、達哉は背筋を震わせた。

『ブ、ブルセラは、反則だろ……』

　戦せん慄りつに、手で顔をおおう達哉。

『もしかすれば、これが必要になるかも知れない──そう言付けを受け取った時は半信半疑だったが、まさか本当に学校へ潜せん入にゆうの機会があるとはな。やはり、あの人の慧けい眼がんはあなどれない』

『単に悪ふざけして遊んでるだけだと思うぞ、うちのママ。絶対に写真を撮とってこいって言ってたし』

　クララがポツリとつぶやくが、アデリーナには聞こえていないようだった。

　と、達哉が顔をムクッと上げる。

『格好と言えば、お前もそうだぞ、クララ』

『へ、アタシ？』

「当たり前だろうが。カリフォルニアの山奥ならともかく、日本の街中をそんなコスプレでうろつくなよ。目立ってしょうがねぇ』

『ふざけんじゃねぇっ、このタゴサク!!』

『な、何だよ!?』

　いきなり逆上したクララが、大声を張り上げる。

『コスプレだぁっ!?　新入りテメェ、アタシが遊びでこんな格好をしてるとでも思ってんのか!!』

『違ちがうのか？』

『当たり前だ！　いいかよく聞け！　パンクってのはな、ただのファッションじゃねぇんだ！　そう、つまり、こう──魂たましいの、反逆なんだよ!!』

『わかんねーよ』

　声こわ高だかに力説するクララを、達哉はうんざりと見やった。

「今日は、ギターまで持ちこみやがって」

　日本語でつぶやき、ふと達哉は違い和わ感を抱いだいた。クララの背中で揺ゆれるギターケースから、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の訓練キャンプでいつも彼女が持ち歩いていたあるものを連想したのだ。

（ま、まさかな）

　いくら何でもとは思うものの、疑念はどんどん膨ふくらんでいく。達哉は、クララのギターケースのファスナーを引き下ろした。

「おわ!?　何すんだよ！」

「いいから中を見せ──」

　ケースの中身に、達哉は言葉を失う。

　古く簡素な造りの、ボルトアクションライフル。達哉が想像した、最悪の光景そのものだ。

「……おいクララ。な・ん・だ・こ・れ・は!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって新入り。見つかるようなヘマはしねーからよ」

「そういう問題じゃねえ!!」

　わめく達哉。アデリーナもまた、目を吊つり上げる。

『クララ、お前は何ということをしたんだ。ここに銃じゆうを持ちこむなど』

『おうリーナ、お前ももっと言ってやれ』

『当然だ。いいか、クララ──』

　小さく息を吸ったアデリーナは、厳しくクララを叱しつ責せきする。

『──ここは、学校なんだぞ!!』

『それ以前にここは日本だ!!』

　アデリーナはどこまでもアデリーナだった。




「何を話してるのかサッパリ……」

　体育館の陰かげに身を隠かくし、楓は裏の様子をうかがっていた。達哉と謎なぞの少女二人が、何やら喧けん々けん囂ごう々ごうとやり合っている。

　長身を小さくかがめた健司も、首を傾かしげている。

「熟女好きの市之瀬がねえ。いつの間に宗しゆう旨し替がえしたんだろう？」

「さあ」

　そこにふと、少女の声が横合いから割りこんだ。

「あの人たちはＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社──兄が就職した会社の人たちですよ」

　楓と健司がそちらを振ふり向くと、いつの間にか陣代高校の制服を着た小こ柄がらな少女がうずくまっていた。達哉の妹の由加里だ。

「あら由加里ちゃん」

「お久しぶりです、楓さんに武村先せん輩ぱい」

　ペコリと、礼れい儀ぎ正しく頭を下げる由加里。

「うちの兄が、変な女の子を連れてどこかに行った、って聞いたものですから。それで捜さがしてたら、案の定──」

　と、体育館裏を見やっていた由加里の顔が、不意にフニャリと緩ゆるんだ。

「もう、クララちゃんったら、相変わらずカワイイんだから」

「あ、あのー由加里ちゃん？　何かキャラ変わってない？」

　ドン引きで顔を引きつらせる楓に代わって、健司が由加里にたずねる。

「それであの人たちが、市之瀬の新しい会社の人なのかい？」

「ええ。金きん髪ぱつのきれいな人が、アデリーナ・ケレンスカヤさん。兄の先輩で、教育係です。で、あっちの小っちゃなかわいい女の子が、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長さんの娘むすめさんの、クララ・マオちゃんです」

「ふーん、そうなんだ」

　ひどく平板な声で、楓は答えた。

「考えてみれば、市之瀬の年上フェチは筋金入りだしね。今さら同世代の女の子だの、ましてやロリに転ぶわけないか」

「人の兄を、あんまり変態さんみたいに言わないでください！」

「事実でしょ。美樹原さんとこのお姉さん──ていうか姐ねえさんとか、ついこないだのケイト先生とか」

「ううう、事実なのが悔くやしい……」

　言い返せず、由加里はさめざめと涙なみだする。

「兄がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に入った理由の一つも、社長さんに四度目の初はつ恋こいをしたかららしいですし。子持ちだと知って、速そつ攻こうで夢破れたみたいですけど」

「まだそんなこと言ってたのかい、あいつは」

　苦笑をうかべた健司は、やれやれと大おお仰ぎようなため息をつく。

「ちょっとケンちゃん、あまり騒さわいでると、タッくんに気づかれ──」

「──とっくに気づいてるぞ」

　不意のツッコミに、ギョッと顔をあげる三人。いつの間にかすぐ側そばまで近寄っていた達哉が、呆あきれかえった顔でこちらを見ていた。

　わずかに、こめかみの青筋を引きつらせながら。

「いいからこいよ。ついでだ、お前らにも紹しよう介かいしとくから」

　楓たちはどうしようかとしばし顔を見合わせた後、達哉の言葉に従って立ち上がった。




　体育館の裏手に回りながら、楓はむくれた顔で達哉を見やる。

「タッくん、家の会社が大変とか言いながら、アメリカじゃプチハーレムつくって楽しんでたわけ？」

「アレがハーレムに見えるのかよ、お前には」

「どーだか。口じゃ何とでも言えるし」

「おい楓、ずいぶん絡からむじゃないか」

「……やれやれ」

　達哉と楓のやり取りに、健司は何か言いたげなため息をついた。それを見やった由加里が、ポツリとつぶやく。

「大変ですね武村先輩、その、色々と」

「もう慣れたよ、由加里ちゃん」

　ガヤガヤと騒ぎながら、達哉はアデリーナたち二人のところに戻る。

「げ、ユカリ!?」

「クララちゃーん、久しぶりーっ！」

　まず由加里が、速攻でクララに抱きついた。

「会いたかったよぉ。わー、相変わらずスベスベだー」

「だ、だからやめろって……あふン」

　嫌いやがるクララに、無理やり頬ほおずりする由加里。その情景を目まの当たりにした健司が、困ったように苦笑する。

「君の方がよっぽど大変じゃないのかい、由加里ちゃん」

　そんな騒ぎの中、アデリーナが英語でつぶやいた。

『で、そろそろ君の友人を紹介してもらいたいのだが』

『お、おう。ちょっと待ってろ、先にお前らを紹介する』

『了りよう解かいした』

　あわてて頭を、英語モードと日本語モードで連続スイッチしながら、達哉はまずクララをしめした。

「ええっと、こっちの小っこいのがクララ・マオ。俺が世話になってる、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．って会社の社長令れい嬢じようだ」

「クララってんだ、よろしくな」

　ようやく由加里から解放されたクララが、ビシッと手を上げ日本語で答える。それを見た楓が、感心したようにうなずいた。

「日本語うまいんだね、クララちゃんって」

「まーな。それと『ちゃん』づけはよしてくれ。ユカリだけで十分だ」

　えっへんと自じ慢まん気げに、小さな胸を張るクララ。

「次行くぞ。で、こっちの金髪が──」

「アデリーナ・アレクサンドロヴナ・ケレンスカヤ。コンゴトモヨロシク」

　どこで覚えたのか、たどたどしい日本語でしゃべるアデリーナ。どうやら、他ほかに言葉は知らないようで、ムッツリと押し黙だまる。

　健司は英語が全くダメだし、楓もリスニングにかなりの不安がある。やはり達哉が、通訳するしかないようだ。

『それじゃ、今度はこっちを紹介する──っておい楓』

　達哉をさらりと無視し、楓がズイとアデリーナの前に出た。

「初めまして、ケレンスカヤさん。私は牧島楓、タッくんの幼おさな馴な染じみです」

　妙みように迫はく力りよくのある笑え顔がおをつくり、堂々と日本語で、楓はアデリーナに自己紹介する。

「何をやってるんだ、お前は？　えーとだな、リーナ──」

　あわてて達哉は、英語で楓を紹介する。

『ようするに、幼馴染みってヤツだ』

『childhood friend幼馴染み……？』

　軽く眉まゆをひそめたアデリーナが、達哉と楓を交こう互ごに見やる。数秒ほど黙もつ考こうした後、ポンと手を打った。

「ツツイヅヅ？」

　筒つつ井い筒づつ──それが幼馴染みを表す日本の古語だと気づくのに、達哉も楓も、しばしの時間が必要だった。

『何でそんな言葉を知ってるんだよ、お前は!?』

　ゲンナリと呻うめく達哉を、楓は不ふ審しんげに見やる。

「ねえタッくん。ひょっとしてこの人、日本語分かってるんじゃ？」

「そ、そんなことないぞ！」

　達哉が、焦あせった声を上げた時だった。

「おーい、お前ら。まだ帰ってなかったのか？」

「ゲッ、オノＤ!?」

　通りすがりの担任教師に見つかり、達哉は顔をひきつらせる。

「おい市之瀬、ゲッとはなんだゲッとは」

　顔をしかめた小野寺だが、しげしげとアデリーナとクララを見やる。

「うちの生徒じゃないな」

「え、えーとですね、こいつら俺の友人で、今度日本に引っ越こしてくることになったものだから、その、色んな学校の見学を……」

「ん、そうか」

　達哉の苦しい言い訳に、小野寺はあっさりうなずく。

「あまり部外者が、校内をうろつかないようにな」

「そ、そりゃもちろん」

　そのまま立ち去るかと思った小野寺だが、足を止めてしげしげとクララを見やる。

「何だよオッサン」

「おいクララ、言葉には気をつけろって。すいませんね先生、まだ日本語がよく分かってない子ですんで、はい」

　クララと小野寺の間に割って入り、少女を──正確には背負ったギターケースを隠しながら、達哉は引きつった愛あい想そ笑いを浮うかべる。対する小野寺は、何やらしきりに首を傾げていた。

「いや、その子だがな、どこかで会ったことがある気がしてな」

「ははは先生、こんな幼女にそんなベタベタの口説き文句とか、中々チャレンジャーですね。見直しましたよ」

　爽さわやかな笑顔でとんでもないことを口走る健司。

「……分かった、もう行っていいぞお前ら」

　ドッと疲つかれた顔で手を振る小野寺。これ幸いと、達哉たちは駆かけ出した。




　　　　４




　陣代高校からほど近い、泉せん川かわ駅前商店街。昼時の商店街を、達哉たち六人はぞろぞろ連れ立って歩く。

　ふとあることに気づいた達哉は、楓や健司たちに聞かれないように、小声の英語でアデリーナに話しかける。

『なあリーナ、お前ら仕事で来たって話なのに、こんなことしてていいのか？』

『構わん。実際の段取りは、明日からだからな。今日は半ば、休きゆう暇かのようなものだ』

（それだったら、大人しく観光でもしてくれよ。それなら、こんなややこしいことにはならなかったのによ）

　まるで、そんな達哉の内心が聞こえたかのように、楓が二人の間に割りこんできた。

「何、内ない緒しよ話ばなししてるの？」

「いや、別に、内緒話とかじゃなくてだな……そう、こいつらの今日の宿はどうするのか、って思ってだな」

　その言い訳に、由加里から手を引かれていたクララが反応した。

『そういやリーナ、そこらへんはどうなってるんだ？　手配はお前に任せてるけど』

『安心しろ、手て抜ぬかりはない。すでに野営地の目星はつけてある』

『……は？』

　自信たっぷりなアデリーナの答えに、達哉とクララ、それに由加里の目が点になった。

『後は食料や水を補給し、キャンプを設営すれば──』

『ちょっと待てお前、今日はマジで野宿するつもりなのか』

　段々と、頭痛を感じてきた。こめかみをもみほぐす達哉の隣となりで、クララは小さな肩かたを震ふるわせている。

『この国は温暖だし、今は夏だ。特に問題はないと判断したのだが』

『ありまくりだボケ!!』

『むう……』

　わめき立てるクララの前で、アデリーナは困ったように首をかしげる。

『あのう』

　その様子を見かねたのか、由加里が小さく手を上げた。たどたどしい英語で、つっかえながら話しかける。

『それなら、二人とも、うちに、泊とまりませんか？　部屋なら、いくつか、空いてるし』

『いいのか？』

『ちょっと、待って。今、お父さんに、聞いてみる』

「……俺の意見は？」

　達哉の問いをサラリと無視し、由加里は携けい帯たい電話のボタンをプッシュする。

「事情は分からないけど、あいかわらず妹さんには、頭が上がらないみたいだね」

「このシスコン」

「うっせえよ」

　したり顔の友人に、達哉は顔をしかめる。と、由加里が携帯を切ると、満足そうにニコニコ笑った。

『うん、お父さん、ＯＫだって』

『そういうことなら、世話になるか。いいな、リーナ』

『私はそれで構わない』

　軽くうなずき合う、クララとアデリーナ。その様子を見て取った健司が、腕うで組ぐみして大きくうなずいた。

「話も決まったみたいだけど、これからどうするんだい市之瀬？　一応、僕たちの方が先約のはずだけど」

「確かにそうだけど、この状じよう況きようじゃな」

　放課後、三人で遊びに行くという約束を思い出し、達哉はポリポリと頭をかいた。横目でアデリーナとクララを見やる。

「さすがにこいつらをほったらかしとくのもアレだし、一いつ緒しよに遊ぶ──ってのは駄だ目めか？」

　達哉の提案に、楓と健司は顔を見合わせる。

「どう？」

「いいんじゃない」

「すまん、恩に着る」

　素す直なおに頭を下げる達哉。

「で、とりあえずどこ行くの？　外国からのゲストを連れて、ボウリングやカラオケってのも間が抜けてるし」

「定番だし、観光名所にでも案内するかい？」

「上野や浅草あたりか？　ちょっと遠いけど、まだ昼過ぎだし時間はあるな」

　ああでもない、こうでもないと言い合う達哉たち。と、今まで黙っていたアデリーナが口を開いた。

『すまないタツヤ。できれば普ふ段だん、君たちが過ごしている場所に案内して欲しいのだが』

『え、俺たちのいつもの遊び場にか？』

『そうだ。迷めい惑わくだろうか？』

『あー、いや、別にそんなことはないが』

　軽く首をかしげた達哉は、その申し出を楓たちに伝える。

「──とか言ってるけど、それでいいかお前ら？」

「ゲストのリクエストでしょ。それならいいんじゃない」

「だとしたらどうするのお兄ちゃん？　映画は今、あまりいいのやってないし」

「とりあえず、腹ごしらえかな、市之瀬」

　健司の提案に、クララが目を輝かがやかせる。

「おー、せっかくだし、何か日本っぽいものが食いてー」

「日本食、ねぇ」




「らっしゃーい」

　達哉たちがアデリーナとクララを案内したのは、回転寿ず司しの店だった。

　ちょうど空いていた席に、ずらりと座る達哉たち。

『リーナ、寿司を食ったことはあるか？』

『ＬＡロサンゼルスで何度か。しかし、こういう店は初めてだ』

　コンベアでクルクルと運ばれてくる色とりどりの寿司を、アデリーナは物もの珍めずらしそうに見やる。逆にクララは、妙みように慣れた様子で、板前に注文していた。

「おっちゃん、コハダある、コハダ？」

「ああ、いいのが入ってるよ、嬢ちゃん。ほら」

「はむはむ……おお、うんめー。酢す締じめの具合がいい塩あん梅ばいだ。おっちゃん、いいシゴトしてるな」

「ありがとよ。次は何を握にぎるかい？」

「ん、赤貝頼たのむ」

「あいよ」

　そういったやりとりを見ていたアデリーナが、ふむとうなずく。

『なるほど、この流れてくるスシを取って食べるのだな』

『そういうこと──っておい！』

　思わず達哉は声を荒あららげる。

　無造作に手を伸のばしたアデリーナが、流れてきたサーモンの皿から、一いつ貫かんだけをひょいとつかみ取ったのだ。

『声が大きいぞタツヤ。どうしたのだ一体？』

『寿司は皿ごと取るんだよ、皿ごと！』

『む……』

　軽く首を傾かしげるアデリーナ。

『そうなのか？』

『そうなんだ！』

『了りよう解かいした』

　うなずいたアデリーナは、続いて流れてきた生エビの皿を取る。ほっと達哉が息をつく暇ひまもなく──

『やはりこれはいい』

　あっさりと、レーンに皿を戻もどすアデリーナ。

『戻すな！』

『……キャンセル不可なのか？』

『不可だ！』

　段々と、周囲の目が厳しくなってきた。

「ああ、もう!!」

　ガタンと立ち上がった楓が、アデリーナの隣に座り直す。

「か、楓？」

「いい、皿を取る時レーンの上で手を迷わせない！　同時に取る皿は二つまで！　空き皿は一〇枚ごとに積み重ねる！　ＯＫ!?」

『う、うむ』

　日本語で一方的にまくし立てられ、アデリーナはコクコクとうなずく。オーバーアクションな身み振ぶり手振り混じりのため、何とか意思の疎そ通つうはできたようだ。

「相変わらず面めん倒どう見みがいいよね、楓さん」

「ありゃ、単にお節せつ介かい焼きなだけだ」

　ボソボソ語り合う市之瀬兄妹きようだい。

　その一方でクララは、我関せずと寿司を堪たん能のうしていた。

「おっちゃんおっちゃん、あと白身のオススメ握って」

「よしきた。ちょいと早いが、ヒラメのいいのが入ったんだ」

　寿司の注文も、ずいぶんと堂に入っている。

「馴な染じんでるな、クララ。あいつ、本当にアメリカ人なのか？」

「何だか、あたしたちよりよっぽど通だよね」

　由加里と顔を見合わせて、妙にしみじみとつぶやく達哉。そこに、健司が声をかけてきた。

「ところで市之瀬、ケレンスカヤさんだけどさ」

「リーナのやつ、今度は何しでかした!?」

　あわててアデリーナの席を見やるが、特に異変はない。ごく普ふ通つうに寿司を食べている。

「おいおい武村、別に何とも──」

　そこでようやく、達哉も健司の言わんとしたことに気づく。

　リーナが取ってる寿司の皿だが、アナゴに煮にイカにエビと、どれも火が通ったものばかり。生のネタには、手を伸ばそうともしていない。

「やっぱり、生魚を食べる日本の寿司は、ちょっと彼女の口に合わないのかも」

「しくったな。ソバ屋にでもしとくべきだったか──ってオイ」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．訓練キャンプでのアデリーナの悪あく食じきを思い出し、達哉は思わずつっこんだ。

『お前、生のヘビは平気で食えるのに、何で生魚はダメなんだよ？』

『うむ、この店にはカレー粉がないからな』

　心なしか、どこか不満げに答えるアデリーナ。

『そういう問題なのか……？』

『そういう問題なのだ』

『分かった、聞いた俺がバカだった』

『カレー粉……』

　今さらながら、店の選せん択たくを達哉は悔くいる。とその時、ヒラメの握りを頬ほおばったクララが歓かん声せいを上げた。

「うんめーな、このヒラメ。さっぱりしてて、いい味だ」

「おうよ。まだちっと季節には早いが、中々のモンだろ？」

「うーん。なるほど、こいつなら──」

　ニンマリ笑ったクララが、声を上げる。

「おっちゃん、あいつにも今のヒラメ握ってやって」

「あいよ、はい、お待たせ」

『ま、待て、クララ』

　抗こう議ぎを無視し、目の前に出されたヒラメの握りを、アデリーナはじっと見つめる。

『タツヤ、君はカレー粉を持っていないのか？　もしくはマヨネーズ……』

『持ってるわけないだろ』

『……そうか』

　何やら覚かく悟ごを決めたらしいアデリーナが、おそろしく真しん剣けんな眼まな差ざしで、ヒラメの握りを手に取った。

　そのまま、恐おそる恐るといった仕草で一口だけ口にし──不意に目を真ん丸にする。

『おい、大だい丈じよう夫ぶかリーナ？』

『……ハラショー』

『は？』

　ペロリと、残る握りを平らげるアデリーナ。

『なるほど、これが本物の寿司なのか』

　さっきまでの遠えん慮りよはどこへやら、回ってくる握りの皿を、アデリーナは次々と取る。もっとも、その大半がヒラメの皿だったが。

『ま、まあ、気に入ってくれたみたいで何よりだ』

　さすがに若じやつ干かん、退ひき気味の達哉。

「あとさおっちゃん、マグロのヅケ頼むよ」

「あいよ。それと嬢じようちゃん、このカンピョウ巻き食べてくんな。俺のオゴリだ」

「あんがと。うん、うまい。やっぱ江え戸ど前まえで巻きといったらカンピョウだよな」

「かぁーっ！　嬉うれしいこと言ってくれるじゃねぇか」

　クララは最後までクララだった。




　食事の後は、カラオケに行った。

　二〇年近く前のアニソンを熱唱したクララを皮切りに、無難に流は行やりのＪ─ＰＯＰを押さえた由加里、七〇年代のフォークソングを選んだ健司、こぶしの利きいた声でド演歌（女の情念系）を歌う楓と、マイクが回る。

「次、お兄ちゃんの番だよ」

「おう、そうか」

　マイクを受け取り、達哉は立ち上がった。独特な太たい鼓このリズムのイントロと、軽快なメロディー。耳を傾かたむけていた全員だが、すぐにギョッと目を剥むく。

「な、何だこりゃ!?」

「お兄ちゃん、この歌って……」

「ちょっと、止やめなさいよタッくん！」

　かつて放送禁止指定を受けていた下ネタソング『金太の大冒ぼう険けん』。女性陣じんからの盛せい大だいなブーイングもどこ吹ふく風と、達哉は熱唱した。

　ちなみに健司は、腹を押さえて笑い死にしかけている。

『おいリーナ、お前まだ入力してなかったのかよ』

　周囲からの白眼視の中で、達哉は言葉を英語に切り替かえる。曲目とにらめっこをしていたアデリーナは、小さくうめいた。

『……何が書いてあるのか、さっぱり分からん』

『あ、そうか、悪いな。俺が入力してやるよ。で、何て曲だ？　洋楽か？』

『うむ、それはな──』

　その曲名を耳にし、達哉の口元がわずかに引きつった。

『どうした？　ひょっとしてこの曲はないのか？』

『いや、ある。あるにはあるんだが──マジで？』

『もちろんだ。早く頼む』

　無言で新曲を入力する達哉。

『じゃあリーナさん、次どうぞ』

『うむ』

　由加里にうながされ、アデリーナは立ち上がった。

　曲が始まる。スピーカーから流れる、管かん弦げん楽がくの荘そう重ちような響ひびき。大きく息を吸ったアデリーナは、ロシア語の歌声を張り上げた。

『ロシア、聖なる我らの国よ　ロシア、愛いとしき我らの国よ』

「は？」

　周囲が凍こおりつく中、アデリーナはロシア連れん邦ぽう国歌を朗々と歌い上げた。




　そんな調子で、一同は泉川商店街をぶらついた。

　アクセサリーショップを冷やかし、ブティックを回る。

「クララちゃん、次これ。きっと似合うと思うよ」

「……もう好きにしてくれ」

　笑え顔がおの由加里から、まるで着せ替え人形のように次々と服を着せられ、諦てい観かんして苦行に耐たえるクララ。

「つまんねぇ。何で女ってのは、あんなことで盛り上がれるんだ？」

「市之瀬、こういった場でちゃんとエスコートしてこそ、男の甲か斐い性しようってものだよ」

　荷物持ちを押しつけられてぼやく達哉を、健司は軽くたしなめる。

　続いて入ったボウリング場。

「フッ──ふむ、こんなものか」

「次は私の番──ねっ！」

　初心者のはずのアデリーナが手首の強きよう靭じんさを遺い憾かんなく見せつけ、スペアとストライクを量産。楓と壮そう絶ぜつなデッドヒートを繰くり広げている。

「何か妙みように気合い入ってないか、楓のヤツ？」

「さあね」

「ひょっとして、いくらか握にぎってるとか」

「……本当に分からないのかい」

　答える健司の声には、どこか苛いら立だたしげな響きがあった。その調子に、驚おどろく達哉。

「武村？」

「いや、何でもないよ。忘れてくれ、市之瀬」




　そんなこんなで達哉たちがボウリング場を出た頃ころには、時刻は三時を回っていた。

「それじゃお兄ちゃん、あたしそろそろ家に帰って、色々準備しとくから」

　時計を確かめた由加里の言葉に、達哉は少し驚く。

「こんな時間からか？」

「うん、せっかくお客さんがくるんだしね。今晩のご馳ち走そうは期待してて」

　ニコニコ顔の由加里は、そのままアデリーナたちに向き直る。

『リーナさんにクララちゃん、好きな食べ物とか、ダメな食べ物とかある？』

『私はヒラメが大好物だ』

「さっき寿す司し屋であれだけヒラメ食っといて、まだ食い足りないのかよ」

　きっぱり言い切るアデリーナに、達哉はうんざりとつぶやいた。

「アタシは、ナスとブロッコリー以外ならＯＫだな」

「りょーかい。それじゃお兄ちゃん、ちゃんとクララちゃんたちの案内してあげないとダメだよ」

　スキップしそうな勢いで、駅に向かって駆かけ出す由加里。

「本当、兄に似ず良くできた子よねぇ、由加里ちゃん」

「全くだね。愚ぐ兄けい賢けん妹まいってヤツ？」

「お前ら……」

　勝手なことを言う友人たちに、達哉は肩かたを震ふるわせる。それを見たクララは遠慮なく吹き出し、そしてアデリーナは──

『どうしたリーナ？』

『いや、何でも……』

　珍めずらしく、歯切れの悪い口調のアデリーナ。その視線は、駅前のゲームセンター──正しくは、その外がい壁へきの看板を見ていた。

　まだ真新しいその看板には、彼女の商売道具──銃じゆうを手に、戦場を疾しつ駆くするＡＳの姿が描えがかれていたのだ。

「おい武村、あんなゲームあったっけ？」

「『Arm Slave/Ultimate』──最近リリースされた、体感型のゲームだよ」

　妙に饒じよう舌ぜつに語りだす健司。かなり『濃こいめ』のゲーマーである彼は、部活の引退後はゲーセン通いが日課となっているのだ。

「登場するＡＳアーム・スレイブの大半が、実在の機体らしくてね。中々、面おも白しろかったよ」

「ほー」

　ゲームと言えば自宅でのＲＰＧやシミュレーションが中心で、ゲームセンターにはあまり立ち寄らない達哉は、どこか気のない声で答えた。

　ちらりと隣となりのアデリーナに視線を向ける。妙にそわそわとした様子で、じっと看板を見ていた。

「なあリーナ、ひょっとしてあのゲームやってみたいのか？」

「うむ」

　水を向けると、意外なほど素す直なおにアデリーナはうなずく。

「じゃ、決まりね。次はゲーセンってことで。クララちゃんもそれでいい？」

「かまわねーよ。日本のゲーセンにも興味あるし」

　楓の問いに、クララはあっさりとうなずいた。




　　　　５




　明るい照明と、響き渡わたるＢＧＭ、そしてプレイヤーやスタッフのざわめき──久しぶりに入ったゲームセンターは、独特の喧けん噪そうに満ちていた。

「こういう騒さわがしさは、どうも苦手なんだよな……」

　小さな声でぼやく達哉。

　このゲームセンターは二階建てとなっている。一階にはクレーンゲームのような景品ものや大型筐きよう体たいが、二階には通常のアーケードゲームやプリクラの類たぐいが、それぞれ設置されていた。

「お、スロットみっけ！」

　目を輝かがやかせたクララが、壁かべ際ぎわのメダルゲームコーナーに突とつ撃げきする。

「おいクララ──ったく。楓、あいつのこと見てもらってていいか？」

「え──ああ、いいよタッくん」

　楓が少しためらってから、クララの後に続く。

「それで武村、例のゲームはどこだ」

「あっちだね」

　達哉の質問に、健司はフロアの反対側に並んだ大型筐体の列を、ズイと指さす。そこが『Arm Slave/Ultimate』──通つう称しようＡ．Ｓ．Ｕ．のコーナーらしい。

「結構、人がいるな」

「この手のゲームには珍しく、かなり人気があるからね。去年のＷＡＭＦ大会が盛り上がった影えい響きようかな？」

「やれやれ、じゃあ行くか──っておい」

　そこでようやく、達哉は気づいた。いつの間にか、アデリーナの姿が消えてしまっていることに。

「どこ行きやがったんだ、あいつは？」

「はは、かなりゲーセンを珍しがってたみたいだからね、ケレンスカヤさん」

　舌打ちする達哉と、苦笑いを浮うかべる健司。

「市之瀬は、ケレンスカヤさんを捜さがしてきなよ。僕は先に行って、ちょっと準備してるからさ」

「すまん、武村」

　友人に一言わびると、達哉は早足で歩き出す。

「全く、あいつはどこに……ってあそこか」

　あっさりと、クレーンゲームをプレイ中のアデリーナを発見。長身と金きん髪ぱつのポニーテールは、この人ごみの中でも相当に目立つ。

『ＡＳのゲームをしにきたんじゃなかったのか、お前は』

『タツヤか、今は話しかけるな──ああ、クッ！』

　スルスルと伸のびたクレーンは、景品のぬいぐるみにかすりもせず、虚むなしく空を切る。

『……下手だな』

『君が急に話しかけてきたから、集中が途と切ぎれただけだ。次こそは、必ず』

　再び一〇〇円玉を投下するアデリーナ。達哉はクレーンゲームの中を覗のぞきこむ。

　景品はぬいぐるみ。そのほとんどが、犬だかネズミだか分からない不思議な生き物のものだった。

　緑色の帽ぼう子しと赤い蝶ちようネクタイを身につけたものが多いが、他ほかにもカウボーイ風のテンガロンハットをかぶったり、古代ローマの長衣トーガを身にまとったりと、様々な姿のものがある。

『ボン太くんかよ……』

『知っているのか？』

『昔から妙に人気のあるローカルキャラだよ。近くの遊園地でのマスコットとか、色々やってるんだ』

『ほう、そうか──あ』

　またもや失敗。

『本当に、下手だな』

『……むう』

『どれが、欲ほしいんだ』

『あの、奥にいる子……』

　アデリーナが指さしたボン太くんは、つばなしの高いフェルト帽子にコートという、コサック騎き兵へい風の格好をしていた。

『コサックボン太くんか、はじめて見るな──よし、代われ。俺が取ってやる』

『いいのか？』

『ちょっと取りにくい場所だが、何とかなりそうだ』

　言うなり達哉は、アデリーナに代わってクレーンゲームの前に立つ。二つのボタンで、クレーンの縦横移動を操作。ゆっくりと降りたクレーンは、今度こそコサックボン太くんを引っかけた。

『おお』

　アデリーナが、小さく歓かん声せいを上げる。

『上う手まいものだ』

『マニピュレータの扱あつかいには慣れてるからな。それと、昔から由加里にせがまれているうち、自然と上達した』

　狙ねらい違たがわず、ゲット成功。取り出したコサックボン太くんのぬいぐるみを、アデリーナに手渡す。

『ほらよ』

『…………』

　受け取ったコサックボン太くんを、無言でギュッと胸に抱だきしめるアデリーナ。

（こいつだって、こういうところはあるんだな）

　まるで、ごく当たり前の少女のようなアデリーナの仕草を、達哉はマジマジと見つめる。

『どうしたのだ、タツヤ？』

　けげんそうなアデリーナの声に、達哉はハッと我に返る。

『な、何でもない。武村が待ってるし、とっとと行くぞ』

　半ば照れ隠かくしの声を張り上げ、達哉は大おお股またで歩き出した。




「市之瀬、遅おそかったね」

「すまん武村」

『Arm Slave/Ultimate』──通称Ａ．Ｓ．Ｕ．のコーナー。手持ち無ぶ沙さ汰たで二人を待っていた健司に、達哉は頭を下げた。

　どうやらＡＳのコクピットを模したらしい筐体。貼はり出されたゲームの概がい要ように、達哉はざっと目を通す。

　このＡ．Ｓ．Ｕ．というゲームには、とある架か空くうの傭よう兵へい部隊に所属して世界中の戦場で戦う、というストーリー設定のようだ。

　ＣＰＵの用意した、様々なミッションに挑いどむ『マーセナリー・モード』。プレイヤー同士で一対一の対戦を行う『アレーヌ・モード』。そして通信回線を利用した、複数のプレイヤー同士による大規模戦せん闘とうの『タクティカル・モード』──そういった、三種類のモードがあるようだ。

「ケレンスカヤさんは初心者だし、『マーセナリー・モード』から始めるのがいいと思うな。一ゲーム五〇〇円で、コンティニューは一回がマナーだから」

「ＯＫ」

　以上のアドバイスを、達哉はアデリーナに英語で伝える。

『──てことらしい、分かったな？』

『あ、ああ……』

　妙みように歯切れの悪い声で答えるアデリーナ。それに何だか、妙にモジモジしている。

「どうした？」

「じ、実はだな、先ほどのクレーンゲームで小銭を使い果たしてしまった。タツヤ、もし貸してくれるならば非常にありがたい」

「……ほらよ」

　軽くため息をつきながら、達哉はアデリーナに五〇〇円玉を手渡す。

『行ってきな』

『う、うむ』

　妙に緊きん張ちようした態度で、アデリーナはコクピット──もとい、Ａ．Ｓ．Ｕ．の筐体へと乗りこんだ。

（大だい丈じよう夫ぶかね、アイツ）




　当然のことながら、筐体内のレイアウトは実機のコクピットとは全く異なっていた。

『……マスター・スレイブではないのか』

　何となく残念そうにつぶやき、アデリーナはシートに腰こしかける。二本のスティックと四つのボタン、そして両足のペダル──操縦機器は、たったのこれだけだった。

　ちょうど画面のデモで、操縦方法が説明されていた。雰ふん囲い気き出しのためか、スクリーンに映された字幕こそ日本語だが、音声は英語が流れている。そのため、アデリーナでも何とか理解できた。

『ふむふむ、こんな感じか？』

　レバーをガチャガチャやってると、筐体の外から達哉の声がした。

『まだかよリーナ』

『す、すぐに始める』

　五〇〇円玉を投入。『Mercenary Mode』を選せん択たくすると、モニターが切り替かわって機体選択画面になる。

　スティックを動かして次々とＡＳアーム・スレイブにカーソルを動かしていく。ＡＳのグラフィックやアクションは、アデリーナの目から見ても中々のものだった。

『ドイツの〈ヴォルフ〉に、イスラエルの〈マサダ〉か。こんな機体まであるのだな』

　妙に感心したアデリーナだが、機体は普ふ段だんＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で乗っている〈シャドウ〉を選択した。

　またもや画面が切り替わり、作戦前のブリーフィングが始まった。なめらかなポリゴンで描えがかれた『司令官』が、何やら熱弁を揮ふるっている。

『これから、貴官が我が隊の一員に相応ふさわしいかどうか、テストを行う』

（まるで、この間のタツヤだな）

　先月に行われた、達哉のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．入社試験を、アデリーナはふと思い出す。

『では、ミッションスタートだ』

　始まるカウントダウン。アデリーナが操作する〈シャドウ〉は、スタート地点である小高い丘おかの上に立っている。

『む、これは……？』

　ゲームの画面には、簡略化されたＨＵＤと同時に、自機の背中が映っているのだ。プレイヤーにもＡＳのアクションを十分に見せるための演出なのだが、実機の操縦に熟練したアデリーナの場合、逆に感覚が狂くるってしまう。

『や、やりにくいな、中々』

　軽く汗あせをにじませ、アデリーナはつぶやいた。




『言い忘れたが、試験には実じつ弾だんを使用する。撃げき墜ついされた場合、貴官の無事は保障できない。全力を尽つくしたまえ』

「どこの吸血部隊だよ、おい」

「見事な共食い訓練だね」

　ゲーム画面で『司令官』が語る訓練の内容に、達哉はうんざりと突つっこんだ。

　ふと、先月の訓練を思い出す。もし万一、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．での訓練がこんな無茶苦茶な代しろ物ものだったのなら──

「間ま違ちがいなく今ごろ、俺は墓の下だろうな……」

「どうしたんだい、市之瀬？」

「──い、いや、何でもない。それよりもほら、始まるみたいだぞ」

　達哉は、壁かべに嵌はめこまれた大型の液えき晶しようスクリーンを指し示す。

　このスクリーンはＡ．Ｓ．Ｕ．の筐きよう体たいと連動しており、ゲーム内のフィールドを俯ふ瞰かん視点で映し出しているのだ。

『３、２、１──ＧＯ！』

　カウント終しゆう了りようと同時に駆かけ出す、アデリーナの〈シャドウ〉。指示されたルートに従って丘を駆け下り──そこでいきなり足を止める。

「何やってるんだ、あいつ？」

　キュラキュラと無限軌き道どうを鳴らしながら、丘の向こうから現れた三輌りようの戦車。アデリーナ機は、その前で完全に硬こう直ちよくしている。

「どうしたんだろうね、彼女？　ずいぶん、戸と惑まどっているようだけど」

「確かにな。操作方法がまだ分かってないのかもな、リーナの奴やつ」

「うーん、何だか怯おびえているように見えるな」

「怯えるって、何に──」

　そこでようやく、達哉は気づいた。

　いかに実在のＡＳが登場しようとも、このＡ．Ｓ．Ｕ．はゲームだ。そしてゲームである以上、娯ご楽らく性やゲームバランスのために、ある程度のリアリティーが犠ぎ牲せいになるのは仕方ない。

　ゲーム中で、戦闘機が一度の出しゆつ撃げきで数十発の空対空ミサイルＡＡＭをブッ放そうが、歩兵が手持ちのライフルで戦車を蜂はちの巣にしようが、七メートル弱の半生体人型兵器が数キロ級の宇宙怪かい獣じゆうを一刀両断しようが、普ふ通つうのプレイヤーなら『お約束』と割り切ってゲームを楽しむ。

　だがもし、プレイヤーがそんな『お約束』を全く理解していなかったら──

　仮にこのシチュエーションを、純じゆん粋すいにＡＳ乗りとしての視点から見たとしたら──

「あー、そういうことか」




『な、何だこれは？』

　Ａ．Ｓ．Ｕ．の筐体の中で、アデリーナは絶望に呻うめいていた。

　ＡＳ戦の試験で、よりにもよって相手が実弾を装備した戦車──これはもう、何らかの卑ひ劣れつなトラップにはめられたとしか思えない。

　現代陸戦兵器の花形とも言えるＡＳだが、真正面からの戦闘では戦車に勝てない──これは、多少でもＡＳに関かかわる者ならば、誰だれでも知る常識である。機動力でこそ優ゆう越えつしているものの、火力と装そう甲こう防ぼう御ぎよ力に差がありすぎるのだ。

　ＡＳで戦車を相手にするのならば遠えん距きよ離りから対戦車ミサイルで攻こう撃げきするか、逆に至近距離で装そう甲こうの薄うすい上面や後面を対戦車ダガーで狙ねらうのがセオリーだ。だが現状は、そのどちらにも当てはまらない。

　中間距離で、かつ起き伏ふくの少ない地形である。真っ向から戦車との殴なぐり合いという、全すべてのＡＳ操縦兵にとって悪夢としか言いようのない状じよう況きよう。

（クッ……貴様らの思い通りにはいかんぞ）

　歯がみをしたアデリーナは、顔も知らない黒幕に怒いかりの炎ほのおを燃やす。何としてもこの死地から脱だつ出しゆつし、しかるべき報復を与あたえねば！

　だが、現実は非情だった。

『くっ』

　立て続けの砲ほう撃げきに、回かい避ひしきれなかった砲ほう弾だんが〈シャドウ〉を捉とらえる。強大な運動エネルギーを秘ひめた一二〇ミリ徹てつ甲こう弾は、まるで紙くずのようにあっさりと、ＡＳの機体を貫かん通つうし──

　そして次の瞬しゆん間かん、アデリーナは思わず目を剥むいた。

『立っている……だと？』

　戦車砲の直撃を受けたはずの〈シャドウ〉は、全くの無傷で立っていた。変化と言えば精々、画面上方の赤いゲージが、一割弱減っただけだった。

　理解の範はん疇ちゆうを超こえた怪かい現象に、アデリーナの理性は断だん末まつ魔まの叫さけびを上げた。

（バカな、戦車砲の直撃にＡＳが耐たえきれるはずがない。だが現に、この〈シャドウ〉は健在だ。そういえば以前、オカルトじみた奇き怪かいな力を振ふるうＡＳの伝説を耳にしたことがある。ただのバカげた噂うわさだと聞き流していたが、まさかこの機体がそれなのか？　ならばこの、回りくどい罠わなにも納なつ得とくが──）

　棒立ちのまま、十数発の戦車砲を浴びせられた〈シャドウ〉が沈ちん黙もくしたのは、それから数秒後のことだった。




　大型スクリーンの中で、煙けむりを吹ふいた〈シャドウ〉がガックリ膝ひざを折る。『ＣＯＮＴＩＮＵＥ？』の表示と共に、始まるカウントダウン。

「何だよあれ、ダッセーな」

　周囲のギャラリーが、あからさまに嘲ちよう笑しようする。

「いくら初心者だからって、ヘタクソにもほどがあるだろ」

「だな、最初のクリボーに食われるマリオかっての」

「……例えが古いね、お前」

　口々にはやし立てるギャラリーたち。そんな勝手な言い分を聞いているうち、段々と達哉はむかっ腹が立ってきた。

「なあ市之瀬、ケレンスカヤさんだけど、もっとあの人に向いたゲームが──」

　健司の言葉を無視し、達哉は大おお股またで筐体に近寄る。

『おいリーナ』

　筐体の中を覗のぞきこんだ達哉が目にしたのは、想像通りの光景だった。

『…………』

　虚うつろな表情のアデリーナが、光こう彩さいの消えた瞳ひとみで虚こ空くうを見つめ、何やらブツブツつぶやいている。

『なあリーナ、さっきやり合ったあの戦車だがな──』

　変わり果てた戦友に、達哉は言葉を選びながら話しかける。

『あれは、偽ぎ装そうした装甲車だ』

『──なに？』

　ようやくアデリーナの目に、かすかな光が戻もどった。

『考えてみろ。戦車の弾たまがマトモにあたりゃ、ＡＳアーム・スレイブなんぞ一発で木こっ端ぱ微み塵じんだろうが。それを、あれだけしこたま食らって立ってたんだ。絶対、二〇ミリ程度だって』

『なるほど。そういうカラクリなのか……』

　フムフムと納得したようにうなずくアデリーナ。どうやら、達哉の口車をあっさりと信じたようだ。

『つまりこの試験は、そういった際の判断力も試ためしていたということなのだな。やってくれる』

『納得したところで、もう一度やってみるか？』

『ああ。すでにトリックは見破った』

　自信ありげに断言したアデリーナの前で、達哉はピンと五〇〇円玉を弾はじく。

『ちゃんと返せよ』

『利子をつけて返す』




　達哉が筐体から離はなれるのとほぼ同時に、アデリーナはカウント０直前でコンティニューした。

「何だ、まだやるのかよあのヘタクソ」

「どんな風に慰なぐさめられたんだか」

　周囲からの罵ば声せいの中で、健司が心配そうに達哉に話しかけてくる。

「おい市之瀬、ケレンスカヤさんは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「まーな、ちょいとばかし、言いくるめてきた」

「言いくるめ？」

「ああ、ちょっとコツを伝えといた。案外、次はがんばるかもな」

　親指でスクリーンを示す達哉。

　先ほどと同じスタート地点に現れたアデリーナの〈シャドウ〉は、足早に丘おかを駆け下りると、今度は臆おくすることなく三輌の『戦車』に立ち向かった。

　左右への機動で、戦車の砲撃を回避。ライフルの掃そう射しやが先頭の戦車を捉え、あっさりと撃破する。

　報復の砲撃を、〈シャドウ〉は跳ちよう躍やくして回避。放物線の頂点で投とう擲てきした対戦車ダガーが、二輌目の戦車を貫つらぬいた。さらにそのまま三輌目の背後に着地し、抜ぬき打ちざまの単分子カッターで叩たたき切る。

　アデリーナの、先ほどとはうって変わったアグレッシブなプレイに、健司は目を丸くした。

「へえ、やるじゃない」

「おいおい、まだこれからだぞ」

　アデリーナの〈シャドウ〉に、敵第二陣じんの攻撃ヘリ部隊が迫せまった。敵弾が〈シャドウ〉に命中し、耐たい久きゆう値のゲージがグッと減る。怯ひるまず撃うち返す。掃そう討とう。

　次々に現れる敵を撃破しながら、指定されたルートを駆け抜けるアデリーナ機。動きはまだぎこちなく、被ひ弾だんも多い。だがギャラリーたちの罵声は、いつの間にか止やんでいた。

『なるほど、中々の腕うでのようだ。では──』

　最後に現れたステージボスは、教官の操縦するＭ９だった。アデリーナの〈シャドウ〉は、口上を無視してライフルを撃つ。

「本当に、お約束ってものを解さないやつだな」

　つぶやいた達哉の前で、〈シャドウ〉は辛かろうじてＭ９を撃破する。耐久値はもう残り一割を切っていた。

「兎とにも角にも、ステージ１クリアか」




　ステージが変わっても、アデリーナの苦く闘とうは続く。

　森林地帯のステージ２、市街戦のステージ３、共に何とかクリア。

「お、意外とやるじゃん」

「頑がん張ばれ姉ちゃん」

　アデリーナの外見も相まって、ギャラリーたちの声は好意的なものに変わっていた。

「うーん、確かに操作テクニックはまだまだ未熟だけど、判断力と反射神経が抜ばつ群ぐんにいいね。さっきのボス前のトラップ、初見ならまずそこで終わるんだけど」

「ま、ああ見えてプロだからな」

「プロゲーマーってやつかい？　さすがアメリカだね」

「いやいやいや、大体あいつはロシア人だ」

　そんな外野のやり取りをよそに、山さん岳がく地帯のステージ４が始まった直後だった。

　画面が静止し、デカデカと『ＣＨＡＬＬＥＮＧＥＲ！』という文字が浮うかぶ。他のプレイヤーの乱入だ。

「へえ、アレーヌ・モードか。珍めずらしいね」

「そうなのか？」

「このゲームで対人戦をやるなら、多人数プレーのタクティカル・モードが普通だからね。ああいった、昔ながらの乱入は珍しいんだよ」

「よっぽどカモに見られたみたいだな、リーナのやつ」

　もう一つの筐きよう体たいは、アデリーナの筐体の裏側にあるため、ここからでは乱入してきたプレイヤーの姿は見えない。一瞬、のぞきこもうかと好こう奇き心しんにかられた達哉だが、いくら何でもマナー違い反はんだと思いとどまる。

　そうこうしている内に、ゲームは一対一のアレーヌ・モードへと移行した。新宿副都心を模したステージ、ビル街の中央で二機のＡＳが対たい峙じしている。

　一機は、アデリーナの〈シャドウ〉。そしてもう一機は──

「よりによって〈サベージ〉かよ。完全に舐なめられてるな」

「確かに〈サベージ〉はクセがある機体だけど、使いこなせば相当に強いよ。接近戦でのＨＥＡＴハンマーが、チートな当たり判定でさ──」

「第二世代と第三世代が、互ご角かくに戦えるのかよこのゲーム？」

　ゲームの不条理に、首をかしげる達哉。ほぼ同時に、スクリーンのカウントダウンが０になる。

「あ」

　開幕早々、前方へのステップから件くだんのＨＥＡＴハンマーを繰くり出す〈サベージ〉。奇き襲しゆうを受けた〈シャドウ〉は、胸部にハンマーを食くらう。

　鳴り響ひびく爆ばく音おんのＳＥ。大きく後方に吹っ飛ぶ〈シャドウ〉。耐久値ゲージが、大きく減少する。

「あの距離から届くのかよ、確かにチートだな」

「慣れれば、まずもらわないんだけどね」

　そんな外野の批評をよそに、二機のロシア製ＡＳは、密林のフィールドを駆かけ巡めぐる。

「ほう」

「やるね」

　アデリーナの〈シャドウ〉の機動は、もはやゲーム初心者とは思えないキレがある。だが〈サベージ〉の動きは、それ以上だった。

　走り回り、飛び跳はね、撃ち合い、切り結ぶ。プレイヤーの腕は明らかに向こうの方が上だ。アデリーナも何とか食らいついてはいるが、初撃でつけられたダメージ差をどうしても挽ばん回かいできない。

　ジリジリ続く、一進一退の攻防。削けずれていくアデリーナの耐久値ゲージが、ついに一割を割った。

「これで終わりかな？」

「いや、まだだ」

　跳ね起きるなり疾しつ走そうする、アデリーナの〈シャドウ〉。ダッシュとステップを組み合わせ、瞬しゆん時じに〈サベージ〉の背後へと回りこむ。起死回生の単分子カッターが、〈サベージ〉の背を貫き──

「あーあ」

　次の瞬間、フィールドに倒たおれ伏ふしていたのは〈シャドウ〉の方だった。

〈サベージ〉が鈍どん重じゆうな外見からは想像もつかない軽やかなステップで、〈シャドウ〉の単分子カッターを回かい避ひ。カウンターでＨＥＡＴハンマーを叩きこんだのだ。

「一体、何本ハンマーを持ってるんだよ、あの〈サベージ〉は？」

「負けちゃったね、ケレンスカヤさん」

「相手が悪かったな、色々な意味で」

　すでに一度コンティニューしたアデリーナが、すごすごとゲームを後にする。それとほぼ同時に、〈サベージ〉のプレイヤーも筐体から出てきた。

　その姿に、達哉は軽く目をみはる。

「あっちも、かよ」

「だねぇ」

　そのプレイヤーもまた、達哉たちと同年代の少女だったのだ。

　練ねり絹ぎぬのような、日焼け一つない肌はだ。簡素で清せい楚そな意い匠しようの白いワンピースと麦わら帽ぼう子しが、ほっそりとした優美な肢し体たいを包んでいる。

　緑の黒くろ髪かみはごく自然に腰こしまで流されており、前髪は眉まゆの線で丁てい寧ねいに切りそろえられている。日本人形を思わせる、小作りで控ひかえ目な整った目鼻には、上品な笑えみが浮かんでいた。

「いやあ、絵に描かいたような大和やまと撫なでし子こだね」

「ああ、後十年もすれば、すげぇ美人になるな」

「……本当にブレないよね、市之瀬は」




　外野のざわめきをさらりと無視し、黒髪の少女はアデリーナにスッと頭を下げる。

『わたくし、三さん条じよう菊きく乃のと申します。そちらのお名前も、お伺うかがいしてよろしいでしょうか？』

　格調高い、完かん璧ぺきな発音の上流クイーンズ・英語イングリツシユだった。

『アデリーナだ。アデリーナ・アレクサンドロヴナ・ケレンスカヤ』

　やや戸と惑まどった声で、アデリーナも菊乃という少女に答える。

『アデリーナさんですか。よいお名前ですね』

　菊乃が伸のばした手を。

『これは？』

『よい勝負でした。できれば再戦の機会を願って、握あく手しゆをお願いしたいのですが。お嫌いやでしょうか？』

『なるほど』

　うなずいたアデリーナは、いつも変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、その手を握にぎり返す。

　言葉が分からないギャラリーたちにも、二人の美少女が互たがいの健けん闘とうを讃たたえ合ってるのは、理解できた。と、二人が握手を解いたその瞬間──

『これが実戦でしたら、貴女あなたは今ごろミンチですわね』

『────!?』

　ポツリとささやかれた言葉に、アデリーナは体を硬かたくする。

『お、おい、どうしたよリーナ』

　さすがにその態度を不ふ審しんに思ったのか、達哉が割って入った。

『失礼ですが、あなたは？』

『俺か？　市之瀬達哉、こいつの連れだよ。ええと、三条さん、だっけ？』

　日本で日本人と英語で話すことに何となしの違い和わ感を覚えながら、それでも律りち儀ぎに達哉は答えた。

『なるほど、ではごきげんよう。アデリーナさんに達哉さん』

　最後の挑ちよう発はつなどなかったかのように、優ゆう雅がに一礼した菊乃は、静々と立ち去る。
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「おーい、そっちの塩あん梅ばいはどうだ？」

　ジャストタイミングな、甲かん高だかく甘ったるい声。達哉がそちらを振ふり向くと、クララと楓がホクホク顔で歩いてきた。

　二人とも、メダルがぎっしり詰つまったケースを、いくつも抱かかえている。

「いやぁ、大漁大漁」

「ずいぶん稼かせいだものだな、おい」

　呆あきれ顔な達哉の前で、楓がエヘンと胸を張る。

「凄すごいよ、タッくん。この子、たった一セットのメダルを、こんなに増やしちゃってさ」

「なぜそこで、お前が威い張ばる？」

「フッフッフッ、実に退たい屈くつなお遊ゆう戯ぎだったぜ」

　鼻高々なクララの側そばで、アデリーナは首を傾かしげていた。

『……どうした、リーナ』

『さっきのキクノとかいう娘むすめだがな、どうもどこかで見たような気が──』

　アデリーナにしては珍しい、何とも歯切れの悪い言葉づかいだった。

『知り合い……てなわけでもなさそうだな』

『いや、もういい。きっと勘かん違ちがいだろう。忘れてくれ、達哉』




　ゲームセンターを後に、菊乃は商店街を歩く。右手で日ひ傘がさをさし、白い肌を強い日差しから守っていた。

「遊びがすぎるよ、姉さん」

　ふとかけられる、日本語の呼びかけ。

「あら、見ていたのかしら、旭あきら」

　振り向いた菊乃は、声の主──弟の旭に微笑ほほえみかける。

　やや小こ柄がらな体つきの少年で、黒髪を短く切りそろえている他ほかは、驚おどろくほど姉の菊乃によく似ていた。

「まったく、いきなり姿をくらませたと思ったら、よりにもよってあいつらと会っていたのかい？」

「ごめんなさい、旭。少しばかり、挨あい拶さつだけでもしておこうと思って」

　全く悪びれていない菊乃の笑顔に、旭はため息をついた。

「もう、いいよ」

　気を取り直したように、ポケットから携けい帯たい電話を取りだし、コールする。

『僕です、ステファン・イリイチ。ええ、姉とは合流しました──はい、申しわけありません──替かわります』

　流りゆう暢ちような英語で言葉を交かわした後、携帯を菊乃に差し出す。

「ステファンステンカ小お父じさまからね。あら、でもちょっと今、前髪が乱れてるのに。嫌いやだわ、恥はずかしい」

「携帯に関係ないだろ、それ」

「それが女の身だしなみというものよ。あなたも紳しん士しなら、それぐらいは理解しなさい」

「……訳が分からないよ」

　淑しゆく女じよの扱あつかいについて軽く弟にレクチャーし、菊乃は携帯を受け取る。

『替わりましたわ、ステンカ小父さま』

『Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のメンバーと接せつ触しよくしたそうだな、キクノ』

　やや癖くせのある英語の発音。菊乃がよく知っている、年配の男性の声だった。

『ええ。あの方々が、今回の獲え物ものなのでしょう？　よろしければ、今すぐにでも狩かりを始めますが』

『連中が、獲物というわけではない』

　重々しい声で、男はそう答えた。

『今、仕し掛かけたのでは元も子もなくなる』

『承知しました。絵を描かくのは、小父さまのお仕事ですし。とはいえ、七月の件は回りくどすぎたようですけど』

『クライアントの意向だ。是ぜ非ひもない』

　男の答えに、菊乃は慎つつましやかなため息をついた。

『わたくし、やはり資本主義というものは性しように合いません』

『慣れろ』

『分かっております』

　無愛想な男の言葉に、菊乃は可愛かわいらしく口を尖とがらせた。やりとりの端はし々ばしを耳にしていた旭が、やれやれと天を仰あおぐ。

『今回は、本当に楽しませてくれるのでしょうね、ステンカ小父さま』

『その必要があればな』

『はい』

　その返事に、少女は楽しげな笑顔を浮うかべる。まるで、虫の足をもぎ取る子供のように、心の底から無む邪じや気きな──
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「ちぇーっ、何で稼いだメダルが一銭にもならねーんだよ？」

　夕暮れの河か川せん敷じきに、クララの不満げな声が響ひびく。

　多た摩ま川がわの北を走る土手沿いの歩道。すでに日は西へと傾かたむき、川かわ面もは黄こ金がね色にきらめいている。

　家路を急ぐ学生や主婦の姿が、そこかしこに見えた。達哉たちものんびりと、市之瀬建設に向かう。

「カネにも景品にもならねーとか、子供の遊びかよ」

「子供の遊びなんだよ、日本のメダルゲームは」

　不満タラタラのクララを、ウンザリと諭さとす達哉。そんなやり取りにクスクス笑っていた楓が、足を止める。

「それじゃタッくん、私はここで」

「ん、おお」

　住宅街入り口の交差点、ここを右に曲がれば楓の家だ。市之瀬建設に向かうなら、このまま真まっ直すぐ土手沿いに進むことになる。

「あー──楓、武村」

　達哉に呼び止められ、振り向く楓と健司。

「どうしたの、タッくん？」

「何だい」

「何なら二人とも、今晩はうちでメシ食っていかないか？　ほら、今日は色々と世話になったし」

「────」

　その申し出に楓は、ゆっくりと首を横に振る。

「いいよ。私たち受験勉強あるし」

「そ、そうか。そうだよな」

　頭をかく達哉。楓は小さく笑うと、そっと踵きびすを返して歩き始めた。その一歩後に、健司がついて行く。

「じゃあタッくん、バイバイ。またね」

「ああ、さよなら」

　立ち去っていく二人の友人。影かげ絵えのような後ろ姿を見送る達哉の胸が、不意にうずく。

『どうしたタツヤ？』

『こら新入り、お前が案内しなきゃ道が分かんねーだろ』

『おお、すまん』

　アデリーナたちにうながされ、達哉は慌あわてて歩き出した。夕暮れの分かれ道を、何度も何度も振り返りながら。




　達哉たちが市之瀬建設についたのは、午後六時過ぎだった。

「それじゃぁ、リーナさんとクララちゃんたちを歓かん迎げいして、かんぱ～い！」

『かんぱ～い』

　家の奥の広間に乾かん杯ぱいの声が響く。音おん頭どはなぜか、由加里が取っていた。

「さあさあ嬢じようちゃんたち、汚きたない家だがゆっくりしてくれ」

　父の俊之が、ビールを飲みながら大声で笑う。

『いただこう、ご主人』

　言葉は通じずとも心は通う。うなずいたアデリーナは、遠えん慮りよと無用の態度で、テーブルの料理にハシを伸のばす。

　甘あま鯛だいの一夜干し、ヒラメの薄うす引びき、地じ鶏どりと野菜の炊たき合わせ、青菜のお浸ひたし、貝の吸い物、等々──海外からの客をもてなすためか、今日の食しよく卓たくは純和風だった。

「おいおい、こりゃまた凄いな」

「ふっふっふっ、今晩のごちそうには期待してって言ったでしょ」

　感心する達哉の前で、由加里は自じ慢まん気げに胸を張る。その隣となりで吸い物をすすったクララが、目を丸くする。

「おお、スゲーいいダシが出てるぞコイツ！」

「奮発して、カツオ節もコンブも上等なのをそろえたから。お正月のお雑ぞう煮にくらいだよ、こんな贅ぜい沢たくするのは」

「この甘鯛もうめー！」

「おいしいでしょ？　甘鯛って生だと身に水気が多すぎるんだけど、こうやって干せば身が締しまってグンと味が良くなるんだよ」

「なんちゅうもんを食わせてくれたんや……なんちゅうもんを……」

　感かん極きわまった声を上げるクララ。見事なハシさばきで、甘鯛の身をきれいにほじくっている。

「ふむ」

　何となく達哉は、右隣どなりのアデリーナを見やった。

『む、く──このっ！』

　こちらは案の定、ハシに悪戦苦く闘とうしている。

『食べさせてやろうか？』

『──は？』

『いやだから、こうやって、アーンって──』

『…………』

　突き出される達哉のハシ。アデリーナは無言のまま、ハシ先のヒラメの身と達哉の顔を、交こう互ごに見やる。

『……正気か、君は？』

　嫌けん悪お、というよりもむしろ可か哀わい想そうな人を見るような視線が、達哉の心をダイレクトに抉えぐった。

『じょ、冗じよう談だんだよ』

　気を取り直すように酢すの物の小こ鉢ばちをつつき、達哉は眉まゆをしかめる。

「なんだ、こりゃ？」

　クニュクニュしたゼラチン質の食感と、独特の風味。初めて経験する、何とも形容しがたい味だった。

（そういやそろそろ、由加里がゲテモノ料理をつくる頃ころ合あいだよな）

　脳の一部が、激しく警けい鐘しようを鳴らす。

「なあ、由加里」

「何、お兄ちゃん」

「この酢の物って、何だ？」

「え？　く、鯨くじらだよ、鯨のお肉」

　その言葉に、クララが目を丸くした。

「ほーこれがクジラかー」

「うん、せっかく外国のお客さんをもてなすんだから、日本独自の味、ってものを知って欲しくってね」

「なるほど、じゃ一口」

　鯨の酢の物を頬ほおばったクララが、むーと眉をしかめる。

「うーん、あんまうまくねーな」

「変わった味だな。さえずり（舌）とも違ちがうし。おい由加里、こいつは一体、鯨のどこの肉だ？」

　俊之の質問に、由加里は視線を露ろ骨こつにそらす。

「お……ん……」

「あ、何だって？　聞こえねーぞ」

「……お、お○ん、ち○」

　かすれた、今にも消えそうな声に、空気が凍こおりつく。

「す、すまん由加里、どうやら聞き間ま違ちがえたみたいだ。もう一度、言ってくれ。コレは、鯨の、何だ？」

「だからお兄ちゃん、鯨のお○んち○だって言ってるでしょ!!」

　逆ギレしてわめき立てる由加里。

　冗談かと思った。だが料理に関して、由加里はウソを口にしたことはない。どんなゲテモノ料理を作っても、それをストレートに言う。文字通り、辞書的な意味での確信犯なのだ。

　つまり、これは、紛まぎれもなく──

「ぶわッはラぁッ!?」

　一いつ斉せいに吹ふき出す、達哉、クララ、俊之。

「な、何てもの食わせるんだ由加里ィ!!」

「お、お父さんだって、魚の白子とか大好きじゃない!?」

「いや、それはそうだが──竿さおと玉は別物だ!!」

「黙だまってろ親父おやじ!!　ていうか由加里、年とし頃ごろの女の子がお○んち○とか口にするんじゃありません!!」

「お昼にあんな歌、平気で歌ってたお兄ちゃんに言われたくないもん!!」

　由加里の顔は、真っ赤だった。目め尻じりには、涙なみださえ滲にじんでいる。

「泣くくらいなら、こんなゲテモノつくるなよ！」

「だ、だって、スガモ屋のおじさんから勧すすめられたんだもん。外国のお客さんをもてなすなら、珍めずらしい食材があるって」

「また、あの腐くされ食材屋かぁ！　今度、事故で〈ダイダラ〉を突つっこませたろか」

　歯ぎしりしながら、物ぶつ騒そうな唸うなり声を上げる俊之。クララはもはや言葉も出せず、床ゆかでゴロゴロ悶もん絶ぜつしていた。

『なるほど、これはオチ○○ンというのか』

　日本語を理解できないアデリーナだけが、その喧けん噪そうの外にいた。件くだんの、酢の物の小鉢を手にして。

『おい、リーナ！　そいつは──』

　達哉の制止も間に合わない。アデリーナはその酢の物を口にすると、コリコリ音を立ててかじる。

『うむ、悪くないな。中々においしいぞ、オチ○○ン」

「────」

　そのアデリーナをヌボーッと見つめていた達哉の鼻び孔こうから、一筋の鼻血がしたたる。

『どうした、タツヤ』

「……いや、その、ゴチソーサマです」

「おいこらテメェっ!!　何想像しやがったぁッ!!」

　奇き妙みように平板な表情と声の達哉を、顔を真っ赤にしたクララは容よう赦しやなく蹴けたぐり回した。




　疾しつ風ぷう怒ど濤とうの夕食も、八時すぎには終わった。

「台風みてえな客だったな」

「すまん、親父。騒さわがせちまった」

　女性陣じんが風ふ呂ろに行ったため、妙みようにがらんとした居間。残された達哉と俊之は、差し向かいで座っていた。

（そういや日本に帰ってからも、親父とこういう風に話すのは初めてだな）

　何せ七月に渡と米べいした時は、殴なぐり合いの大おお喧げん嘩かまでやらかしたのだ。どうも気まずく、帰国してから今日まで、できるだけ俊之を避さけていた。
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　新学期前の諸もろ々もろで忙いそがしかったのは事実だが、それを口実にしていたのも、また事実だった。

　居い心地ごこち悪そうに身じろぎする達哉に、俊之はビールの瓶びんを向けた。

「ほら飲め」

「ん」

　手にしたコップに注がれたビールを、グビリと飲む。よく冷えている。

「ずいぶんと飲みっぷりが、よくなったじゃねえか」

「向こうで、色々とあったんだよ」

「ほー、色々とか」

　自分のコップにビールを注いだ俊之が、じろりと達哉をにらむ。

「じゃあ、色々と何があったのか、聞かせてもらおうか」

「お、おう！」

　達哉はコップのビールを飲み干すと、俊之の顔をじっと見返す。

「えーっと、まずだな、ロサンゼルスの空港に着いたんだよ。そこから飛行機を乗り換かえて、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の訓練キャンプまで──」

　この一月あまりの強きよう烈れつな経験を思い出しながら、ポツリポツリ話していく。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．キャンプでの、厳しい訓練漬づけの日々。

　突とつ如じよとして押しかけてきた由加里の騒そう動どう。

　最終テストの模も擬ぎ戦と、勝利。

　その時のビールの旨うまさ。

　それらを耳にしながら、俊之は何も言わない。何も言わず、ただ静かに達哉の話に耳を傾かたむけている。

「──それで、そのラシッドって国で王子さまにやらかしちまって、追っ払ぱらわれたんだ」

「なるほど」

　ようやく、それだけ答えた俊之は、タバコをくわえて火をつける。肺の奥まで煙けむりを吸い、盛せい大だいに吐はき出す。

「好きにしろ」

「え？」

「お前が決めた道だ。俺がどうこう言うことじゃねえよ」

「いいのかよ、親父」

　うなずく俊之。庭先から、虫の声が静かに響ひびいている。

「だが決めた以上、半はん端ぱは許さねえぞ」

　達哉が初めて見る、父の強い眼まな差ざし。気け圧おされながらも、視線はそらさず、しっかりとうなずく。

「お、おう」

　と、その時、風ふ呂ろ場ばの方から少女の声が響く。

「お父さーん、お兄ちゃーん、お風呂上がったよー！」

　由加里の声に、思わず顔を見合わせる父と息子むすこ。小さく吹き出した俊之が、灰皿にタバコの吸い殻がらを押しつける。

「話は終わりだ、達哉。ほら、とっとと行って、客人の寝ね床どこの用意でもしな」

「でも、親父」

「いいから早く行け」

「分かったよ」

　シッシッと追い払われ、達哉は立ち上がった。そのまま居間を出る直前、一度だけ振ふり返る。

「ありがとよ、親父」

「ハン、何を一丁前に言ってやがるんだ、バカ息子」

　障子がしまる。一人残された俊之は、最後のビールを飲み干した。無ぶ精しよう髭ひげだらけの赤ら顔に、嬉うれしそうな、だがどこか寂さびしそうな笑えみが浮うかぶ。

「男子、三日会わざれば何とやら──ってやつだな」




　アデリーナには、家の二階にある小さな空き部屋が、用意されていた。昼のうちに由加里が掃そう除じをすませており、後は寝しん具ぐを運びこむだけだ。

「クララちゃんは、あたしと一いつ緒しよのお部屋だからね」

「い、いいって！　アタシもリーナと一緒に寝ねるから！」

「ダメだよ、狭せまいんだから。さぁ、こっち──」

「うきゃぁーっ!!」

　まるで獲え物ものを捕とらえた土グモのような動きで、由加里はクララを自分の部屋に引きずりこんだ。

　心中で合がつ掌しようした達哉は、シーツやマットを抱かかえて立ち上がる。

『おーい、入るぞリーナ』

　寝具を抱えた体勢で、器用にノック。しかし、返事はない。三回ノックを繰くり返した後、足でドアを押し開く。

　部屋は、無人だった。大きく窓が開かれており、カーテンがはためいている。

「どこ行ったんだ、あいつ」

『──こっちだ』

　声は、窓の外から聞こえた。そこから身を乗り出し、達哉は呼吸を止めた。

　瓦かわら葺ぶきの屋根に、浴衣ゆかた姿のアデリーナが腰こしかけていた。

　白地に百ゆ合りの花模様を染めた、清せい楚そで気品のある造り。風呂上がりのため、そのまま自然に下ろした長い金きん髪ぱつが、夜風に揺ゆれていた。そんな無防備な格好で、火ほ照てった肌はだを晒さらしている。

「な、何やってんだよ、一体？」

　一いつ瞬しゆんでも見み惚とれてしまったことを誤ご魔ま化かそうと、咳せき払ばらいする達哉。

「君も来たらどうだ？　いい気持ちだぞ」

「飲んでもいないのに酔よっぱらったのか？」

　呆あきれたようにつぶやく達哉だが、その酔すい狂きように付き合うことにする。屋根の端はしを両手でつかみ、懸けん垂すいの要領で体を引き上げた。

　アデリーナの隣となりに、腰を下ろす達哉。シャンプーの甘く清潔な匂においが、ほのかに鼻孔をくすぐる。

　和装になれていないためか、乱れてまくれた浴衣のすそ。そこからのぞく、しなやかで真っ白なふともも──

「どうした、ずいぶんと呆ほうけているようだが」

「いや、その、あれだ。何だか、ずいぶんとバタバタした一日だったな、と思ってさ。あは、あはははは」

　釘くぎ付づけになった視線を慌あわててもぎ離はなし、笑ってごまかす達哉。夜よ闇やみに沈しずんだ多摩川の流れから、カエルの大合唱が響いてきた。

「ああ、確かにな。君の家族も友人も、面おも白しろい人たちだった」

　いつも一文字に引き結ばれているアデリーナの口元が、かすかに緩ゆるむ。

「今日は、楽しかった」

「────」

　二度目に見る、アデリーナの笑顔。月明かりに照らされた、柔やわらかく、儚はかなく、今にも消えそうな小さな笑みを、達哉はじっと見つめる。

「正直、君が羨うらやましい」

「え？」

「帰る場所も、待ってくれる人も、まだ君にはあるのだから」

「それは──」

　どういう意味だ、と聞きかけて、達哉は口を閉とざす。それは、聞いてはいけない気がしたのだ。

　アデリーナの灰色の瞳ひとみには、失った存も在のを想おもい、悼いたむ何かが、静かに揺れていた。
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「つまりだな、その、楓かえで──」

　途と切ぎれがちの言葉に、額ににじむ汗あせ。

　レンタカーの助手席で、達たつ哉やは携けい帯たい電話を手に懸けん命めいの弁明をしていた。

「急用で休むって、オノＤに伝えてくれって──」

『ちょっと何それ？　聞いてないんだけどタッくん』

「だから、本当に急な仕事でだな……」

　携帯越ごしに交かわされている幼おさな馴な染じみ同士のやり取りを、運転席のアデリーナは横目で見やる。

　後部座席では、クララがぐったりと横になっていた。

『大体、新学期早々の欠席とか、本当に大だい丈じよう夫ぶなわけ？』

「あ、ああ、大丈夫──だと、思う、まだ」

『出席日数が足りなくなったらどうするのよ。まさか、高校留年とか言わないよね？』

「その時はもう、中退でいいよ」

「おい新入り、お前人生なめてるだろ」

「…………」

　後ろからつっこむクララを、達哉はジロリとにらむ。

『聞いてるのタッくん？　大体ドムスだっけ、その会社でもタッくんまだ見習いなんでしょ？　もしそこへの就職がパーになったらどうするの？』

「それなら心配ないさ。こないだの初仕事で、砂さ漠ばくの王子さまに一ひと泡あわ吹ふかせてやったし」

「単に反則で退場食くらっただけなんだろ？」

「うるせえな!!　お前は黙だまってろよ！」

『ちょっとタッくん、その言いぐさは何よ!?　いくら私でも怒おこるけど！』

「あ、いやその、楓、お前じゃなくってだな……」

　すっかり混乱し、しどろもどろになる達哉。もう滅め茶ちや苦く茶ちやである。

『もう、しょうがないなぁ』

　受話器の向こうから聞こえる、半ばあきらめ混じりの嘆たん息そく。

『オノＤにはうまく言っておくから』

「すまん、楓」

　電話の向こうの幼馴染みに、頭を下げる。

『その代わり、私とケンちゃんにお土産みやげ買ってくること。いつもの変なペナントじゃない、ちゃんとしたのをね』

「え？　お前、何だよそれ？　ペナントいいだろペナント」

「つーかアメリカに観光地土産のペナントなんかねーっての」

　クララがポツリとつぶやくのと同時に、電話は切られた。

『カエデは何と言っていた？』

『別に』

　アデリーナの問いかけに、達哉はそっぽを向く。

『ずいぶんと口論していたようだな。心を許せる友人というのは、得え難がたいものだぞ』

『いや、そんなマジな話じゃないし、あまりきれいにまとめられても困るんだが……』

　さすがに先ほどまでの口論を通訳する気にもなれず、達哉はボソボソとつぶやく。

『そろそろ到とう着ちやくだな。準備しとけよ、新入り』

　後部座席で、よっこらしょと起き上がるクララ。その声に前を見やると、すぐ先に一群の建築物が見える。

　目的地である、恵え比び寿す重工の武蔵むさし野の工場だ。

『分かってるよ』

　気のない様子でうなずいた達哉は、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の制服の具合を確かめた。




　工場入り口のゲートで、アデリーナはＩＤカードを守衛に示す。話は通っていたらしく、車はスムーズに工場の敷しき地ち内に入る。

『待っていたよ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の諸君』

　駐ちゆう車しや場で車から降りた達哉たちを出で迎むかえたのは、一人の自衛官だった。温和な風ふう貌ぼうと物もの腰ごしの男性で、肩かたの階級章は一等陸りく佐さのものだ。

『世話になる、シモムラ大佐カーネル・シモムラ』

『こちらこそ、ケレンスカヤくん』

　やや訛なまりのある英語で答えた下村一佐は、アデリーナの差し出した手を握にぎり返す。と、その目が今度は達哉に止まった。

「君は、確か──」

「どーも、市いち之の瀬せ達哉です。その節はお世話になりました」

　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、ぞんざいに頭を下げる達哉。対する下村も、居い心地ごこち悪そうに咳払いをする。

「う、うむ。元気そうでなによりだ。本当にＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に入ったのだね」

「そりゃまあ、どっかのトチ狂くるったアホウがやらかしてくれたおかげで、元々ヤバかったうちの会社は崖がけっぷちギリギリですから。雀すずめの涙なみだの補ほ償しよう金きんじゃ足りないんで、しかたなく俺が出で稼かせぎするハメになりましてね」

「なるほど、そういうことなら──」

　訳知り顔でうなずいた下村が、不意に達哉の肩に手を置く。

「君、自衛隊に入らないかね」

「は？」

　いきなりの言葉に、達哉の目が点になる。

「自衛隊はいいぞ。身分は特別職国家公務員。給料は少しばかり安いかもしれんが、不ふ況きよう知らずで安定している。おまけに衣食住は全すべて隊で面めん倒どうをみるから、いくらでも貯金できるのだ」

「は、はぁ」

「君の実家は、建設会社だったな。任期の間に、必要な資格はあらかた取れるぞ。その気になれば、隊から通信制の大学で勉強することもできる。お父上の跡あとを継つぐつもりなら、大卒の資格はあった方が──」

「コラ、オッサン」

　完全に気け圧おされていた達哉を救ったのは、クララの声だった。

「アタシの目の前で、ウチの新入りにツバつけるとか、いい度胸してんな」

「ああ、その、失礼──クララ・マオ嬢じようでしたな」

　コホンと咳払いして、場を取り繕つくろう下村一佐。そこに、アデリーナが英語で言葉を重ねる。

『大佐カーネル、時間が惜おしい。例の場所に案内してもらいたいのだが』

『申し訳ない、ケレンスカヤくん。では、こちらへ』

　やや早足で歩き出した下村に先導され、達哉たちも歩き出す。

『タツヤ、連中の言葉を真に受けるなよ』

『へ？』

『兵士を徴ちよう募ぼする際には、色々と耳ざわりのよいことだけを並べ立てるものだからな』

『それって、うちの社長のスカウトもあまり変わってげぶっ!?』

　余計な一言を口にした達哉の額を、懲ちよう罰ばつのデコピンが打ち抜ぬく。

『社長への誹ひ謗ぼうは許さんと言ったはずだぞ、タツヤ』

「口は災わざわいの元ってヤツだな、新入り」

「て、てめえら……」

　勝手なことを言いながら先を急ぐ少女たちを涙目でにらみがら、達哉は内心で歯ぎしりする。

（本当に自衛隊にでも転職したろか……）




　下村一佐の案内で、工場を進む達哉たち。

　すでに話は通っているようで、行き合った工員や警備員たちからは何も言われない。さすがにパンクファッションのクララには、奇き特とくそうな視線が集まったが。

『ここだよ』

　工場の奥、厳重にロックされたゲートを潜くぐる。その向こうには、薄うす暗ぐらい闇やみがわだかまる広大な空間。

「おいおい、これじゃ何も見えね──うおっ!?」

　何の前まえ触ぶれもなくついた照明に、達哉の目がくらむ。そして、視界が戻もどった時……

「こいつは──」

　息を止める達哉。

『ほう』

　軽く目をみはるアデリーナ。

『なかなかのモンだな』

　口笛を吹ふくクララ。

　三者三様の反応で、倉庫の奥にそびえる鋼はがねの巨きよ影えいを見上げる。

「すげえ……」

　思わず達哉は声をもらした。

　そこに立っていたのは、一機のＡＳアーム・スレイブだった。

　おそらく、機体剛ごう性せいやペイロードを重視して設計されたのだろう。頑がん強きようなフレーム構造が、機体の外見からも見て取れた。それでいて鈍どん重じゆうさは微み塵じんも感じられず、青を基調とした鋭するどく引き締しまったシルエットをしている。

　さらに肩部と腰よう部ぶに外付けされたユニットが、まるで鎧よろい武者のような力強さと重じゆう厚こうさ、そしてある種の美を加えていた。

　破は壊かいと殺さつ戮りくを目的としながら、図はからずも芸術性を備えたある種の武具のような、危険で強きよう烈れつな魅み力りよく。それはまるで磁石のように、達哉の目を引きつけた。

「ステレオ式のカメラアイか、中々かっこいいな。肩のアレは、追加装そう甲こうかね？」

[image: ]

「だろーな。〈アーマード〉と──ホンモノのＭ９にも付いてたって、ママが言ってた」

「本物のＭ９って、何の話だ？」

「さあ、アタシにもよく分かんね」

　すっかり興奮して、あれやこれやと品定めを始めた達哉とクララ。アデリーナは軽くこめかみに手を当てて小さく首を振ふると、下村に向き直る。

『大佐、これがＡＳ─１なのか』

『ああ』

　誇ほこらしげに、下村はうなずいた。

『我が国初の、第三世代型ＡＳ。ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉だ。大切にあつかってくれよ』




『そのままー真まっ直すぐ！　そのままー！』

　工場の裏手に、クララの舌足らずな声が響ひびく。その指示に従った〈ブレイズ・レイヴン〉が、ＡＳ運うん搬ぱん用のトレーラーに向かってゆっくりと足を進める。

『もーちょい右！　そっちじゃない、アタシから見て右だって！』

『クララ、そんないいかげんな誘ゆう導どうでは困る』

〈ブレイズ・レイヴン〉のスピーカーから聞こえる、困こん惑わく混じりなアデリーナの声。ヘルメットと誘導灯装備のクララは、むうと首を傾かしげる。

『んじゃ、そのまま横になって──はいＯＫ！』

　それでも〈ブレイズ・レイヴン〉は危なげなく、トレーラーの荷台に横たわる。リーナが機体を離はなれると、待ち構えていた達哉の〈ダイダラ〉が、手早く〈ブレイズ・レイヴン〉を荷台に固定した。

『どうだね、ＡＳ─１の乗り心地ごこちは？』

『たったこれっぽっちの距きよ離りを歩かせただけでは、答えようがない』

　下村の問いに、アデリーナは生き真ま面じ目めな表情で首を横に振る。

『強しいて言うならば、レスポンスの敏びん感かんさが気になったかな。乗り応ごたえはありそうだ』

『それは頼たのもしい。それで、これがＡＳ─１の性能諸元だ』

　書類を差し出す下村。そこに、ちょうど〈ダイダラ〉から降りてきた達哉が、横合いからヒョイと首を突つっこむ。

「ほほう、どれどれ……って、あれ？」

　パラパラとめくられる書類。それにざっと目を通した達哉が、戸と惑まどいの声を上げる。

『自走速度が一八〇㎞／ｈに、跳ちよう躍やく高が三〇ｍ？　何だこりゃ!?　リミッター付き〈シャドウ〉以下じゃないか!?』

　唖あ然ぜんと、トレーラーに横たわる〈ブレイズ・レイヴン〉を見上げる達哉。横でクララもうなずいた。

『だよなあ。ぶっちゃけ機体が重すぎる。一一トンって何だよ？』

『うわ、そのくせパラジウム・リアクターの出力だけはバカ高いぞ!?　三四〇〇kW？　宝の持ち腐ぐされじゃないか』

　やいのやいのと言う達哉とクララ。そこで、アデリーナがポツリと口を開いた。

『肩のユニットだな。あれが、相当の重量になってる』

『そりゃそうだけど、あんなゴッツイ装甲つけてる割に、装甲防ぼう御ぎよ力は低いみたいだぞ。どういうこった？』

『うむ、確かにそうだ』

　達哉の指し摘てきに、アデリーナの切れ長の目が細まった。

『追加装甲ではないということか？　そう言えば、本体の肩に電力ケーブルのコネクトがあるな。あのユニットにも、電力を供給しているのか。電磁装甲？　いや、それにしては……』

　だんだんと、アデリーナのつぶやき声が低くなっていく。困惑しながらも、興味津しん々しんといった様子だ。

『そもそも、機体の設計思想が読めん。強きよう靭じんな機体構造と大出力のジェネレータという基本は分かるのだが、仕上がりがひどくチグハグだ』

『あー、ダメだなお前ら。ダメダメだ』

　不意に背後からかけられた、ひどくくせのある英語。達哉はそちらを振り返り、ギョッと目を剥むいた。

　その声の主ぬしは、とうてい堅かた気ぎには見えなかった。

　ひょろりとした長身の日本人男性だ。歳としは三十代の半ばで、痩やせぎすな険しい目鼻立ちの顔に浮うかんだ、どこか剽ひようげた笑えみ。その上、大量のピアスや指輪をジャラジャラと身につけている。

　そんな職業的自由業者じみた出いで立ちの中で、羽織ったヨレヨレの白衣が強烈な違い和わ感を放っていた。

『ロックじゃねぇな』

『……は？』

『そっちの嬢ちゃんはまだ見所があるが、坊ぼう主ずとちっこいのはダメダメだ。お前ら、全然ロックじゃねぇ』

　どうやら罵ば倒とうされているらしいのだが、達哉にはさっぱり意味が分からない。

（何でこんなチンピラが、こんな場所にいるんだよ？）

　下村の方を見やると、頭痛を抑おさえたような顔でこめかみを引きつらせていた。

「ずいぶんと遅おそいご到とう着ちやくだな、溝みぞ呂ろ木ぎ主任」

「おう、すまねえな、下村の旦だん那な」

　そのやり取りに、達哉は硬こう直ちよくする。

「あ、あの下村さん、主任ってまさか、あのチンピ──」

「ああ、よく分かるよ市之瀬くん。君の気持ちはよく分かるとも」

　まさか、と問い質ただす達哉を、下村は気の毒そうに見やる。

『彼がＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉の開発主任、溝呂木克かつ郎ろう博士だ。本来は恵比寿重工の所属だが、現在は技研に出向している』

『そこんとこヨロシク、ってな』

　ニヤニヤ笑う溝呂木。

（え、何このチンピラ？　これが本当に、ＡＳ開発の技術者？）

　すっかり困惑する達哉を尻しり目めに、溝呂木はもったいぶった様子で〈ブレイズ・レイヴン〉を語る。

『いいか、このＡＳ─１ってヤツはな──』

　トレーラーに積まれた〈ブレイズ・レイヴン〉の機体を、溝呂木は拳こぶしで軽く小こ突づいた。乾かわいた音が周囲に響く。

『ロッケンロールなんだよ!!』

『……ＲＯＣＫ[image: ’]Ｎ　ＲＯＬＬ？』

『違ちがう違う、ロッッッケンロールだ！』

　何が何だかサッパリ分からない。途と方ほうにくれた達哉は、助けを求めて仲間の様子をうかがう。

『ロックだあ？』

　なぜかクララは不ふ機き嫌げんそうに唸うなり、そしてアデリーナは──

『すまないが溝呂木主任。あなたの説明は少々感覚的過ぎて、内容を把は握あくしづらい。もう少し具体的な説明を求めたいのだが』

　バカ正直に、真正面からツッコンでいた。

『チッ、これだけ説明しても分からねえのか。やっぱ嬢じようちゃんもダメだわ。ロックじゃねえよ、お前ら』

（いつあんたが説明したんだよ）

　内心で唸る達哉たちのまえで、溝呂木は語り続ける。

『いいか、要するにロックってのはハートなんだよ。そしてハートってのはつまりソウルだ。ＯＫ!?」

『私は音楽論ではなく、このＡＳの仕様について尋たずねているのだが』

『あーもう、クソ!!　だからだな、この機体はクールというか、ホットというか、──いや、違うな。創造ではなくむしろ破壊、つまりデストロイ!?』

「溝呂木主任」

　とうとうたまりかねたらしい下村が、日本語で割りこんだ。

「すでに予定の出発時間を割りこみかけている。話は後だ。まずは〈ブレイズ・レイヴン〉をＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．へと確実に輸送することに専念してくれ」

「黙だまっててくれ一いつ佐ささん。俺は今、このロッキンポどもにロックってヤツを──」

「主任」

「チッ、分かったよ一佐さん」

　いかにも不承不承と言った様子で、ようやく溝呂木は口を閉じた。そのやり取りに、達哉は眉まゆをひそめる。

「あのー、下村一佐」

　ある可能性に気づいた達哉は、恐おそる恐る手を上げる。

「何かね、市之瀬くん？」

「そのですね、今のお話を伺うかがいますと、あの溝呂木って人が、ウチＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．まで、その……」

「ああ、それを忘れていた」

　疲つかれた顔でうなずいた下村が、英語で声を張り上げる。

『それとＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の諸君、今回の件では〈ブレイズ・レイヴン〉と共に、溝呂木主任にも同行してもらう』

「あー、やっぱりね」

　予想通りの答えに、達哉はガックリと肩かたを落とす。

『当然だろ？　俺以上にＡＳ─１を見れるヤツが、どこにいるっていうんだよ』

　ニヤニヤ笑った溝呂木の目が、クララの背負ったギターケースに止まる。

『お、何だ小っこいの？　生意気にギターなんか持ってんのか』

　クララの背中から、ひょいとギターケースを引ったくる。

『にょわっ!?』

「やばい!!」

　ギターケースの『中身』を思いだし、青くなる達哉。

『いいからちっと見せてみ』

　止める間もなく、溝呂木はケースのファスナーを下ろして中をのぞきこみ──

「…………」

　そのまま無言で、クララにギターケースを返す。

『やるな小っこいの。お前、中々ロックだな』

『ロックじゃねーよ、パンクだよ』




　ほぼ同時刻、北関東の自衛隊駐ちゆう屯とん地ち──

『お初にお目にかかります、キリガヤ議員。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社ＡＳ教導課第三班班長の、ダグラス・バクスターです』

　案内された応接室で、バクスターは深々と頭を下げた。かたわらのベルトランとカルロスも、それにならう。

『そう、かしこまらないでくれたまえ』

　衆議院議員の霧きりヶが谷や大だい樹きは、流りゆう暢ちような英語で答えた。

『中東の──ラシッドからの帰りらしいね。わざわざすまない』

『いえ、仕事ですので。おっと、こいつはすいません』

　加か賀が見み秘書の淹いれたコーヒーを、バクスターたちはありがたくいただく。

『先ほど、うちの若い連中から連れん絡らくがありましてな。例の機体、ＡＳ─１の受領は、無事に終わったそうです。──ベル』

『はい』

　バクスターにうながされ、ベルトランは霧ヶ谷の前で手帳を開いた。そのまま、細かいスケジュールの説明を始める。

　ちなみにカルロスは、先ほどから意味ありげな視線を、加賀美秘書に送っていた。

『なるほど、では君たちの乗ってきたあの輸送機で、ＡＳ─１も運ぶのだね』

　窓の外、滑かつ走そう路ろに止まっている古ぼけた大型輸送機を見やり、霧ヶ谷は言った。

『ええ。補給や整備がありますので、出発は明日になりますが』

『そちらの便べん宜ぎまではかっていただき、感謝しています』

　再びそろって一礼する、ベルトランとバクスター。

　ちなみにカルロスは、加賀見秘書への無言のアプローチが完全無欠に黙もく殺さつされたため、すっかりふてくされてだらしなくソファーの背にもたれかかっている。

『ところで霧ヶ谷議員、今さらですが、本当によろしいのですか？』

『何がだね？』

『今回の件ですよ。日本製の試作ＡＳを海外のＰＭＣわれわれに託たくしたことが表おもて沙ざ汰たになれば、スキャンダルになりかねないのでは』

『ああ、そのことかね』

　バクスターの懸け念ねんに、霧ヶ谷は苦く笑しようで答える。

『大だい丈じよう夫ぶ、幾いく重えにも保険はかけている。何より書類上だと、〈ブレイズ・レイヴン〉はＡＳではないのだからね』

『……は？』

　一いつ斉せいに目を丸くする、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の面々。カルロスまでもが、むくりと起き上がった。

『ＡＳでは、ない？　それでは、一体？』

『それはもちろん重機だよ。あれは日本が開発した、パラジウム・リアクター駆く動どう式の大型重機で、それをテストとして君たちに預ける──そういうことになっている。その証しよう拠こに〈ブレイズ・レイヴン〉には一いつ切さい、武装は積まれていないからね』

『……確かに〈ブレイズ・レイヴン〉に、固定武装はないようですな。火器管制装置ＦＣＳは、しっかりと最新のものを積んでるようですが』

　霧ヶ谷がこね上げた、とんでもない屁へ理り屈くつの強弁。バクスターは、スキンヘッドに浮かんだ汗あせをぬぐう。

『当然だが、君たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がその「重機」をどう使おうと、私の関知するところではない。以上だ』

『屁理屈にもほどがあるだろ、オイ』

『その理論を援えん用ようすれば、同じく固定武装をもたない〈シャドウ〉も重機ということになりますが』

　うんざりと呻うめくカルロスに、何やら考えこむベルトラン。

『分かりました。そういうことでしたら、遠えん慮りよなくその重機を預からせていただきます』

『頼たのむよ。存分に使ってくれたまえ。何なら、ＷＡＭＦの大会に出しても構わんよ』

　心底から満足そうに、霧ヶ谷は笑った。

「それにしても加賀見くん」

「何でしょうか、先生？」

「これだけの保険をかけたのだ。やはり名前は、〈サムライイレブン〉でも構わなかったのではないかね？」

「もう決まったことですから、先生」

（……サ、サムライ？　イレブン？　何の話だ？）

　日本語での霧ヶ谷と加賀見秘書のやり取り。そこから聞き取れた単語に、バクスターは首を傾かしげた。




　同時刻、アメリカ合衆国東海岸のジオトロン・エレクトロニクス本社──

「あの男──ミハイロフから連絡が入りました」

「そうか」

　最上階の会長室。腹心の部下であるモーガンの報告に、ＣＥＯのカニンガムはうなずいた。

「ペリカンが飛び立つのは、現地時間で明日の早朝のようです」

「…………」

「今ならまだ間に合いますが、会長」

　何が、とはたずねない。しばし押し黙った後、カニンガムは首を横に振ふる。

「目的のために、手段を選ぶ必要はない」

　ピシャリと、何かを断ち切るような、強い語調。

「今時、初歩のマキャベリズムですか？　確かに一理はありますが……」

　モーガンのつぶやきは、カニンガムには届かなかった。




　　　　２




　兵士にとって、待つことも大切な任務だ。

　現代戦において、前線で実際に砲ほう火かが交かわされる時間は、驚おどろくほどに短い。その短い時間に備え、輸送や補給のために長い時間が費やされる。

　そのために兵士は、その長い待ち時間においても心身のコンディションを保つため、さまざまな『暇ひまつぶし』を行っている。

　というわけで、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の輸送機のキャビンでは──

「リーチだ！」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．男性陣じん（達哉、バクスター、ベルトラン、カルロス）による、カード麻雀マージヤン大会が開かい催さい中だった。

　格納庫では、ラシッド帰りの〈アーマード・ガーンズ〉に加え、日本で載のせた〈ブレイズ・レイヴン〉が駐ちゆう機き姿勢を取っている。ちなみに〈ブッシュマスター〉は、整備課のメンバーたちと共に別便で一足先に戻もどっていた。

　三機の第三世代型ＡＳアーム・スレイブを背景にした半はん荘チヤンというシュールな光景の中、勝負所にバクスターが吼ほえる。

「よし、ド高め一発ツモ！」

「げ、ここで三枚切れの四萬スーマンをツモるのかよ、旦だん那な」

「引きの強さはさすがですね、くっ」

「リーピン一発ツモ三色ドラに、裏も乗って四〇〇〇八〇〇〇だ」

「親かぶりだよ、くそ」

　あっさりと親番を蹴け飛とばされ、達哉はガックリとうなだれた。




　次局──

「カンして、リンシャン……おや、ツモったぜ」

　カードを引いたカルロスが、ニンマリ笑う。続くドラ表示のカードに、残る三人は目を見張った。

「新ドラがそっくり乗っただと？　おい、カルロス──」

「サマなんぞしてねーよ。悪いな、親のハネ満まんだ。六〇〇〇オールな」

「相変わらず、頭を使わない麻雀をしますね、あなたは」

（ぜ、全然あがれない……）

　残り少なくなった点棒に、達哉はダラダラと脂あぶら汗あせを流した。




　次局──

（よし、きたきた）

　ようやくのチャンス手に、達哉は内心で拳こぶしを握にぎる。面前での混一ホンイツに、役やく牌はいと、ドラの雀ジヤン頭とう。ハネ満、いやリーチをかけて裏が乗れば、倍満も狙ねらえる。

「通らばリーチ！」

「申しわけありませんイチノセくん、ロンです」

「何ですとぉーっ!?」

　だが起死回生の一手は、対面トイメンの冷れい徹てつな声にさえぎられた。

「おいおい、その手でチャンタかよ」

「テンパイの気配すら、感じられんかったな」

「分の悪い賭かけは好みませんので。上がれる時は、確実に上がらせてもらいます」

「…………」

　タツヤ　は　はいに　なつた




「しかしまた、なぜに麻雀？」

　少し離はなれたシートで、ＡＳ─１開発主任の溝呂木は、首をひねっていた。

「普ふ通つうこういう場合は、トランプあたりじゃないのか？」

「そうだな、説明しようドクター」

　向かいのシートに座っていたアデリーナが、ピッと指を立てる。

「我が社の創設者の一人が、この手のゲームを好んでいてな。おかげで我が社でテーブルゲームと言えば、マージャンかハナフダが相場になっている」

「ほー」

　気のない声で、答える溝呂木。

「おぉぉい、リーナぁ」

　クシャクシャになった達哉が、フラフラと流れてきた。

「頼む、五〇〇ドル……いや、三〇〇ドルでいいから貸してくれ。絶対、倍にして返すからさ」

「断る」

　ダメ人間そのもののセリフを、アデリーナは一言で断ち切った。

「そんなこと言うなよ。こないだのカルロスとの勝負じゃ、お前を儲もうけさせてやったじゃないか。な、な、二〇〇ドルでいいって」

「…………」

「ほら、ゲーセンで一〇〇〇円貸しただろ？　その分ってことで一〇〇ドル。どうだ？」

　もはや返事すらしないアデリーナに、必死に取りすがる達哉。溝呂木とクララは、顔を見合わせて首を振る。

「だめだな、あの坊ぼう主ず。やっぱロックにはほど遠いわ」

「同感。全然パンクじゃねえ」

　そこに、カルロスが声をかける。

「おーいミゾロギのセンセイ、そこのガキが潰つぶれて一人欠けなんだが、ちょいと遊ばねーか」

「ほう、いいねえ」

　挑ちよう発はつ的なニヤケ笑いを向けられ、溝呂木は立ち上がった。太い指輪がはまった指を、コキコキ鳴らす。

「牌をつまむのはひさしぶりだな。楽しませてもらうか」

「お手て柔やわらかに頼む、ドクター・ミゾロギ」

　応じたバクスターが、不意に言葉を切る。機内電話に、通話が入ったのだ。

「俺だ──ああ──なんだと？──了りよう解かいした」

　むうと唸うなりながら、バクスターは通話を終えた。

「どうしました、ダグ？」

「トラブルだ。うちのキャンプで、訓練生の一人がヘマやらかしてな。迫はく撃げき砲ほうの演習中、滑かつ走そう路ろのド真ん中に実じつ弾だんを撃うちこんだらしい」

「……一体、何をどうしたら、そんな事故が起こるのだ？」

　生きる屍しかばねと化した達哉を踏ふみにじりながら、アデリーナが首を傾げる。

「サッパリだ。幸い、怪け我が人は出なかったようだがな。だがおかげで、キャンプの飛行場には降りられん」

「へえ、そいつは一大事だな。どうするよ、旦那」

　ちっとも深刻じゃなさそうなカルロスを、バクスターはにらんだ。

「ＬＡ近くの飛行場を押さえている。キャンプからも、迎むかえのヘリを出すそうだ。そこで乗り換かえだな」

　言うなりバクスターは立ち上がると、操縦席へ続く狭せまいハシゴへと、巨きよ体たいを潜もぐりこませる。機長たち乗員と直接、打ち合わせをするためだ。

「頼んだぜー、っと」

　ひょいっと身軽な仕草で、シートから立ち上がるクララ。

「それじゃダグも抜ぬけたこったし、アタシが入るよ」

　少女のギラリとした笑え顔がおに、ベルトランとカルロスの顔が引きつった。




「ちゅう、ちゅう、たこ、かい、な、と」

　ロサンゼルス近きん郊こうの民間飛行場。着陸した輸送機の中、クララはホクホク顔でドル札を数えている。

「中々やるな、小ちっこいの」

「おお、センセイも大した腕うでだな。今度また握ろうぜ」

　コツンと拳を打ち合わせる、クララと溝呂木。カルロスとベルトランは、二人を忌いま々いましそうににらむ。

「くそ、タツヤの野や郎ろうから毟むしった金、ほとんど上前はねられちまった」

「悪銭身につかず、とは言いますが」

　一方、真の負け犬は床ゆかにへたりこんでいた。

「一〇〇〇ドルもスッちまった……一〇〇〇ドル」

　スッカラカンの財さい布ふを抱かかえてブツブツつぶやく達哉。

「いいかげんにしろ」

「グハッ!?」

　容よう赦しやなくアデリーナのデコピンが炸さく裂れつし、達哉はひっくり返った。

「班長は、ヘリのパイロットと打ち合わせ中だ。私たち三人でＡＳを運ぶぞ」

「……了解」

　ようやく、ノロノロと立ち上がる達哉。

「私とカルロスでＭ９を運ぶ、タツヤ、お前は〈ブレイズ・レイヴン〉だ」

　言われた通り、〈ブレイズ・レイヴン〉に乗りこむ。すでに溝呂木がＡＩに達哉のデータを入力していたため、問題なく機体は起動した。

「各種チェック終了、全関節のロックを解除だ。バイラテラル角は３な」

《了解、オシラ４》

　油圧ウインチが作動し〈ブレイズ・レイヴン〉を搭とう載さいした荷台が、滑走路に下ろされた。貨物作業員ロードマスターの指示に従い、固定が解かれた機体を立ち上がらせる。

　滑走路の向こう側に、古びた二機の大型ヘリが見えた。ＣＨ─53系列のＡＳ輸送ヘリで、改装された貨物室には二機のＡＳを搭載できる。

『おい、小こ僧ぞう！』

　ヘリの前に立つバクスターの大声を、機体のマイクが拾った。
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『そいつは右の一号ヘリに載せろ！　Ｍ９は二機とも二号ヘリだ！　いいな』

「りょーかい」

　まだ気合いの抜けた声で答えると、達哉の操縦する〈ブレイズ・レイヴン〉は、ヘリの貨物ハッチに向かった。




　静せい謐ひつな闇やみの中、三さん条じよう菊きく乃のは微睡まどろんでいた。

　照明を落とされた暗く狭い空間。全身を拘こう束そくする冷たい機械仕じ掛かけ。だがそれらは菊乃に、ある種の奇き妙みような安らぎをもたらしていた。

　そう、まるで母の胎たい内ないに抱だかれているような。

『ステファン・イリイチから連れん絡らくがあったよ、姉さん』

　静せい寂じやくを破ったのは、よく聞き慣れた声と、ＬＥＤの明めい滅めつだった。弟である旭あきらからの通信に、菊乃は意識を浮ふ上じようさせる。

「小お父じさまは何と？」

『読み通りだ。ペリカンはＬＡ近くの空港で乗り換えた。進路も、予想通り』

「そう」

　うなずいた菊乃の脳のう裏りに、周辺の地図が浮うかぶ。

「なら狩かり場は、ポイント３にしましょう」

『了解した。急ごう姉さん』

「ええ、目覚めなさい」

《了解ラージヤ》

　菊乃の指示と共に、周囲には光が満ちた。

　様々な計器類が激しく瞬またたき、ＡＩの報告が響ひびく。最後に正面スクリーンが点灯し、険しい山中の森林を映し出した。

　菊乃が乗りこんだＡＳアーム・スレイブが待機モードを解除する。重厚な鋼はがねの巨体が、ゆっくりと身を起こす。

「マスターモードを４に。行きましょう」

　先ほどまでの静けさを、ほんの少しだけ名残なごり惜おしく思いながら、菊乃と愛機は素す早ばやく駆かけ出した。
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　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のメンバーとＡＳを乗せ、二機のヘリは東へと飛ぶ。

　ヘリから見下ろす地上の光景は、いつしか人気のない山さん岳がく地帯となっていた。程ほどなく、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の総合訓練キャンプに到とう着ちやくするだろう。

「～～～～♪」

　一号ヘリのキャビンで、クララはご機き嫌げんだった。

　鼻歌交じりに愛用のボルトアクションライフルを分解し、パーツの一つ一つを磨みがき上げ、丁てい寧ねいに油を差して組み立てる。

　いい加減、達哉も見慣れた光景だが、やはり初見では奇妙な光景なのだろう。溝呂木は、しきりに感心している。

「やるな小っこいの。やっぱりロックだわ」

（ひょっとして、何にでもロックってつければいいと思ってるのか、このセンセイ）

　どうも納なつ得とくがいかない、といった様子の達哉。後、納得できないと言えば──

「なあ班長」

「ん、どうした？」

「クララだけどさ、あんなに小さいうちから銃じゆうを持たせていいのかよ？　子供の兵隊とか、反則だろそういうの」

「ああ、そのことか」

　苦く笑しようするバクスター。

「確かにクララはうちでライフルを練習しているが、兵士としての訓練をしてるわけではない。大体、それならあんな服装はさせんよ」

「そういやそうだな」

「戦場でなくとも、銃の腕を生かす道はある。スポーツとしての射しや撃げき競技のようにな。折角の才能だ、クララがその道に進みたいのならと、社長も黙もく認にんしている」

　それに、とバクスターはつけ加えた。

「あの子に初めて銃を教えたのは、父親でな」

「例の、社長と三回離り婚こんしたって人？」

「そうだ。あのライフルも父親からのプレゼント。きっとクララにとってはあの銃が、会えない父親の代わりなのかもしれん」

「……なるほど」

　今まで無言で聞いていた溝呂木が、小さくうなずいた。痩やせぎすで狷けん介かいな印象の顔には、内心の感情の揺ゆれが浮かんでいる。

「こら、何を勝手なこと語ってんだ、ダグ!!」

　顔を真っ赤にしたクララが、両手をブンブン振ふり回してわめく。

「べ、別にアタシは、あんなカイショーナシのパパなんて、いてもいなくてもどうでもいいんだからな！　さみしくなんてないぞ!!」

　それを見た溝呂木は、そっと目め頭がしらを押さえる。

「チクショウ、泣けるじゃねえか。ロックだな」

「それって浪花なにわ節ぶしじゃね？」

　ゲンナリしながら、小さな声でボソボソつぶやく達哉。やはり溝呂木のこういうノリにはついて行けない。

「ていうか、そもそも感動するとこなのかよ、そこは？　親子の絆きずながライフルとか、殺さつ伐ばつとし過ぎて──あれ？」

　突とつ如じよとしてヘリの機内に鳴り響いたアラートに、達哉は顔をしかめた。バクスターが、前方の操縦席に身を乗り出す。

「どうした!?」

「ちょっと待って──ああ、何だ。レーダー警戒装置ＲＷＳの誤作動ですよ、バクスター班長」

　ヘリのパイロットが、ほっとした声で答えた。

「このオンボロ、海兵隊からの払はらい下げですからね。ほとんどの電子兵装は取っ払われてるんですが、なぜかＲＷＳだけは生きてまして」

「ＲＷＳに反応だと？　ロックオンされたのか!?」

「いやだから、誤作動ですって。大体、合衆国本土ステイツのど真ん中で、誰だれがそんなマネをするんですか？」

　焦あせるバクスターと対照的に、のんびりと答えるヘリのパイロット。と、アラート音がさらに強く鳴り響く。

「おや、ついにミサイルまで撃うたれたようですね。ははは」

「笑っている場合か、バカ者!!」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるバクスター。その様子があまりにもおかしくて、つい達哉まで吹ふきだしてしまう。

「おいおい、それじゃこのヘリがドッカンかよ。こいつはいいや。ドッカ──」

　激げき烈れつな轟ごう音おんと、真っ赤な閃せん光こう。ヘリの後部で爆ばく発はつが起こったのは、正にその瞬しゆん間かんだった。




「何だ、あれは……」

　後続の二号ヘリのキャビン。目にした信じられない光景に、アデリーナは絶句した。

　先行する一号ヘリ、その機体尾び部ぶが突とつ然ぜん、火を噴ふいたのだ。機体に大穴を開けられ、テールローターを失ったヘリは、そのままフラフラと落下する。

「事故なのか？　いや」

　エンジンも燃料タンクも積んでいないヘリの尾部が、機体のトラブルで火を噴くなどまず考えられない。あきらかに外的な要因だ。

　それに、あの爆発のパターンは──

「まさか、地対空ミサイルＳＡＭ？」

　愕がく然ぜんとしたアデリーナの眼前で、一号ヘリが不時着した。ちょうど木々が途と切ぎれた緩ゆるやかな斜しや面めんに、勢い余って地面を削けずりながら着地。衝しよう撃げきで大きく揺れるものの、転てん倒とうは辛かろうじて免まぬかれたようだ。

　固かた唾ずを飲むアデリーナ。だがヘリの乗員は、誰だれ一人ひとりとして姿を現さない。

（クララ、班長──タツヤ）

　仲間の安否を気づかうアデリーナ。と、唖あ然ぜんとしていたヘリのパイロットが、コレクティブレバーを下げた。

「何てこった」

　墜つい落らくした一号ヘリを救助するため、二号ヘリが降下を開始したその矢先だった。血相を変えたカルロスが怒鳴る。

「ヘリの高度を落とすな!!　喰くわれるぞ!!」

「カルロス──まさか!?」

　その切せつ迫ぱくした声に、言わんとすることを察したベルトラン。カルロスは、さらに声を張り上げる。

「いいから急げ！　狙ねらわれてるぞ!!」

「あ、ああ」

　カルロスの剣けん幕まくに押されて、パイロットがレバーとラダーペダルを操あやつる。ヘリの高度が、再びぐっと上がった。

「まだ俺がコロンビア軍にいたころだ。ゲリラ狩がりの最中に反撃を食らって、味方のヘリが落とされた。ちょうどあんな具合にな」

「今のが何者かの、攻こう撃げきだと？」

「ああ」

　うなずくカルロスに、アデリーナも同意した。

「ベル、私もカルロスと同じ意見だ」

「……なるほど」

　うなずいたベルトランが、コクピットに向き直る。

「探さぐれますか？」

「無理を言わないでくれ、ベルトラン。このヘリは軍の払い下げだが、ポンコツの輸送用だ。ろくなセンサを積んでないんだぞ」

「確かに」

　うなずいたベルトランが、アデリーナとカルロスを見やる。

「二人とも、Ｍ９に乗ってください。機体のセンサで、周囲を索さく敵てきします」

「だがよベル、この状態でどうするよ？」

　二機の〈アーマード〉を親指で示すカルロス。

　それぞれ肩かたを床ゆかに、背を側そく壁へきにつけた状態で、向かい合うようにして厳重に固定されている。身動きするのも困難な状態だ。

「Ｍ９を固定したまま荷台を動かし、頭部のみを機外に出します。とはいえヘリの構造上、一機しかできませんが」

「マジかよ、無茶苦茶だな」

　顔をしかめるカルロスと対照的に、アデリーナはうなずいた。

「私がやろう」

「お願いします。カルロス、あなたも万一に備え、Ｍ９に乗ってください」

「へいへい」

　アデリーナとカルロスは、それぞれ〈アーマード〉に駆け寄よった。

　固定された降着姿勢の機体をよじ登り、コクピットに身を沈しずめるアデリーナ。操縦服に着き替がえる余よ裕ゆうはないため、制服のままだ。剥むき出しのふとももに接するマスター・スーツの感かん触しよくは、ひどく冷たい。

　次々と進んで行く、Ｍ９系列機共通の起動シークエンス。パラジウム・リアクターに火が点ともり、機体を制せい御ぎよする車載電子機器ウエトロニクスが目覚める。衛星回線を通じ、アデリーナ用のＡＩがダウンロード──完かん了りよう。

「カラマーゾフ、マスターモード４だ。ＥＣＣＳを含ふくめた、全すべてのセンサをアクティブで起動」

《了解ラージヤ》

　無機質な合成音声とほぼ同時に、ヘリのハッチが開いた。アデリーナ機を載のせた荷台がレールを滑すべり、ヘリの外にせり出す。

　ちょうど機体の頭部がのぞいたところで、荷台の動きが停止。乱気流に揺さぶられながらも〈アーマード〉は可動限界まで首を巡めぐらせ、一五〇〇メートルの高度から地上を見下ろす。

「これが限界か、やはり視界が極きよく端たんに狭せまいな」

　メインスクリーンと各種の表示を素す早ばやく確かく認にんしながら、アデリーナは切れ長の両目を鋭するどく細めた。

『どうですリーナ、見えますか？』

　通信機から聞こえる、ベルトランの声。

「このままヘリを、８の字に蛇だ行こうさせてくれ。視界が取れない」

『了解』

　パイロットの返事と同時に、ヘリが旋せん回かいする。見る見る流れていく眼下の光景。

「敵が潜ひそんでるとすれば、あの一帯だが……」

　注意深く地上を探査するアデリーナの目が、スクリーンの一角に止まる。

　木々が密集した斜面。巧こう妙みように偽ぎ装そうされているが、あれは──

「まさか。いかん、ベル──」

　アデリーナの警告をさえぎるかのように、〈アーマード〉のコクピットにアラートが鳴り響ひびく。

《ミサイル警報。方位二─二─五、距きよ離り一二、アクティブホーミング》

『南西──右ですか』

『マジかよ！』

　通信機越ごしに聞こえる、操縦席の声。輸送ヘリの巨きよ体たいが、懸けん命めいの回かい避ひ行動を取る。

『くそ、避よけ切れん！』

　パイロットの呻うめきと同時に、ヘリの機体が激しく揺ゆれる。だが、覚かく悟ごしていたほどの衝撃はない。

『食らったか!?』

『一番エンジン停止、二番火災発生──三番エンジン油圧低下』

　カルロスの怒鳴り声に、パイロットは辛うじてまだ冷静な態度で答える。

『くそ、ダメだ。オートローテーションで不時着を試みる』

　たとえ動力が停止しても、ヘリは直すぐには墜落しない。機体の降下で生じる空気の流れを利用してメインローターを回し続け、ある程度の揚よう力りよくを得ながら緩やかに着陸することができるのだ。

　無論、機体の高度や速度によっては、その余裕もなく墜落することもあり得る。だが今回はカルロスの警告で高度を十分に取っていたのが幸いした。

「ベル、敵を発見した。ＡＳアーム・スレイブだ。偽装しているが、間ま違ちがいない」

『ＡＳ？　待ち伏ぶせですか？』

　降下するヘリの中、アデリーナの報告に息をのむベルトラン。

『だとすれば、キャンプの滑かつ走そう路ろ事故も仕組まれたものだと？　ならば、狙いは──』

　その怜れい悧りな視線が、墜落した一号ヘリに向けられる。

『くそ、どこのどいつだ？』

『カルロス、リーナ、ヘリから降ろします。迎げい撃げきを』

　ベルトランの指示に、カルロスは鼻白んだ。

『おいおいベル、こっちは丸まる腰ごしなんだぞ？』

『三番コンテナを！　単分子カッターと、実じつ弾だんを装そう填てんしたハンドガンを積んでいます』

「何？」

　徐じよ々じよに落ちていく、ヘリの高度。時間の余裕はない。アデリーナの〈アーマード〉は腕部のロックを外すと、指定されたコンテナに手を伸のばす。

「これか」

『七月のニイガタで、あんな事件があった後ですからね。社長の指示で万一に備えて用意したのですが、まさか本当に使うことになるとは』

　ベルトランの苦い声を聞きながら、アデリーナとカルロスの〈アーマード〉は、武装を手に取る。

「パラシュート抜ぬきの自由落下か。行けるか、カルロス？」

『誰だれに言ってるんだよ』

　答えるカルロスの声も、さすがに緊きん張ちようしていた。

　現在、ヘリは三〇〇メートル前後まで降りている。ここからパラシュートなしで飛び降りても、着地の衝撃で粉々だ。だが悠ゆう長ちように高度が下がるのを待っていれば、地上の敵から狙い撃うちにされる。

　それらのメリットとデメリットを計算すれば──

『高度一二〇メートルで、降下を願います』

『マジかよベル。キツイな、おい』

「妥だ当とうな数字だろう」

　見る見る下がる、高度計の数字。一五〇、一四〇、一三〇、今だ！

「行くぞ」

　機体のロック解除。短い声と共に、アデリーナの〈アーマード〉は空中に放ほうり出された。

　わずか数秒の浮ふ遊ゆう感。先ほどまでとは比ひ較かくにならない速度で迫せまり来る地表。人間のサイズに直せば、八階建てのビルから飛び降りたようなものだ。ジャイロをはじめとする計器類をにらみながら、懸命に姿勢を制御。辛うじて機体のバランスを保つ。

　着地。

「クッ!!」

　落下の衝しよう撃げきが、Ｍ９とアデリーナを貫つらぬく。全身を激しくシェイクされ、呼吸すらままならない。

　最大限に伸しん張ちようした衝撃吸収システムと人工軟なん骨こつユニットが、三〇Ｇの負荷を辛かろうじて受け止めた。瞬しゆん時じに蒸散した衝撃吸収剤ざいが、削けずられた土ど砂しやと共に高く高く舞まい上がる。

《着地時の衝撃荷か重じゆうによって、右足首の人工関節ユニットにクラックが発生。クラス２の損傷》

「クラス２か」

　ＡＩの報告。人間に例えるなら、足首を捻ねん挫ざしたようなものだ。致ち命めい傷しようにはほど遠いものの、戦せん闘とう機動には制約がかかる。

「カルロス！」

「おう、来るぞリーナ！」

　山肌の一画で、身を起こす二つの巨大な影。様々な偽装が施された迷彩シートをかなぐり捨てて立ち上がる。

　今の今まで身を隠していたＡＳが、その姿を現したのだ。

　Ｍ９系列機や〈シャドウ〉に比べ、一回り大きな機体だ。両腕うでがまるで類るい人じん猿えんのようにだらりと長い。頭部で明めい滅めつする四つの光学センサは、ある種の昆こん虫ちゆうを思わせる。
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『あれは確か、Rk─02……だったか？』

　通信機から聞こえるカルロスの声に、アデリーナはうなずいた。

「ああ、西側の呼び名だと、〈セプター〉だな」




　ヘリから飛び降りた〈アーマード〉の姿は、当然ながら〈セプター〉からも見えた。狭いコクピットで、菊乃は通信機越しに弟へと呼びかける。

「久しぶりに楽しめそうね、旭」

『あのね姉さん、これがビジネスだってこと、分かってるよね？』

　ぼやき声で答える旭。機体の背から空になったミサイルランチャーをパージし、長大なガトリング砲ほうを構え直す。

「あら、でも仕事を楽しめる──それこそ潤うるおいのある人生ではないかしら？」

　菊乃の〈セプター〉も、両の手にそれぞれ大型単分子カッターを構えた。

　イスラエル兵器工廠製ＩＭＩ〈クリムゾン・エッジ〉単分子カッター。まるで山刀マチエツトのような肉厚の刃やいばを交こう叉ささせ、彼女の機体は身をかがめる。

　姉弟きようだいの乗る〈セプター〉は、Rk─92〈サベージ〉を生んだリャカ設計局の手による第三世代型ＡＳだ。開発直後にソ連が崩ほう壊かいしたため、その影えい響きようで生産機数は少ない。

〈サベージ〉の成功にならい、信しん頼らい性や整備性を重視した機体だ。丸みを帯びた太めの胴どう体たいと、無骨でシンプルな構造の手足は、かの名機の血筋を感じさせる。

『仕事を趣しゆ味みにするのは、あまり感心できないけどね』

　言うなり旭が、ガトリング砲のトリガーを引いた。モーター音と共に七連装の砲身が回転、怒ど濤とうのように三〇ミリ砲ほう弾だんをまき散らす。

　二機の〈アーマード〉は、左右に跳ちよう躍やくして回避。

「あら、中々によい反応ですね」

　分断されたうちの一機に、菊乃の〈アーマード〉は悠ゆう然ぜんと向き直った。左右の単分子カッターを、逆手に構える。

「あの方が、アデリーナさんでしたらよろしいのですけど」




「マスターモード１。行くぞ、カラマーゾフ」

《了解》

　アデリーナの指示に従い、〈アーマード〉の機体に力がみなぎる。

　装備は二五ミリのＡＳ用ハンドガンと、小型の単分子カッターが一つずつ。第三世代型ＡＳ相手では心もとない武装だが、やってやれないことはない。

（ペイント弾と訓練用カッターよりは、はるかにましだ）

　不時着に成功した二号ヘリをズームする。ベルトランやパイロットたちが脱だつ出しゆつしていた。

『最悪だ。これって特別ボーナスは出るんだろうな、おい』

「知るか。生き延びたら自分で社長に掛かけ合え」

『ち……ここで首しゆ尾びよくトンズラできても、もしクララを見捨てたことがばれたら、社長から絞しめ殺されるよな』

　グチりながらも、カルロスの〈アーマード〉はハンドガンとカッターを構える。ようやく、腹をくくったようだ。

《接近警報》

「来たか」

　ＡＩの報告。スクリーンには、両手の単分子カッターを構えて迫り来る、〈セプター〉の姿が大きく映し出された。




　　　　４




　どこか遠くから、音が聞こえた。

　重く激しく響ひびき渡わたる、雷らい鳴めいのような重低音の連なり。

（うるさいな、何だよ一体……）

　ゆっくりと達哉は目を開く。まず目に映ったのは、ヘリの天てん井じようだった。

（あれ、何で俺、寝ね転ころがってるんだ？）

　当然の疑問。それに何だか息苦しい。胸の上に、何かが乗っかっている。

（何だこりゃ？）

　そちらを見やる。達哉の体の上で、小さな子供がひっくり返っていた。

「……クララ？」

　クララは、完全に意識を失っていた。

　いや、彼女だけではない。傾かたむいた冷たいヘリの床ゆかに投げ出された、動かないいくつもの人ひと影かげ。そしてその向こうにひざまずいたＡＳアーム・スレイブ──〈ブレイズ・レイヴン〉の巨大な姿。

「────!?」

　瞬時に、達哉の意識は覚かく醒せいした。ガバリと上体を起こす。

「──うっ!!」

　体中のあちこちが痛む。顔をしかめながらも、達哉はヘリの内ない壁へきに手をついて無理矢理に立ち上がった。

（……確か、いきなりヘリが揺ゆれて、そのまま──墜つい落らく!?）

　懸けん命めいに記き憶おくを探さぐる達哉。と、ヘリのパイロットの言葉が思い出された。

「まさか、本当にミサイルを撃たれたのかよ？」

　悲鳴を上げる全身に鞭むち打うち、よろよろと歩き出す。〈ブレイズ・レイヴン〉の背後に、大きな裂さけ目ができていた。そこから身を乗り出す。

「こいつは──」

　外に広がる光景に、達哉は呼吸を止めた。

　そこは、戦場だった。

　薙なぎ払はらわれる木々、逃にげ惑まどう野生動物の悲鳴、そして激しい銃じゆう声せい──

　四機のＡＳが、それぞれ走り、跳とび、撃ち、斬きり合い、一進一退の激しい戦闘を繰くり広げている。

「何が、どうなってるんだ？」

　肩かたにＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のエンブレムをつけた〈アーマード〉が二機、そして見慣れぬずんぐりとしたＡＳが二機。

「あれはリーナ！　それに、カルロスか？」




　一いつ閃せん──

　機体下方から跳はね上がった白はく刃じん。身を沈しずめた〈セプター〉の繰り出す右の単分子カッターが、弧こを描えがいてアデリーナの〈アーマード〉を狙ねらう。

「ふっ」

　小さく気勢を発し、アデリーナは左のマスターアームを操作。彼女の〈アーマード〉はその動きをトレース、自機の単分子カッターで〈セプター〉の一いち撃げきを打ち払う。

　だが、〈セプター〉の動きは止まらない。弾はじかれた右腕をそのまま流しつつ、左の単分子カッターで突つきかかる。

　先ほどのような、モーションの大きな斬撃ではない。タメ抜ぬきで一直線に獲え物ものを射い貫ぬく、強きよう烈れつな刺し突とつ。

「ちっ」

　舌打ちし、ペダルを踏ふみこむ。素す早ばやく後方に飛び退のく〈アーマード〉。右手のハンドガンを敵機に向ける。同時に〈セプター〉の左下腕にマウントされた機関砲が、こちらをにらんだ。

　銃声と共に、まき散らされる砲弾。両機とも回かい避ひを優先させたため、被ひ弾だんはなし。

　右に跳んだ〈アーマード〉が、可能な限り素早く機体を一転させて振ふり向く。だが、〈セプター〉は、すでに目前まで迫せまっている。

〈セプター〉の両腕が唸うなりを上げ、二本の単分子カッターが、それぞれまるで別の生き物のように襲おそいかかってくる。

　右、左、右、左左右左右──鈍どん重じゆうな〈アーマード〉の動きでは、かわし切れない。左肩と右腰こしの装そう甲こうが切きり裂かれ、左の脇わき腹ばらを抉えぐられる。

《警告。損傷により左腕出力一三％低下。および一次冷れい却きやくシステム作動不良、機体温度上じよう昇しよう》

（強い。一体、何者だ？）

　ＡＩの損害報告にきつく唇くちびるを噛かみしめながら、アデリーナは疑問を抱いだく。

（このＡＳの動き、確かにどこかで──）




「ふ、ふふふ──」

　上気した頬ほお。潤うるんだ黒い瞳ひとみ。

〈セプター〉のコクピットで、菊乃は笑っていた。

「いいです。素す晴ばらしいですよ、アデリーナさん」

　菊乃は、眼前のＭ９を操あやつるオペレータがアデリーナだと、すでに確信していた。

　基本に忠実で、粘ねばり強く、無む駄だのない鋭するどい機動。その動きの一つ一つ、攻こう防ぼうの組み立ての一つ一つが、東京のゲームセンターでの勝負と重なる。

「さあ、これはどう捌さばきます？」

　怒濤のように繰り出す刃が、〈アーマード〉の全身を引き裂き、嬲なぶる。左肩、右腰、左脇。手て応ごたえあり。ダメージに耐たえかねたのか、大きく揺らいだ〈アーマード〉が横転──いや、違ちがう。

　地面スレスレの低い位置から、〈アーマード〉の単分子カッターが奔はしった。狙いはこちらの右足首。

　とっさのステップで回避。地面に転がった〈アーマード〉は、その勢いを利用して距きよ離りを取り、跳ね起きる。損傷を感じさせない機き敏びんな動きだ。

　鈍重な機体に、最低限の武装。圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようでありながら、アデリーナは屈くつしていない。

　菊乃は思わず、感かん嘆たんの声をもらした。

「何て健けな気げなんでしょう。何で見事なんでしょう。そして、何て──何て綺き麗れいなんでしょう」

　それを、踏み潰つぶす。

　儚はかなくも美しい抵てい抗こうを、ＡＳもろとも蹂じゆう躙りんし、切り刻み、喰くらい尽つくす。その瞬しゆん間かんを想像しただけで、体の芯しんに熱い火が点ともる。

「さあ、まだまだこれからです。もっとわたくしを魅みせてください、アデリーナさん。もっと、もっと、もっともっともっともっと──」

　胸を焦こがす闘とう争そうの昂こう揚よう。蜜みつのように甘い嗜し虐ぎやくの愉ゆ悦えつ。その二つに心を委ゆだねながら、菊乃は狂きよう熱ねつの舞まいに身を躍おどらせた。




　迫り来る、無数の──弾幕、弾幕、弾幕。

「うおおぉっ!?」

〈セプター〉が右手に構えた、全長六メートルを超こえる長大なガトリング砲ほう。その砲門が吐はき出した無数の対装甲焼しよう夷い徹てつ甲こう弾と焼夷榴りゆう弾だんが、木々をへし折り、吹ふき飛ばし、炎えん上じようさせ──森そのものを根こそぎ消し去っていく。

「くそっ、自然破は壊かいもいいかげんにしろってんだ!!　カモン、グリーンピース！」

　毒づきながらもカルロスの〈アーマード〉は、乱数回避を駆く使しして山中を駆かけ巡めぐる。だが濃のう密みつな火線を、全すべてはかわしきれない。数発の敵弾が左半身に命中。

「ちっ」

　コクピットに鳴り響くアラート。舌打ちしながら損傷をチェック。左腕の反応速度に多少の低下が見られる程度だ。

「〈アーマードコイツ〉の装甲なら、多少の被弾は耐えられるか」

　息をつくカルロスの前で、不意に〈セプター〉が足を止めた。見るとガトリング砲の砲身も、クルクルと空回りしている。

「弾たま切れか？　よし！」

　このチャンスに、遮しや蔽へいにしていた岩場から飛び出すカルロスの〈アーマード〉。ハンドガンを構え、続けざまに発砲する。

　だがその二〇ミリ弾は、〈セプター〉が左手で掲かかげた大型のシールドによって、あっさりと防がれてしまう。

「くそ、こんな豆鉄砲じゃ話にならねえ！」

　お返しとばかりに、左腕を〈アーマード〉に向ける〈セプター〉。シールドの裏にマウントされていたロケット砲の砲門が、スクリーンに映る。

「やべぇ!!」

　発射とほぼ同時に、地を蹴けって跳ちよう躍やく。つい先ほどまで自機が立っていた場所にロケットが着弾し、炸さく裂れつした。まき散らされた弾片が〈アーマード〉の装甲を打ち、乾かわいた音を立てる。

《損傷軽けい微び、戦せん闘とう続行に支障なし》

「ありがとよ、エビータ」

　成熟した女性の、甘い声こわ音ねによる報告。ＡＩに答えたカルロスは、そのまま巧たくみに〈アーマード〉の機体を操って着地する。

　だがその間に〈セプター〉は、悠ゆう々ゆうとガトリング砲の弾倉を交こう換かんしていた。長さ二メートル近い巨きよ大だいなドラムマガジンを、機関部に突っこむ。

「いい加減にしやがれってんだ、このハリネズミ野や郎ろう!!」

　再び始まる弾幕パーティー。〈アーマード〉のコクピットで、カルロスは歯がみした。




「やばいぞ、こいつは」

　明らかに不利な戦況に、達哉は青ざめた。

〈アーマード〉の装備はハンドガンと小型の単分子カッター、敵のＡＳは、重火器や大型のカッターで武装している。これでは拳けん銃じゆうとナイフで、完全武装の兵士を相手にしているようなものだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかよ、クララ、班長」

　重なり合うように倒たおれ伏ふしたクララとバクスターの様子を、恐おそる恐る確かめる達哉。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で習った応急処置の手順を思い出す。二人とも、呼吸も脈みやく拍はくも正常だ。額の汗あせをぬぐう。

　他ほかには、やはり意識を失っているヘリのパイロットが二人と──

「センセイ!?」

　その時になって、ようやく達哉は気づいた。溝呂木の姿が、どこにもないのだ。

「まさか、落ちた時にヘリから放ほうり出されたのか？」

　ゾッとするような想像に、達哉の背筋が凍こおる。強く頭かぶりを振り、意識を切り替かえる。

（取りあえず、みんなをヘリの外に運ばないと）

　まずはクララの小さな体を抱き上げ、傾かたむいたタラップを潜くぐる。やはり外にも、溝呂木の姿はない。こみあげる不安を押し殺して、クララを草の上に寝ねかせる。

「そこはまずいぞ、イチノセ」

　背後からの声に達哉は振り向く。意識を取り戻もどしたパイロットの一人が、よろめきながらヘリから出てきたところだった。もう一人のまだ気絶したパイロットを、肩に抱だきかかえている。

「もしヘリに火が回ったら、その位置だと巻きこまれるぞ。そっちの岩場まで行かんと危ない」

「そ、そうだな」

　パイロットの言葉に、達哉はうなずく。

　実際、すぐ近くでＡＳアーム・スレイブ同士の戦闘が行われているのだ。流れ弾の一発で、大惨さん事じになりかねない。

　少し離はなれた岩場まで、クララを運ぶ。大きな岩の陰かげに、小さな体をそっと横たえた。この位置ならもしヘリが吹き飛んでも、巻きこまれずにすむだろう。

「確かに、ここなら──」

　ヘリのパイロットも、座りこむと大きく喘あえぐ。見れば額と脇腹から、かなり出血している。

「う、うわ。ええと、手当てはまず……」

「これくらいの傷なら、自分で処置できる。お前は、バクスター班長を頼たのむ」

「わ、分かった」

　そう答え、達哉はヘリの機内に急いだ。残っている人ひと影かげは、バクスターの一〇〇キロを超える巨体のみ。

「ふん──せいやぁ!!」

　腹の底から声を絞しぼり出す達哉。

　仰あお向むけになったバクスターの両脇から手を回し、上半身を持ち上げる。そのまま巨体を半ば引きずりながら、ヘリの外に出た。

　ドッと噴ふき出す汗。無茶苦茶に重く、岩場までの距離がひたすら遠い。歯を食いしばり、一歩一歩進む。

「お、終わった」

　達哉は四つん這ばいになり、ゼイゼイと喘ぐ。もしＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．での訓練で鍛きたえていなければ、全員を運び出すのはまず不可能だったろう。

（さて、これからどうすりゃいいんだ？　溝呂木のセンセイを捜さがすか？）

　考えあぐねていた達哉だが、不意の物音に振ふり返る。寝そべっていたクララが、バネ仕じ掛かけのオモチャのように勢いよく跳はね起きた。

「お、おい、どうしたクララ!?」

　唖あ然ぜんとする達哉。ゆっくりと首を巡らしたクララの視線が、ガトリング砲を撃うちまくる〈セプター〉に止まる。

「なるほど、撃ってきたのはアイツか」

　少女の青い目は、完全に据すわっている。思わず気け圧おされる達哉。

「アイツなんだな、新入り」

「た、多分」

「やってくれるじゃねぇか、あの野郎……」

　ブツブツつぶやいたクララは、ヘリの内部に向かってそのまま駆け出す。

「まさか、お前──」

　慌あわてて達哉も後を追うが、遅おそかった。クララは無茶苦茶に散らばっていた荷物の中から、ライフルとマガジンを拾い上げている。

　ライフルの機関部にマガジンを押しこむと、恐ろしく滑なめらかな手つきでボルトを引く。初弾装そう填てん。

「くたばりやがれフアツキン、穀潰しのブラツデイウジ虫野郎バスタード!!」

　聞くに堪たえない罵ば詈り雑ぞう言ごんをわめいたクララ。ちょうど〈ブレイズ・レイヴン〉のすぐ脇にあるヘリの裂さけ目から身を乗り出し、重装型のＡＳを照準に捉とらえる。

「や、やめろ、クララ!!」

　達哉の声を、銃声がかき消した。




〈セプター〉のガトリング砲が、ついに〈アーマード〉を捉えた。

　低く地を這はう火線が、〈アーマード〉の下半身に喰いつく。秒間六五発という莫ばく大だいな三〇ミリ砲弾の牙きば、それが〈アーマード〉の重装そう甲こうを噛かみ裂き、喰い破り、脚きやく部ぶと腰よう部ぶを瞬しゆん時じに解体する。
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　地面に叩たたきつけられた上半身、伸のばした手が弱々しくもがいている。

「手こずらせてくれたね」

　旭の〈セプター〉がガトリング砲を構え直したその時──機体がグラリと揺ゆれ、スクリーンにノイズが走る。

《第一光学センサに被ひ弾だん、機能停止。歩兵用の小口径弾と推定》

「何!?」

　ＡＩの報告に、旭は射手の位置を探さぐる。

　この付近で人間が隠かくれられるような場所は、三〇〇メートル先に墜つい落らくした『標的』を載のせたヘリくらいのものだが──

　そのヘリで、小さな光が瞬またたく。続いて、機体に走る微かすかな衝しよう撃げき。

《第二光学センサを損傷。先ほどと同様の攻こう撃げきと推定されます》

　間ま違ちがいない。あのヘリに潜ひそんだ敵が、ライフルでこちらを狙そ撃げきしているのだ。三〇〇メートルの距きよ離りをものともせず、ピンポイントで機体の急所を狙ねらって。

　凍りつくような驚おどろきと戦せん慄りつは、瞬時に灼しやく熱ねつの怒いかりへと変わった。

「なめ……るなぁっ!!」

　左手のシールド裏に固定された、ロケットランチャーの砲ほう門もんを向ける。『標的』に関しては、回収が不可能な場合は破は壊かいするようにとの指示を受けている。ならば、ここで吹ふき飛ばしても問題はない──

　引きつったような笑えみを浮うかべ、旭は狙いをつけた。




「止やめろって!!」

　ライフルのトリガーを引き続けるクララ。その小さな体を、達哉は背後から羽は交がい締じめにする。

「何すんだよ！　放せ新入り！」

「アホかお前は!?　あのＡＳ、絶対こっちに気づいたぞ！　反撃が来るに決まってるだろうが！」

「……あ」

　どうやら、反撃のことは考えなかったらしい。ポカンと口を開いたクララの顔が、見る見る真まっ青さおになる。

「クソ！」

　舌打ちする時間すらも惜おしい。達哉は勇ゆう敢かんなドン・キホーテの手をつかみ──

「あ」

　こちらをにらむ、〈セプター〉の砲門と目が合った。

「うわ、やっぱり！」

「ヤバイ!!　マジでヤバイ!!」

　達哉はクララを両手で抱かかえ上げると、脇わき目めもふらず全速力で逃にげ出す。

「間に合えぇぇぇ!!」

　辛かろうじてヘリから飛び出した瞬しゆん間かん、〈セプター〉のロケット弾が、無情な正確さでヘリに着ちやく弾だんした。




　大破して崩くずれ落ちる、カルロスの〈アーマード〉──

　ロケット弾を撃ちこまれた、輸送ヘリ──

　立て続けの凶きよう行こうが、アデリーナの〈アーマード〉のスクリーンに焼きつく。

「────!!」

　自失は一瞬。だがその一瞬が、戦闘中では致命の隙すきとなる。

『動どう揺ようしましたね』

　コクピットに響ひびく声。スピーカー越ごしの嘲ちよう弄ろうと共に、〈セプター〉単分子カッターが唸うなる。

　胸部を狙った右の突つきは、機体をひねって辛うじて回かい避ひ。だが左の斬撃が、ハンドガンごと右腕うでを切り飛ばす。バランスの崩れた所で左膝ひざを断ち切られ、〈アーマード〉は無様に転てん倒とうした。

「くっ」

　コクピットに単分子カッターが押しつけられた。スクリーンに大写しになった、刃やいばの切っ先。

『チェックメイト、でしょうか？』

　再度の嘲ちよう笑しよう。焼け付くような焦しよう燥そうの中、その響きがアデリーナの記き憶おくを刺し激げきする。

（この声、まさか……）




「少々、興きよう醒ざめな幕切れですね」

〈セプター〉のコクピットで、菊乃は人知れずつぶやいた。

　先ほどまで心身を焦こがしていた昂こう揚ようが、急速に冷めていく。もう少し、あの激動と熱情に身を任せていたかったのだが。

「仕方ありませんね、旭は。頭が良い子なのに、想定外の事態に弱いのだから」

　炎えん上じようし、黒こく煙えんに包まれたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の輸送ヘリを見やり、菊乃はため息をつく。

「せめて機体の一部だけでも回収しておかないと」

　いくら人ひと里ざと離はなれた山奥とはいえ、ここまで派は手でな戦せん闘とうを繰くり広げたのだ。直に州兵が飛んでくるだろう。時間の余よ裕ゆうはない。

　付近に待機している回収班に、菊乃は無線を繋つないだ。




　耳をつんざく轟ごう音おんと衝撃。

　たまらず地面にひっくり返った達哉に、熱波と黒煙が押し寄せる。

「──げ、ゲホッ！」

　呼吸器を冒おかすガスの異い臭しゆうに咳せきこみながら、達哉は恐おそる恐る頭を上げた。

　燃えさかる炎ほのおと煙けむりに閉とざされた煉れん獄ごくのような情景の中、頭上を覆おおう青い装甲板。二つ並んだカメラアイと目が合う。

「うおっ？」

　先ほどまでヘリの機内で駐ちゆう機き姿勢を取っていたはずの〈ブレイズ・レイヴン〉が、覆い被かぶさるようにして達哉たちを庇かばったのだ。

「誰だれが乗ってんだよ、アレ」

　クララがつぶやくのと同時に、背後のコクピットハッチが開く。そこから立ち上がる、ひょろりとした影かげ。

「セ、センセイ!?」

「溝呂木のおっさん!?」

「よう、間かん一いつ髪ぱつだったな、坊ぼう主ずたち!!」

　ボロボロの白衣を着た溝呂木は、意外と身軽な動作で〈ブレイズ・レイヴン〉から降り立った。周囲の音が激しいため、自然と互たがいの会話も怒ど鳴なり合いに近くなる。

「あんた、ＡＳアーム・スレイブを操縦できたのか!?」

「ああ、ロックだからな！」

「だから意味分からないって！」

「要するに、音声操縦だ！」

「最初からそう言えよ!!」

　この状じよう況きようでも全くブレない溝呂木に、達哉はゲンナリする。ふてぶてしく答えた溝呂木は、クイッと親指で〈ブレイズ・レイヴン〉を指し示す。

「つーわけで選手交代だ！　乗れよ坊主！」

「お、俺が!?」

「他ほかに誰がいるんだよ！」

「いや、でも──」

　ためらう達哉の手を、クララがギュッと握にぎりしめた。

「頼たのむ新入り、リーナがヤバイんだ」

「────」

　その一言で、迷いや屈くつ託たくはどこかに吹っ飛んだ。どの道、迷っている余裕はない。

「やるしかないか、くそ！　リーナのやつにはまだでっかい借りもあるしな」

　腹をくくり、〈ブレイズ・レイヴン〉の機体をよじのぼる。

「いいか坊主、ロッケンロールだ!!　忘れるなよ!!」




　　　　５




「何っ!?」

　突とつ然ぜんの反応に、旭は驚いた。

　ヘリを包む黒煙、その中に突とつ如じよとして現れた、強力な赤外線反応。

　機体の火災ではない。それとは異なる反応だったこれは──

「ＡＳ？」

　黒煙の奥から、青い影が姿を現す。

「ＡＳ─１、動くのか？」

　そそり立つ〈ブレイズ・レイヴン〉。初めて実際に『標的』の姿を目まの当たりにし、旭はややたじろいだ。

〈ブレイズ・レイヴン〉が、背負った長大な単分子カッターを構えた。サイズはおよそ六メートル、刀身はわずかに湾わん曲きよくしており、まるで日本刀のようにも見える。

『旭、分かっていると思うけど──』

「分かっているよ姉さん、足だけ撃うって動きを止める」

　距離はおよそ三〇〇メートル。〈ブレイズ・レイヴン〉は左右に小刻みな回避機動を取りながら、こちらへ突っこんでくる。どうやら本当に、単分子カッター以外の装備はないようだ。

「正気かい？」

　この程度の乱数回避、〈セプター〉のＦＣＳなら簡単に動きを予測できる。一五〇メートルまで引きつけ、確実に落とす。

「今だ」

　旭が冷笑してトリガーを引いたその瞬間。〈ブレイズ・レイヴン〉の姿がかき消えたかと思うと、スクリーン一杯に拡大された。

「え？」

　とっさにペダルを踏ふみこむ。〈セプター〉が後方に飛んだのと、〈ブレイズ・レイヴン〉がカタナを大上段から振ふり下ろしたのは、ほぼ同時だった。

　チェーンソー状の微び細さいな刃が、盾たてごと〈セプター〉の左腕を叩たたき切る。コクピットに鳴なり響くアラート。

「ば、バカな!?　何だ今のスピードは!?」

　確かにＡＳの機動力は陸戦用のヴィークルとしては破格のものだが、それでも二脚きやくで走行する以上は限界がある。

　だが今、〈ブレイズ・レイヴン〉が見せた機動は、その常識をはるかに突き抜ぬけていた。

『旭、今のは──』

「黙だまっていてくれ、姉さん！」

　姉に怒鳴り返すと、旭はトリガーを引いた。シールドは破損したものの、裏に固定していたロケットランチャーはまだ健在だ。

　放たれた火線を、〈ブレイズ・レイヴン〉は跳ちよう躍やくして回避する。地面に落下し、虚むなしく爆炎を噴ふき上げるロケット弾だん。

　だが、回避されるのも計算の内。一度、跳躍したＡＳは、着地するまで空中では身動きが取れない。

〈セプター〉のＦＣＳが、瞬しゆん時じに〈ブレイズ・レイヴン〉の軌き道どうを計算する。重なり合うマーカーとレティクル。

「もらった!!」




　跳躍した〈ブレイズ・レイヴン〉のコクピット。達哉はスクリーンに映った〈セプター〉を、じっと見下ろしていた。

〈セプター〉は、ガトリング砲ほうの砲門をこちらに向けている。

　跳躍時に描えがく放物線の頂点は、着地時と並んでＡＳが最も無防備となる瞬間だ。そこを狙ねらわれては、回避する術すべはない。

　そう、普通のＡＳならば──

　ＨＵＤヘツドアツプデイスプレイを確かく認にん。コンデンサに蓄たくわえられた電力は十分。視線を正面に向けながら、達哉は鋭するどい声で叫さけびながら、スティックのスイッチを押しこんだ。

「ブースト!!」




「────!!」

　旭は目を疑った。ガトリング砲のトリガーを引いた瞬間、あろうことか〈ブレイズ・レイヴン〉は、空中で加速し、軌道を変へん更こうしたのだ。

　肩かたと腰こしに外付けされた、鎧よろいの袖そでや草くさ摺ずりを思わせるユニット。そこから盛せい大だいに、閃せん光こうの奔ほん流りゆうが噴き出している。

　まるで彗すい星せいのように尾おを引きながら、虚こ空くうを滑すべる〈ブレイズ・レイヴン〉。ＡＳ戦の常識を覆くつがえす情景に、旭の口からまるで悲鳴のように掠かすれた声が上がる。

「と──飛んだ!?」

　獲え物ものを狙う猛もう禽きんの鋭さで、〈セプター〉に頭上から迫せまる〈ブレイズ・レイヴン〉。コクピットを埋うめ尽つくすアラート。常じよう軌きを逸いつした機動に、ＦＣＳが反応できないのだ。マニュアル射しや撃げきに切り替かえ、目視とマスターアームで照準するが、間に合わない。〈ブレイズ・レイヴン〉が両手に構えた刀を振り上げる。

　白はく刃じんが走った。

　すれ違ちがいざまに大上段から振り下ろされた斬撃は、〈セプター〉の右腕を肩口から切断した。構えていたガトリング砲ごと、宙を舞まう右腕。

　両腕を失った〈セプター〉が、よろよろと振り向く。そこに三度突とつ撃げきする〈ブレイズ・レイヴン〉。極きよく端たんな前ぜん傾けい姿勢で、地面スレスレを滑かつ空くうしながら。

　身を屈かがめた〈ブレイズ・レイヴン〉の両眼が、鈍にぶく明めい滅めつした。

「ひっ……」

　旭が悲鳴を上げるのと同時に、〈セプター〉のコクピットは暗転した。




〈ブレイズ・レイヴン〉の一刀が、〈セプター〉の頭部を切り飛ばした。

　頭と両腕を失った〈セプター〉の胸部を、〈ブレイズ・レイヴン〉はトドメとばかりに蹴けり飛ばす。無様に横転した〈セプター〉は、それっきり動かなくなった。

「何だよ、今のは!?」

　ヘリの墜つい落らく現場から離はなれたクララ。煤すすなどでボロボロになった格好のまま、目を丸くして〈ブレイズ・レイヴン〉の背を凝ぎよう視しする。

「と、飛んでたよな、あのＡＳ!?」

「どうだ、ちょっとしたもんだろ、小ちっこいの」

　そんなクララの反応に、溝呂木はニヤニヤ笑う。まるで、イタズラを成功させた悪ガキのような表情だった。

「どんな手品を使ったんだ、センセイ!?　空飛ぶＡＳなんて、アタシ初めて見たぞ!!」

　すっかり興奮し、声を張り上げるクララ。

「〈アジャイル・スラスタ〉、恵比寿重工ウチで開発した、ＡＳ用のクラスター式アークジェット推進器だ」

「あーく……何だそりゃ？」

「電気推進の一種だよ。ＡＳ本体から供給された電力で推すい進しん剤ざいをプラズマ化させ、加速・噴ふん出しゆつ。その推進力を、機体の加減速や姿勢制せい御ぎよに利用してるって寸法だ。手品ってよりも、ただの力ちから業わざだ」

「おお、さすが技術大国ニッポン」

　しきりに感心していたクララだが、ふとある疑問に気づく。

「ところでセンセイ」

「どうした、小っこいの？」

「その何とかスラスタって、どうやって操作しているんだ？　人間には羽なんて生えてないし、マスター・スレイブじゃ動かせないだろ、アレ」

「ん、それは──」

　クララの鋭い指し摘てきに、溝呂木はわずかに口ごもった。

「──視線誘ゆう導どうだよ。オペレータが進みたい方向を見たら、ＡＩがそれを感知するって仕し掛かけだ」

　溝呂木の弁舌がわずかに淀よどんだのに、クララは気づかなかった。

「とはいえあの坊ぼう主ず、よくもまあぶっつけ本番で、あそこまで動かせるもんだ。ヘタに吹かせば、あっという間にコンデンサが空っぽになるってのによ」

「あの新入り、飲みこみだけは早いからな。あれでもＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ウチの身内だし」

　クララは自じ慢まん気げに、小さな胸を張る。

　正直、溝呂木の説明の大半はさっぱり分からなかったのだが、一つだけ理解できたことがあった。

「パンクだぜ、あのＡＳアーム・スレイブ」

「パンクじゃねえよ、ロックだよ」




「素す晴ばらしい」

　鮮あざやかな逆転劇を目にした菊乃は、小さな賛さん嘆たんの声を上げた。

　踏みつけていた〈アーマード〉から足を離し、ＡＳ─１へと向き直る。天と地を駆かけ巡めぐり、弟を翻ほん弄ろうした〈ブレイズ・レイヴン〉の姿が、目に焼きついていた。

　撃げき墜ついされた旭の安否など、今の菊乃の頭にはない。そのような瑣さ事じよりも、未知のＡＳと対たい峙じする悦よろこびが、菊乃の胸を満たしていた。

　ここからが本番だ。菊乃の口元が無む邪じや気きにほころぶ。

「さあ、踊おどりましょう」

　まるでダンスのステップのような軽やかさで、菊乃はペダルをふんだ。




「まだ来るのかよ。もう、あきらめろよ」

　急接近する〈セプター〉に、達哉はうめいた。

　両手に構えた、二振ふりの単分子カッター。先ほどのアデリーナとの戦せん闘とうは、達哉も見ている。

　凄すさまじい手て練だれだった。機体の差はあるにしても、格かく闘とう戦でアデリーナを圧あつ倒とうしていたのだ。ＡＳの操縦技術では、達哉にまず勝ち目はない。

（まともなチャンバラに付き合ったら、俺なんか三秒で膾なます切りだ）

　ならば、打つ手は一つ──

「くそ、そっちから売ったケンカだ。ケガしても文句言うなよ！」

　半ば自や棄けになった声で、達哉は叫んだ。




〈ブレイズ・レイヴン〉のスラスタに火が点ともる。

「来ますか」

　両手の〈クリムゾン・エッジ〉を素す早ばやく構え直す。同時にプラズマの奔流をたなびかせながら、〈ブレイズ・レイヴン〉が突つっこんできた。

「速い！」

　旭との戦いは見ていたが、実際に相対すると信じられないスピードだ。弟が、なす術すべもなく敗れたのも分かる。

「くっ」

　右へのステップで、辛かろうじて回かい避ひ。繰くり出された〈ブレイズ・レイヴン〉の単分子カッターと、反はん撃げきの〈クリムゾン・エッジ〉が、共に敵機の装そう甲こうをかすめる。

　反撃の刃やいばは空を切る。〈ブレイズ・レイヴン〉は突撃のままのスピードでそのまま駆け抜け、十分な間合いを取ってから停止。再びこちらを振り向く。

「なるほど、一撃ヒツト・アン離脱ド・アウエイに徹てつするのですか」

　あの爆ばく発はつ的な加速を十二分に生かした、強きよう襲しゆう戦術。だがそれを前にして、なおも菊乃は笑っている。

　敵の腕前は、おおむね把は握あくした。まだ〈ブレイズ・レイヴン〉の操縦になれていない。せっかくのスピードと馬力を、もてあましている。

　機体に振ふり回されている、何とも無骨で不器用な猪武者ブルフアイター。

（次こそは、斬きって捨てます）




「もういっちょ！」

　気合いの声と共に、再び突撃する達哉と〈ブレイズ・レイヴン〉。

　今の攻こう防ぼうで分かった。敵は〈ブレイズ・レイヴン〉の速さにも、ついてきている。敵の単分子カッターが機体をかすめた時の、ひやりとした戦せん慄りつ。

　だが、他ほかに手はないのだ。

（このまま、機体のパワーとスピードで押し潰つぶす！）

　待ち受ける〈セプター〉の姿が、急速に拡大される。振り上げる〈ブレイズ・レイヴン〉の単分子ブレード。狙いは、敵の右腕だ。

「もらった！」

　カッターを振り下ろした正にその瞬間──




「甘いですね」

　長大な単分子カッターを振りかざし、突っこんでくる〈ブレイズ・レイヴン〉。だが菊乃はすでに先ほどの一合で、その動きもスピードも見切っている。

「ふっ」

　短い気勢。〈セプター〉は体を開き、最小限の動きで〈ブレイズ・レイヴン〉の一撃から身をそらす。

　空を切る白はく刃じん。勢い余った〈ブレイズ・レイヴン〉の右足を、菊乃の〈セプター〉は自機の右足で刈かり払はらった。

「もらいました」

　熟練した武道家を思わせる、会心の機動。

　大きくつんのめった〈ブレイズ・レイヴン〉。その途と端たん、全身四カ所のスラスタのバランスが崩くずれた。まるで竹トンボのようにクルクル回りながら吹ふっ飛ぶ〈ブレイズ・レイヴン〉。

「これで、終わりです」

　落下した獲物に、菊乃と〈セプター〉は飛びかかった。




「ガハッ!?」

　激しい衝しよう撃げきに達哉は叫さけぶ。

　何が何だか分からない。トドメの一撃を振り下ろしたはずが、次の瞬しゆん間かんには〈セプター〉がかき消え、そして〈ブレイズ・レイヴン〉は吹っ飛ばされていた。

　だが、トリックに頭を悩なやますような余よ裕ゆうはない。

《接近警報》

　無機質なＡＩの警告に、達哉は愕がく然ぜんと目を見張る。スクリーンに大写しされた〈セプター〉。猛もう然ぜんと突っこんできた勢いのまま、右の単分子カッターを突き出そうとしている。

（ジャックナイフ機動──間に合わない!!）

　凍こおりつくような戦慄。振り下ろされるカッターの軌き跡せきが、達哉の網もう膜まくに焼きつく。

　死ぬ、死ぬ、死──

「──死んで、たまるかぁっ!!」

　のどの奥からほとばしる絶ぜつ叫きように、〈ブレイズ・レイヴン〉は答えた。




「──!?」

　必殺の刺し突とつが〈ブレイズ・レイヴン〉のコクピットを抉えぐる寸前に、菊乃は目を見開いた。

〈ブレイズ・レイヴン〉の肩かたのスラスタが反転し、ハニカム状に配列されたクラスターノズルが〈セプター〉をにらむ。

「まさか!?」

　閃せん光こう。

　プラズマ化した推進剤の奔ほん流りゆうが頭部に吹きつけられる。鳴り響ひびく警報。暗転するスクリーン。機体の装甲は無事だが、四つの光学センサが全すべて焼き切れた。

「小細工を!!」

　構わず〈ダーク・エッジ〉を突き出すが、手て応ごたえがない。わずかな隙すきに〈ブレイズ・レイヴン〉は刃の下から逃のがれていた。

　ようやく予備のセンサに切り替かわり、不ふ明めい瞭りようながらスクリーンに光が映る。そこに映ったのは、腰こし溜だめに単分子カッターを構えた〈ブレイズ・レイヴン〉だった。




　間かん一いつ髪ぱつ、〈セプター〉の刃をかいくぐって跳はね起きた〈ブレイズ・レイヴン〉。その両肩で、再びアジャイル・スラスタが稼か動どうする。

　右はそのまま前方に。左のスラスタだけが基部のジョイントから回転し、後方を向く。

「お、おおおおおお!!」

　悲鳴を上げる三半規管。

　軋きしむ機体のフレーム。

　左は前に、右は後ろに──左右それぞれのスラスタから全く正反対のベクトルを与あたえられ、〈ブレイズ・レイヴン〉の機体が瞬時に回転した。

　強きよう烈れつなＧで歪ゆがむ視界の中、流れるモニターの正面に映ったのは、体勢を崩しながらも左の単分子カッターを振り下ろそうとする〈セプター〉の姿。

　信地旋せん回かいじみた動きのままに、〈ブレイズ・レイヴン〉も横よこ薙なぎに単分子カッターを繰り出す。

　十字を描えがき、交こう叉さする二つの刃。

　垂直に振り下ろされた一撃は〈ブレイズ・レイヴン〉をかすめて空むなしく地を穿うがち、水平に走った一いつ閃せんは〈セプター〉の胴どうを薙なぎ払った。




「くっ!!」

　切り飛ばされ、宙を舞まう〈セプター〉の上半身。そのコクピットで振り回されながら、菊乃は叫ぶ。

「まさか──そんな、まさか！」

　勝利を確信したあの瞬間に、〈ブレイズ・レイヴン〉が見せた驚おどろくべき動き。

　機体をもてあましている？　無骨で不器用？　とんでもない。あのオペレータは、あのデタラメな悍かん馬ばを完かん璧ぺきに乗りこなす、恐おそるべき騎き手しゆだったのだ。

　心身を焦こがす敗北の屈くつ辱じよくが、彼女の矜きよう持じを苛さいなむ。熱く、激しく──そして甘く。

「ああ──」

　半開きになった菊乃の唇くちびるから、熱い吐と息いきが漏もれた。

「いいです。あなた、すごくいい」




「うおわぁぁぁっ!?」

　コマのように回転する〈ブレイズ・レイヴン〉。コクピットで達哉は悲鳴を上げる。

　デタラメな機動でバランスを崩した〈ブレイズ・レイヴン〉は、またも横転。ほぼ同時に、斬り飛ばされた〈セプター〉の上体が大地に叩たたきつけられた。

「イテテ……畜ちく生しよう──ってやばい！」

　毒づいていた達哉が真っ青になる。とっさに放った単分子カッターの一撃は、容よう赦しやなく〈セプター〉を一刀両断していた。

「まさか、コクピットに当たってないよな？」

　地面に転がる〈セプター〉の上半身を、恐る恐る見やる。

　と、首の後ろのハッチが開き、オペレータが飛び降りた。

「良かった、生きてた──ってあいつ!?」

　胸をなで下ろした達哉だが、驚きに声を上げる。

　ほっそりとした肢し体たいを包むＡＳアーム・スレイブ操縦服は、肩口や内うち股またの肌はだが大きく露ろ出しゆつしている。艶つややかな長い黒くろ髪かみに、白はく皙せきの美び貌ぼう。

　そのオペレータを、達哉は知っていた。

「あの時の女じゃないか!?」




「動くな」

　コクピットから脱だつ出しゆつした〈セプター〉のオペレータに、アデリーナは拳けん銃じゆうの銃口をつきつけた。

　距きよ離りはおよそ一〇メートル。ＡＳの操縦服にはある程度の防ぼう弾だん性能があるが、この距離なら確実に頭を狙ねらえる。

　ゆっくりとした動作で、〈セプター〉のオペレータが振り向く。以前に見た、そして予想通りの顔だった。

「あら、ご機き嫌げんようアデリーナさん」

「動くなと言ったぞ、サンジョウ・キクノ。両手を頭の後ろで組め」

　交叉する、少女二人の視線。菊乃は、大人しく指示に従う。

「ようやく思い出した。サンジョウ姉弟きようだい──あのステファン・イリイチ・ミハイロフの片かた腕うでだったな」

「あら、わたくしも有名になったものですね」

　場ば違ちがいなほどに華はなやかな笑え顔がおで、菊乃は答えた。

「ですがアデリーナさん、その表現は間違っていますよ。ステンカ小お父じさまの腕は、ちゃんとご自分の肩についていますから」

「戯ざれ言を」

　アデリーナの声が、厳しさを増す。

『おい、リーナ！』

〈ブレイズ・レイヴン〉のスピーカーから、泡あわを食らった達哉の声が響いた。

『そ、そいつ、あのゲーセンの!?』

「その声──東京でお会いした、間の抜ぬけた顔をした殿との方がたですか」

『だ、誰だれが間抜け顔だ！』

　達哉の抗こう議ぎをさらりと無視し、菊乃は小さくうなずく。

「市之瀬達哉さん、でしたね。忘れません」

　菊乃の笑みが、まるで大輪の花のように艶やかに咲さき誇ほこる。

「ええもう、決して忘れませんとも」

　そして後ろに組んだ両手が、かすかに動いた。

「貴様、何を──」

　同時に、泣き別れになった〈セプター〉の上半身と下半身から、激しい白はく煙えんが噴ふき出した。

「くっ、煙幕か！」

　とっさにアデリーナが発はつ砲ぽうしたのと、菊乃が煙幕に身を隠かくしたのは、ほぼ同時だった。

「では失礼いたします。アデリーナさん、それに達哉さん。いずれまた、お会いしましょう」




「逃にがすかよ！」

　足あし下もとのペダルを、達哉は踏ふみこんだ。〈ブレイズ・レイヴン〉の機体が起き上が──らない。

「ど、どうなってんだ？」

　スティックを引こうがペダルを踏もうが、〈ブレイズ・レイヴン〉はウンともスンとも言わずに沈ちん黙もくしている。

『あー、機体がオーバーヒートしちまったか』

　通信機から聞こえる、溝呂木の声。

「センセイ!?　どうなってるんだよ、一体！」

『出来たてホヤホヤの機体に無理させちまったからな。負荷で制せい御ぎよ系がダウンしたみたいだ。まだまだ、見み逃のがすところは多いな』

「何だそりゃ!?」

『ま、良くやったぞ坊ぼう主ず。ちっとはロックってモンが分かってきたようだな』

「んなこと言ってる場合かよ!?　早く追わないと、敵が逃げてしまうだろ」

『待ちなさい、イチノセくん』

　焦あせる達哉を、ベルトランの声が制した。

「無事だったのか、ベルさん！」

『ええ、カルロスも一いつ緒しよです。今回は、君に借りができたようですね』

　ほっとする達哉だが、あわてて言葉を続ける。

「何で見逃すんだよ、ベルさん!?　ここであいつを逃がしたら、またいつか襲おそってくるかも──」

『その必要はありません』

　ベルトランの声には、どこか気の抜けたような響きがあった。

『社長から連れん絡らくがありましてね。どうやらこの一件、つい今し方カタがついてしまったようです』

「……は？」




　　　　６




「何だと!?　それはどういうことだ!?」

　自家用ジェット機のキャビンで、ジオトロン社ＣＥＯのカニンガム会長は機内電話越ごしに怒ど鳴なりつけた。

『それが、全く抜き打ちの捜そう査さでして』

　答えるモーガンの声にも、焦りの色が濃こい。

『だが、例の件で動いているのは間違いありません』

「ばかな、どこから漏れたというのだ」

　呆ぼう然ぜんと呻うめくカニンガム。ほんの数分で、その顔は死人のように青ざめていた。

　日本の第三世代型ＡＳ開発計画を潰つぶすために、ロシア人テロリストのミハイロフを雇やとって行った一連の工作が、明るみに出たというのだ。

『アーネスト、ここは──』

「モーガン！　おい、どうした!?」

　唐とう突とつに、電話が切れた。沈黙する受話器に何度も呼びかけ、床ゆかに叩きつける。

「か、会長、どうなさいました？」

　隣りん席せきの秘書が、目を丸くする。

「この機を、早く出せ！」

「は？　ですが会長、予定では──」

「いいから早く！」

「は、はい！」

　慌あわてて立ち上がった秘書が、操縦席へと急ぐ。がくりとうつむいたカニンガムは、両手で顔を覆おおった。

（とにかく、今は当局から身を隠さねば。挽ばん回かいのチャンスが来るまで、捕つかまるわけにはいかん）

　目の前まで迫せまった破は滅めつから少しでも逃とう避ひするため、脳をフル回転させる。国外か？　いや、この機の後続距離では足りない。ならば他の空港へ──

　飛行機のジェットエンジンが起動し、機体が滑かつ走そう路ろを走り出す。早く飛び立てと、カニンガムが祈いのった時だった。

　鈍にぶい音と共に、カニンガムの意識は瞬しゆん時じに霧む散さんした。隣となりの秘書が、悲鳴をあげる。

　カニンガムの席の窓を撃うち抜いて客室に飛びこんできた銃じゆう弾だんが、ジオトロン社ＣＥＯの脳のう髄ずいを吹ふき飛ばしたのだ。




　その一部始終を、男は見届けていた。

　半白の髪かみと眉まゆをした、スラブ系の白人。歳としは四十代半ばだが、鍛きたえられた肉体に衰おとろえの兆候はない。

　強きよう靭じんさと敏びん捷しようさを兼かね備えた体たい躯くは、ネコ科の大型肉食獣じゆうを思わせる。

　空港を見下ろす丘おかにある、放置された農家の納な屋や。半ば崩くずれた屋根裏部屋に伏ふせ撃ち体勢で陣じん取どり、銃のスコープを通して一キロ先の飛行場を見やる。

　手にした銃は、長大な対物ライフル。この距離で飛行機の窓まど越ごしに標的を射殺するには、五〇口径弾のパワーが必要だったのだ。

　長居は無用だ。司直の手が伸のびる前に、急いで撤てつ収しゆうせねば。

[image: ]

「キクノの言いぐさではないが──」

　身を起こしながら、男は一言だけ吐はき捨てる。

「確かに最近は、つまらん仕事ばかり引き受けてるか」

　その言葉を最後に、ステファン・イリイチ・ミハイロフは立ち去った。








エピローグ









「うむ、これで一件落着というやつだな」

　議員会館の事務室で、霧きりヶが谷や議員は満足げにうなずいた。

「しかしまさか、ジオ社がそんな陰いん謀ぼうを企たくらんでいたとは」

　信じられないと首を振ふる、スーツ姿の下しも村むら一いつ佐さ。ＡＳ─１を輸送中のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が襲しゆう撃げきされたとの知らせを受け、霧ヶ谷との相談のために来たのだが、そこで知らされたのがこの意外な事実だった。

「にわかには、信じられません」

「ジオ社ではない。あくまでカニンガム一人の、独断と暴走だよ。そこは、はっきりしておかねば」

「それは、そうですが」

「米軍も、Ｍ９の調達数を押さえてるからね。従来機のＡ１型やＡ２型への改修で凌しのいでいるらしいが、軍ぐん需じゆ部門の経営は厳しいらしい。そこで日本を新たな市場に選んだのだろうが──おっと、ここら辺は釈しや迦かに説法だね」

　ちょうどそこに、加か賀が見み秘書がお茶を淹いれに来た。手製の焙ほうじ茶の香こうばしい匂においが、室内に漂ただよう。

「さすがに事が事だけに、事件は表おもて沙ざ汰たにできん。カニンガムの死にも、謎なぞが多いからな。君も、他言は無用だぞ」

「承知しております」

「とはいえ、向こうに貸しを作った形だからな。これから多少はやりやすくなるだろう」

　ニンマリと笑う霧ヶ谷に、下村は肝かん心じんなことをたずねる。

「ところで、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の件はどうなされますか、霧ヶ谷先生？」

「もちろん続けるとも」

　無意味に力強くうなずく霧ヶ谷。

「君も聞いたろう？　〈ブレイズ・レイヴン〉の初うい陣じんは、大勝利だったそうではないか。溝みぞ呂ろ木ぎくんも喜んでるようだしな」

「……確かに彼はそうでしょうな」

「しかも実際に乗ったパイロットが、日本人だったというのがさらに良い。うむ、実に良いぞ」

「難なん儀ぎなことだな、市いち之の瀬せくん」




『一件落着したようですな、社長』

「ええ、迷めい惑わくかけたみたいね、ダグ」

　ドイツの首都ベルリン。ホテルの一室でＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長メリッサ・マオは、部下からの報告を受けていた。

「腕うでを折ったらしいけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

『はは、この程度のケガ──ベリーズや西サハラでのドンパチに比べれば、ほんの遊びみたいなもんですよ』

「そう──」

　どこか上の空な調子で、マオは答える。

『クララに、替かわりますか？』

「……お願い」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、そう頼たのんだ。

　しばらく背後でごそごそと音が響く。

　クララが持って生まれた射しや撃げきの才能、本人がそれを生かしたいのならと、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に出入りするのを黙もく認にんしてきた。

　その結果がこれだ。

『ママ、アタシ……』

「クララ──」

　いつも明るい娘むすめの沈しずんだ声に、胸を突かれる。

　やはりあの子に、銃など教えるべきではなかった。眩まばゆい才能に目がくらみ、その結果として、まだ一〇歳の娘を戦場に巻きこんでしまった。

『何もできなかった……すごく怖こわかった』

「……当たり前よ」

　そう、当たり前だ。もうあの子も銃に触ふれようとはしないだろうし、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に近づくこともないだろう。それでいいのだ、それで──

『だからアタシ、もっと強くなる!!』

「は……？」

　予想外の力強い返答に、マオの目が点になった。

『今回のことで、よく分かった。銃の腕うで前まえがあるだけじゃ、ただの射的屋だ。パパみたいな本物の狙撃手スナイパーにゃなれないって』

　沈ちん黙もくするマオの肩かたが、ブルブルと小刻みに震ふるえる。

『だからママ、アタシ明日から当分、こっちのキャンプに泊とまりこむ！　それで一から、技術を磨みがき──』

「ダメに決まってるでしょ、このバカ娘!!」

　悲しみと負い目が、一瞬で怒いかりへと相転移した。

「もう今後一切、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．への出入りは禁止よ!!　銃にも絶対、触さわったらダメ。家で大人しくしていなさい」

『えー、何だよそ──』

「黙だまりなさい!!」

　腹のそこからの大だい音おん声じようで怒ど鳴なりつけると、反論を許さぬまま叩たたきつけるような勢いで電話を切った。

「あーもう全く、本当に育て方間ま違ちがったのかも……」




「一件落着、と言っていいのかな？」

　どことも知れぬ一室、暗がりの中でミハイロフは電話に話しかけた。

『もちろんだとも、ミスタ・ミハイロフ』

　電話の相手が、気だるげな声で答える。

「そちらにも、司直の手が伸のびたと聞いたが」

『責任は全すべて、前会長が引き受けてくれた。最さい期ごまで、律りち儀ぎな人だった』

「死人に押しつけただけだろうに」

『そうとも言うな』

　やれやれとミハイロフは、相手に気づかれないようため息をつく。

「で、本当の依い頼らい主ぬしであるあんたに聞くが、当面はＡＳ─１から手を引いて構わんと？」

『その通りだ』

　相手の声の調子が、かすかに変わる。

『あれは確かに不可欠なパーツの一つだが、当面は必要でない。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．でテストしてくれるならば、願ったりかなったりだ。必要な時に、データごと収しゆう穫かくさせてもらおう』

「承知した、ロバート・モーガン新会長殿どの」

『気が早いな。大体、君に世辞は似合わんよ』

　小さな苦く笑しようが聞こえる。

『なあ、ミスタ・ミハイロフ』

「何かな」

『目的のためには、手段を選ぶ必要はない──有名な言葉だが、実は正確ではない』

「…………」

　突とつ如じよとして切り替わった話題。ミハイロフは沈黙で、その先をうながす。

『ニコロ・マキャヴェリは、こう書き残している。目的のために有効ならば、手段を選ぶべきではない、とね』

「有効ならば、か」

『ああ。すまんな、無む駄だ話ばなしに付き合わせて』

　それだけを告げ、電話は切られた。

「ふん、手段が有効か否いなかが事前に分かれば、誰も苦労はせんよ」

　自じ嘲ちようの笑えみを浮かべ、机に置いていたウオッカの小こ瓶びんを呷あおる。限りなく無色透とう明めいに近い液体がのどを流れ落ち、胃の腑ふを熱く灼やく。

　トン、トン、トトトン、トン──

　部屋のドアが、規定のリズムでノックされた。

「戻ってきたか、キクノにアキラ」

　開く扉とびらの向こうから現れる。

「ただいま戻りました、ステンカ小父さま」

　それぞれの態度で一礼する、菊乃と旭。

「申しわけありません、ステファン・イリイチ。惨ざん敗ぱいです」

「こちらの状況が流動的だったからな。計画も、万ばん全ぜんとは程ほど遠とおい乱暴なものだった。お前たちだけの責任ではない」

「はい」

　鷹おう揚ようなミハイロフの言葉に、ますます恐きよう縮しゆくする旭。姉の菊乃は対照的に、柔やわらかな笑みでこちらを見ている。

「どうしたキクノ？　何か良いことでも？」

「ええ、実はとっても素す敵てきなことがあったのです。はしたないですけど、聞いてください小お父じさま」

　頬を桜色に染めた菊乃が、胸むな元もとにそっと手を当てる。

「実は小父さま、わたくし、生まれて初めて恋こいというものをしてしまいました」




「一件落着ってか？」

　ようやくＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の総合訓練キャンプに戻ったヘリから、コキコキ首を回しながらカルロスは降りた。
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　乗機の〈アーマード〉は大破したのに、本人は傷一つなくピンピンしている。

「大した悪運の強さだな」

「お前だって同じようなモンだろうが」

　呆あきれたようなアデリーナに、カルロスは軽口で返す。

「一件、落着か……」

　小さくつぶやいたアデリーナが、もう一機のヘリを見やる。ちょうどヘリから降ろされた〈ブレイズ・レイヴン〉。システムの再起動にも成功したらしく、自機の足で施し設せつの格納庫に向かっていた。

「ったく、あのガキもオイシイとこかっさらいやがって」

　浅黒い顔に浮かんだ、いつものにやけた笑み。そこに一瞬だけ、賞賛の表情がよぎる。

「……確かにな」

「ん？」

　硬かたい声に、カルロスはアデリーナの表情を確かめる。いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらなのだが、そこはかとなく不ふ機き嫌げんそうだ。

「どうしたんだよ。お前の教え子が大金星を上げたんだろ。もっと喜んでやればいいじゃねえか」

「そうだ──ああ、その通りだな……」

　ブツブツとつぶやきながら、足早に立ち去るアデリーナ。その背を見つめながら、カルロスは首を傾かしげる。

「難しい年とし頃ごろだな」




「一件落着なんだろうけどさ」

　第一格納庫。〈ブレイズ・レイヴン〉のコクピットで、達哉は天てん井じようを見上げていた。

　七月の北陸以来、二度目になる実戦の経験。その疲ひ労ろうが、ずっしりと肩に重くのしかかっている。

「話が違うよ、全く。ていうか、よく生きてるよな、俺……」

　殺されず、かつ殺さずにギリギリの勝利を拾えた。それが自分の実力だと過信できるほど、達哉の神経は図太くない。

　ヘリが墜つい落らくした時──

　ヘリの残ざん骸がいにロケット弾だんを撃うちこまれた時──

　そして、〈ブレイズ・レイヴン〉で〈セプター〉と戦った時──

　もしほんの少しでも天てん秤びんが別の向きに傾かたむいていれば、自分は死んでいただろう。いや、自分一人ではない。

　アデリーナやクララ、そしてＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の全員が生き延びられたのは、それこそ綱つな渡わたりの幸運だったのだから。

「そういや、あの子──」

　達哉の思考がまたもやさまよい、少女の面おも影かげにたどり着く。

「確か菊乃って言ったよな」

〈セプター〉を駆かって襲おそいかかってきた少女の名を、達哉はつぶやいた。

　あのＡＳアーム・スレイブから感じた、凍こおりつくような殺気。模も擬ぎ戦や演習とはまるで次元が違う、恐きよう怖ふと戦せん慄りつ。

　わずか数分の戦せん闘とうで、三年は寿じゆ命みようが縮んだ気がする。

「何なんだよあいつ。本当に何なんだよ」

　それでいて東京のゲームセンターや戦闘の後に見せた笑顔は、可か憐れんで、艶つややかで、美しかった。あのＡＳのオペレータと同じ人間だとは、とうてい思えないほどに。

　そのことが、自分と同年代の少女がテロリストとして生きているという事実そのものが、達哉にとって衝しよう撃げきだった。

「いや、あの子だけじゃないか」

　ラシッド王国のユースフ王子、それにアデリーナ。彼女たちもまた、そういう意味では同類なのだろう。

　ただ生きるために兵士となったアデリーナ──

　貴き顕けんの責務として軍務に身を置くユースフ──

　そして、テロリストの菊乃──

　詳くわしい事情まで、達哉がうかがい知ることはできない。だがそれでも、達哉と同年代の三人が、今までの彼には想像もつかない世界で生きてきたことだけは分かる。

　そして今の達哉自身が、その世界に足を踏ふみ入れようとしているということも。

「俺は、どうすればいいんだ」

　唐とう突とつに、夕暮れの分かれ道を思い出す。

　数日前の東京で、楓かえでや健けん司じたちと別れたあの交差点。小さくなっていく二人の後ろ姿に、達哉は激しく狼ろう狽ばいした。

　今まで達哉が過ごしてきた日々。穏おだやかで少し退たい屈くつな、だが平和な世界。それが今、遠ざかって行こうとしている。

　いや、違う。達哉自身が遠ざかろうとしているのだ。

「ま、待ってくれ」

　引き返すなら、今だ──

　今ならまだ、引き返せる──

　突つき動かされるように、道を駆け戻もどろうとした達哉。だがその脚あしが、釘くぎ付づけになったようにピタリと止まる。

　交差点の向こう、もう一本の道の先でこちらを見つめる少女の姿。

「リーナ……」

　もしこのままＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を辞やめれば、彼女ともこれ以上は会えなくなる。当然のことなのに、なぜか達哉は困こん惑わくした。

「俺は──」

　選ばなければならない。

「俺は……」

　選ぶことができない。

「俺は、どうすればいい？」

　堂どう々どう巡めぐりの思考に、吐はき気さえ覚えたその時だった。

『おーい、どうしたんだい坊ぼうや。大だい丈じよう夫ぶかい』

「────」

　不意に響ひびいた声に、達哉は身を起こす。コクピットのスクリーンを見やると、いつの間にか〈ブレイズ・レイヴン〉の周囲に人だかりができていた。

　課長のダニエラをはじめとする整備課の面子メンツや、アナリストのベルトラン、それに溝呂木といった面々だ。

「すいません、今から降ります」

　慌あわてて〈ブレイズ・レイヴン〉に降着姿勢を取らせ、機体から降りる。ダニエラは、ほっとした様子で笑っていた。

「心配したよ、坊や。本物のドンパチをやらかした後だし、ひょっとして何かあったのかと思ってさ。そしたら居い眠ねむりかい？　本当、大物になるよ」

「い、いや、別に寝ねてたわけじゃ……」

「いいっていいって。本当にご苦労さん。後のことはこっちでやっとくから、宿舎でゆっくり休んでな」

「……もうそれでいいです」

　勘かん違ちがいながらも、労いたわるようなダニエラの声。それに答え、達哉は〈ブレイズ・レイヴン〉に対してピッと敬礼の真ま似ねをする。

「じゃあな、相棒。ありがとよ」

　本心からの言葉だった。あの戦いで自分が辛かろうじて勝利を拾えたのは、何よりもこの機体の性能のおかげなのだから。

　達哉はどこか誇ほこらしげな目で、仮かり初そめの『相棒』を見上げる。

「お前もゆっくり休んでくれ」

「先ほどイチノセくんをこの機体に乗せたのは、あくまでも非常時の緊きん急きゆう措そ置ちですが」

「分かってるよベルさん。いいじゃないか、少しくらいは気分にひたらせてくれたって」

　ベルトランの細かな指し摘てきに、達哉は顔をしかめた。

「さて、宿舎で風ふ呂ろ入って飯食って寝るか」

　歩き出そうとして、格納庫出口の人ひと影かげに気づいた。すらりとした肢し体たいとポニーテールの金きん髪ぱつ、アデリーナに間違いない。

　あの戦闘の後は、また別々のヘリに分乗してＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のキャンプに戻ったため、ろくに話せていなかった。

「────」

　その後ろ姿に、達哉はしばし見とれてしまった。いつもと変わらない制服姿なのに、なぜか胸の鼓こ動どうが高まる。

（一体、何で？）

　戸と惑まどう達哉の前で、アデリーナが振ふり返る。

「お、おーい、リーナ」

　ややどもりながら、軽く手を上げて挨あい拶さつ。

「互たがいに無事で、よか──」

　早足になりそうなのを抑おさえながら近づくと、アデリーナが一歩、足を引いた。スッと広がる二人の距きよ離り。

「あ、あれ？」

　思いがけぬアデリーナの態度に、達哉は面めん食くらった。アデリーナもまた驚おどろいたように、目を伏ふせる。

「お、おい、リーナ」

「す、すまない、達哉」

　うつむいたまま後ろを向き、足早に立ち去るアデリーナ。その背を達哉は、呆ぼう然ぜんと見送った。

「……俺、何かあいつを怒おこらせるようなこと、したっけ？」




「一件落着、そのはずだ」

　足早に、半ば駆け足で急ぐアデリーナ。

「なのに何で私は、タツヤにあんなことを」

　格納庫を出る。沈しずみゆく西日に眼めを細め、そっと胸に手を当てる。

　日本で見た、今も達哉の暮らす平へい穏おんな日常。自分がかつて、戦火の中で失った日々。その二つが、一つに重なる。

「タツヤ、私は……」

　今まで達哉が何度か見せた、ＡＳ乗りとしての天性。アデリーナ自身が認め、鍛きたえたはずのそれを、なぜか今だけは、素す直なおに喜べなかった。
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あとがき









　思い返せば、僕はまだ幼いころから、色々と夢見がち──というより空くう想そう癖へきのある子供でした。

　テレビやマンガで見たヒーローたちに心を躍おどらせるだけでなく、頭の中で自分がそのヒーローになりきって様々な活かつ躍やくを空想してみたり、時にはそれを『実じつ演えん』して親から怒られたり。

　そんな三つ子の魂たましいが、いい年になっても抜けきらず、僕は小説家になることを目指しました。

　様々な紆う余よ曲きよく折せつがありましたが、幸運にも今年の八月に『フルメタル・パニック アナザー』の一巻を出すことができ、ようやく作家としての第一歩を踏み出せました。

　八月の上旬に、見本として送られてきた一巻を手にした時の感動は、一生忘れないでしょう。

　発売日である二〇日の前後数日は、期待と不安がないまざり、全まつたく執しつ筆ぴつが手につきませんでした。

　そして蓋ふたを開けてみれば、思いもよらぬ反はん響きように、思わず拳こぶしを握にぎってしまいました。

　物語を書くことには、強きよう烈れつな魅み力りよくがあります。ですがその物語を読んでくれた人が『面白い』と言ってくれることには、それ以上の喜びがあります。僕はそれを、初めて知りました。

　もちろん、これはフルメタという原作があってのことです。この成果を自分の実力と勘かん違ちがいすれば、とんでもないことになるでしょう。

　でも、嬉うれしかったです。とてもとても、嬉しかった。

　この機会を与えてくださった原作者の賀が東とう招しよう二じ先生や、富士見書房の方々には、感謝してもしきれません。

　では最後になりますが、前巻と同じく、最後まで読んでくださった読者の皆様に感謝を申し上げ、筆を置かせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一一年一一月　大黒尚人










解説









　ども、賀が東とう招しよう二じです。

　今回はたっぷり直しました。なんと一二稿こう。

　大おお黒くろくんも相当しんどかったかと思います。でもまあ、仕方ない！　あれだけ一巻が好評だったんだから、ここはがっつり頑張らないと！




　本読みの席にて。

賀東「一巻好評だったし、ここはブワーっと完成度をあげる！」

大黒（通称ホセ）「イエス、ボス」

賀「まずはスクワットからだ！　ダンベル持って！　いいな！　それでは！　いーっち！　にーっ！　さーんっ！」

ホセ「クアートロ！　シーンコ！」

担当モリイ「すみません。それ、作品の完成度と関係ないです。っていうかむしろ筋トレです」

賀「バカめ！　健全な文章は健全な肉体に宿る！　常識だぞ!?」

ホセ「オーチョ！　ヌーエベ！」

モリイ「もう好きにしてください」

賀「ワンモアセッ！」




　過か酷こくな打ち合わせのため、賀東もずいぶん痩やせました。もうケンコバなんて言わせない！（←ニコ生とか出ると必ず言われる）

　……というわけで、『フルメタル・パニック！　アナザー』二巻をお届けします。




　一巻の解説の通り、当初はＡＳのバリエーション機紹介という形で始まったこの企画なんですが、そうとばかりも言ってられなくなってきたもので、じわじわとキャラクターとドラマにも焦しよう点てんを当てる感じにしてもらいました。環境の変化に、微妙に揺れ動く達たつ哉ややリーナ。ひとまず収おさまったような陰いん謀ぼうやら何やら。学がく友ゆうとのあれこれも。

　なんかギクシャクが始まりましたね。どうなるのでしょうか。

　ただしもちろん、メカ成分もたっぷり。一巻ではほとんど出番のなかったＡＳー１がとうとうデビューです。さすがにラムダ・ドライバ搭とう載さい機き（本編参照）ではないのですが、これまでのＡＳには意外となかった機能をくっつけてみました。自由に飛行する機体ではなく、バリバリと地べたを駆けまわるイメージで。カッコいいよ！

　ちなみに由ゆ加か里りの恒例ゲテモノ料理のネタは、今回は自分が主しゆ犯はんです。すいません。そのちょっと前に、歌舞伎町で食ったもんで。つい。

　新キャラも続々登場。なんか変な人だらけです。いろいろイッちゃってる姉弟とか、困った技術者とか、大金持ちの王子様とか。

　募集させていただいたＡＳー１の名称も決まりました。二～三〇通くらい来ればいい方かなあ、とか思ってたんですが、蓋ふたを開けたらなんとびっくり。一四七一通の応募がありまして、嬉うれしいやらおっかないやら、ヒイヒイ言いながら選考させていただきました。

　では、結果発表!!




　ＡＳー１〈ブレイズ・レイヴン〉




　……です！　拍はく手しゆ！

　直訳すると『燃え輝く大カラス』となりますね。なんか意味不明です。

　審査過程をご説明します。大量の候補の中から、『レイブン（レイヴン）』が最終候補に残っておりました。一巻で霧きりヶが谷や先生が言ってた『サムライ・イレブン』の『イレブン』を、カタカナのアナグラムで『レイブン』と。しかもレイブン[image: やく]ヤタガラスはサッカーの日本代表のエンブレムです。実は日本人的には縁えん起ぎもいい。これは面白いですし、響きもかっこいい。

　でも『レイブン』だけですと、他作品のアイテムやら職業やらとかぶりがちな単語ですので、なんかもうひとつ、いい塩あん梅ばいの単語をつけてみるかねえ、ということになりました。せっかくなので、その単語も大量の応募名の中から探してみます。

　で、応募名の中にあった『ブレイズ』をチョイスして、『ブレイズ・レイヴン』と。この機体の最大の特徴を示すような意味で。うん、まあ、かっこいいのでは？　いずれＡＳー１のバリエーションとか特とく殊しゆ装そう備びとか出す機会もあるかもしれないし、そういうときはまた『○○○○・レイヴン』とか新しい名前を考えるのもいいじゃないか！　と、こんな感じで決定しました。

『レイブン（レイヴン）』の名前を送って下さった方は次の二一名様です。

　Ｋ一郎様、鬼塚勇樹様、吉川貴仁様、吉野公久様、佐野雄一様、細谷拓海様、小林剛様、山口尚宏様、小松洋介様、小島達也様、杉浦彩様、大仲善之様、大塚紘也様、東江弘矢様、中橋曜一郎様、南恵太様、馬場明様、畠山弦也様、木之下翔太様、齋藤聖士様、他一名様。

『ブレイズ』の名前を送って下さった方は次の五名様です。

　井上博俊様、高野知也様、杉本匠様、平方保彦様、他一名様。

　二六名のゴッドファーザー。心より感謝いたします。

　惜しくも選には漏もれたんですが、ほかにもカッコいい名前、面白い名前がたくさんありました。

　まずやっぱり神話・伝でん承しよう系は多かったですね。『アイギス（イージス）』、『アヌビス』、『エペタム』、『オーディン』、『カリバーン』、『グングニル』、『フェンリル』、『ブリューナク』、『ヘリオス』。ほかにもたくさん！　神話系は、様々な他作品で使用済みのケースが多いので、いい名前なのに使えない場合が多くて辛かったです。

　和名も多かったです。『アカツキ』、『ムラクモ』、『イザナギ』、『カミカゼ』、『クサナギ』、『ドウタヌキ』、『ハヤブサ』、『マサムネ』、『ムラマサ』、『ライキリ』などなど。『タケミカヅチ』ってのも多かったんですが、その名前、別の作品で出てるから！

　シンプルな外国語系もいいのが多かったです。『ゼクス』、『エルヴェ』、『アンファング』、『クロウ』、『ジーク』、『フェザント』などなど。『ブレイズ』と『レイブン』もこの系統でしたね。青い機体がモチーフの『アズール（アジュール）』もよかった。最後まで『ブレイズ』と共に候補に残ってました。

　無む茶ちやいうな、って感じのネタ系もちらほら。『クギ・バット』、『ウメボシ』、『オノＤ』、『オシリーナ』、『ダイ・ガトー』、『ダイオークロ』、『ザ☆ドメスティックポチョムキン吉田號』。……おい！




　全部紹介するのは無理なのですが、応募して下さった皆様、本当にありがとうございました。




　三巻も早めにお届けしたいと思っております。

　ひとまず収まった陰いん謀ぼうは置いといて、達哉の慌ただしい日常のお話。この巻で登場した変な人たちも、また出てくる予定なので、ご期待（？）ください。




　ではでは。





賀東招二
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